
巻

頭
言道

を
魅
力
あ
る
空
間
に
!
!
!
!
!
ー
!
!
!
!
!
ー
ー
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
!
原

早

苗

1

エ
ッ
セ
イ都

市
圏
活
断
層
図

ー
!
!
!
!
!!
!
!!
!
!!
!
!
!l
!
!!
!
ー
!
!!
!
!
!
!
!
小

坂

裕

男

3

　

　

　

　

特

集
/
平
成
九
年
度
道
路
関
係
予
算
概
算
要
求

平
成
九
年
度
道
路
関
係
予
算
概
算
要
求
の
概
要
!!!!!
!
!
!
日
原

洋
文

5

孝勇 正行 司修 文

一
般
国
道
関
係
予
算
の
概
要

l
i
i!
!
!
ー
!
!!
!
!!
!
!
!
!
!!
!
!
下

保

修

7

山

田

篤

司

1

有
料
道
路
関
係
予
算

の
概
要

!
!
!
!
!!
l
ー
!
!!
!
!!
!
!
!
!
!
!
!
増

田

博
行

2

奥
谷

正

2

地
方
道
関
係
予
算
の
概
要

1ー
ー
!
!
!
!!!!
i
!!!!
!!
!"
観

纜

甥
四

麟

平
成
八
年
度
露

防
災
週
間
｣
!
!
!
:

:
!
;

ぬ

本
豊
和
鉛

一
般
国
道
六
号
萩
崎
橋
転
落
事
件
及
び

一
般
国
道
三
五
七
号
浜
田
交
差
点

･!
!
!
!
!
↓
i
i
i
!
!
!
!
道
路
局

道
路

9

車
両
衝
突
事
故
に
つ
い
て

交
通
管
理
課

3

｢日
本
･
E
U
に
お
け
る
道
路
政
策
の

道

路

局

6

新
た
な
展
開
｣
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

:
!
:
:
;:
:
::
:
;:

道

路
総
務
課

4

道
路
法
違
反
車
両
の
通
行
"に
関
す
る

･l!!!!!!ー
!!!!-
!
!
三権
…鰕
躍

鱗

拗

指
導
取
締
り
の
強
化
に
つ
い
て

道
路
管
理
事
務
担
当
者
便
り

道
路
管
理
に
お
け
る
県
民
の
参
加
と
情
報
の
収
集
･
処
理

!
!
岐

阜

県

4

道
路
維
持
課

5

地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業

千

葉

県

1

千
葉
県
に
お
け
る
｢地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
｣
!!
ー
!!!!
!!道

路
計
画
課

6

〔投
稿
〕
｢
%
道
路
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
群
馬
｣開
催

!↓!!ー
lー
!!!!!!上
條

良

久

邸

寺
･
寺
◆
寺

:
:
:
:
:
:
:

:
!

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
;
:
:
:
:
:
!

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
‐:
:
:
;
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:

道路行政セミナー

表紙について :トンネル、 橋、 渡船施設など道路と一体となってその効用を全うする施設を、 デザインしました。
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攣
成
九
年
度
道
路
関
係
予
算
概
算
要
求
の
概
要

セ道イテセ 96.10 5

日
原

洋

文

ゆ
る
｢ゼ
ロ
シ
ー
リ
ン
グ
｣
(消
費
税
加
算
分
を
除
く
。)

を
基
本
と
し
つ
つ
、
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
四
、
0
0
0

億
円
を

｢公
共
投
資
重
点
化
枠
｣
と
し
て
一
旦
要
求
枠

か
ら
圧
縮
し
た
上
で
、
｢重
点
化
枠
｣
に
つ
い
て
は
、
国

民
生
活
の
質
の
向
上
に
直
結
す
る
分
野
、
次
世
代
の
発

展
基
盤
の
整
備
等
経
済
構
造
改
革
に
真
に
資
す
る
分
野
、

防
災
対
策
の
充
実
等
の
観
点
か
ら
再
分
配
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の

｢重
点
化
枠
｣
に
対
す
る
各
省

か
ら
の
要
求
は
、
原
則
と
し
て
四
、
0
0
0
億
円
を
事

業
費
シ
ェ
ア
で
按
分
し
た
額
一
･
五
倍
ま
で
認
め
ら
れ

る
こ
と
と
さ
れ
た
。

一
一
建
設
省
関
係
概
算
要
求
の
概
要

1

概
算
要
求
の
基
本
方
針

次
世
代
が
生
活
の
豊
か
さ
を
実
感
し
な
が
ら
生
き
生
き

平
成
九
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に
つ
い
て
は
、
七
月
三

〇
日
に
閣
議
了
解
さ
れ
た
概
算
要
求
基
準
に
基
づ
き
、
建

設
省
内
の
事
業
別
調
整
等
を
経
て
、
八
月
三
〇
日
に
大
蔵

省
に
提
出
さ
れ
た
。
以
下
、
概
算
要
求
基
準
に
つ
い
て
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
建
設
省
及
び
道
路
事
業
の
概
算
要
求

の
概
要
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

一

平
成
九
年
度
概
算
要
求
基
準
に
つ
い
て

H

平
成
九
年
度
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
今
後
の
財

政
状
況
を
中
期
的
に
展
望
し
、｢財
政
構
造
改
革
元
年
予

算
｣
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
と
し
、
そ
の
出
発
点

と
な
る
概
算
要
求
基
準
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、

の

き
わ
め
て
悪
化
し
た
財
政
事
業
を
踏
ま
え
、
財
政

構
造
改
革
に
向
け
て
、
経
常
的
経
費
、
投
資
的
経
費

を
通
じ
、
全
体
と
し
て
厳
し
い
概
算
要
求
基
準
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
経
費
に
つ
い
て
聖
域

な
く
抑
制
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

②

厳
し
い
財
政
事
情
の
下
で
、
経
済
構
造
改
革
に
真

に
資
す
る
施
策
な
ど
、
二
一
世
紀
を
に
ら
ん
だ
新
た

な
重
要
施
策
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
工
夫
を
行
う
べ

き
で
あ
る
と
の
意
見
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

③

そ
の
よ
う
な
重
要
施
策
に
振
り
向
け
る
財
源
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
各
省
庁
自
ら
、
義
務
的
経
費
を

含
め
既
存
の
歳
出
に
思
い
切
っ
て
メ
ス
を
入
れ
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
見
直
し
を
求
め
る
概
算
要

求
基
準
と
す
る
必
要
が
あ
る
。

と
の
基
本
的
考
え
方
に
沿
っ
た
も
の
と
す
る
こ
と
と
さ

れ
た
。

□

具
体
的
な
概
算
要
求
基
準
は
、
表
1
の
と
お
り
で
あ

る
が
、
公
共
関
係
事
業
の
部
分
を
要
約
す
る
と
、
い
わ



と
し
た
経
済
･
社
会
活
動
を
展
開
で
き
る
よ
う
、
そ
の
基

盤
で
あ
る
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
を
戦
略
的
･
重
点
的
に

推
進
す
る
。
具
体
的
に
は
、
次
に
掲
げ
る
項
目
を
中
心
に

戦
略
的
･
重
点
的
な
投
資
を
行
う
。

①
次
世
代
の
活
発
な
経
済
･
社
会
活
動
の
展
開
の
た
め

の
交
流
基
盤
の
整
備

②
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
社
会
等
あ
ら
た
な
経
済
･
社
会
構

②
造 マ

表 1 平成 9年度概算要求基準について (要約)

③
快
適
な
く
ら
し
が
実
感
で
き
る
生
活
環
境
の
創
出

④
住
ま
い
の
豊
か
さ
を
実
感
す
る
た
め
の
住
宅
･
宅
地

造 マ の
の ル 交
創 チ 流
出 メ 基

デ 盤

⑤
安
全
で
安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り
･
ま
ち
づ
く
り
の

⑤
椎 安 の
進 全 整

で 備

(1)

2

概
算
要
求
額

平
成
九
年
度
建
設
省
予
算
の
概
算
要
求
額
は
、
公
共
投

資
重
点
化
枠
を
含
め
、
通
常
分
、
N
T
T
ー
B
型
を
合
わ

せ
て
、
国
費
六
兆
八
、
五
三
五
億
円

(対
前
年
度
比
一
･

0
二
)、
財
政
投
融
資
資
金
一
六
兆
四
、
一
四
七
億
円
(対

前
年
度
比
一
･
0
八
)
等
に
よ
り
、
事
業
費
二
八
兆
七
、

九
五
五
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
四
)
を
要
求
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
災
害
関
係
を
除
く
一
般
公
共
事
業
に
つ
い

て
み
る
と
、
国
費
六
兆
七
、
一
四
六
億
円

(対
前
年
度
比

一
･
0
二
)、
事
業
費
二
八
兆
五
、
五
〇
六
億
円
(対
前
年

度
比

一
･
0
四
)
と
な

っ
て
い
る
。
(表
2
･
3
)
平
成
七

年
度
に
引
き
続
き
設
け
ら
れ
た
公
共
投
資
重
点
化
枠
に
つ

い
て
は
、
そ
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
経
済
･
社
会
活
動
の
基

盤
で
あ
る
住
宅
･
社
会
資
本
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す
る

た
め
、
総
額
四
、
0
一
七
億
円
(施
設
費
を
含
む
。)
の
要

求
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(表
4
)
。

三

道
路
事
業
関
係
概
算
要
求
の
概
要

ー

平
成
九
年
度
道
路
事
業
関
係
概
算
要
求
の
ポ
イ
ン
ト

道
路
整
備
特
別
会
計
の
平
成
九
年
度
概
算
要
求
に
お
い

て
は
、
一
で
述
べ
た
概
算
要
求
基
準
を
踏
ま
え
、
事
業
費

八
兆
二
、
0
三
四
億
円
(対
前
年
度
比
一
･
○
○
)、
国
費

三
兆
四
、
六
二
四
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
三
)
を
計

上
し
て
い
る
が
、
事
業
別
に
見
た
場
合
、
次
の
点
に
特
徴

が
あ
る

(表
5
)
。

ま
ず
、
一
般
道
路
事
業
に
比
べ
て
、
有
料
道
路
事
業
の

国
費
伸
率
が
大
幅
に
高
い
こ
と
で
あ
る

(
一
般
道
路
事
業

一
･
0
一
、
有
料
道
路
事
業
一
･
一
八
)。
こ
れ
は
、
肋
骨

道
路
等
の
い
わ
ゆ
る

｢三
%
路
線
｣
に
係
る
事
業
費
の
増

大
に
伴
い
利
子
補
給
金
が
増
加
す
る
な
ど
、
適
正
な
料
金

の
下
で
有
料
道
路
料
金
の
採
算
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の

ー 整 概
で 備 要
述 特
べ

① 経常的経費については、平成 8年度の予算額から 12.5 % を削減す

ることを基本とし、特に経常的経費のうち一般行政経費については、削

減額を 15% とすることとずるくまか、従来、削減対象除外経費とされて

きた人件費や利子補給等についても削減する。一方、基礎科学研究や情

施策に対応するものとして、 ｢経済構造改革特別措置｣ を講ずる。

② 投資的経費については、全体につき8年度予算額と同額とする。なお

消費税率の改定に伴う経費の増は別途加算する。以上の内数として、国

民生活の質の向上に直結する分野、次世代の発展基盤の整備等経済構造

改革に真に資する分野、防災対策の充実等への公共投資の重点化に対処

するための梃子として、総額5,000億円の ｢公共投資重点化枠｣を設け、

公共事業関係費にっいては4,禰)億円、その他施設費にっいては1,饅)億

円とし、 各省庁の要望をふまえて、予算編成過程においてこれを配分す

る。各省庁の要望についても概算要求と同時に提出することとなるが、

要望にあたっては、各省庁の公共事業関係費及び施設費のうちで既に

述べた考え方で特に重点化を図るべきものとして原則額の中では対応

できないものにつき、公共事業関係費については4,000億円を平成8年

度予算における各省庁の公共事業関係費の大きさで按分した額の1.5倍

の額、又は、平成8年度予算において ｢公共投資重点化枠｣ の中で各省

庁が措置された公共事業関係費の大きさで按分した額の1.5倍の額の範

囲内とする。その他の施設費についても同様とする。 公共事業関係費

及びその他施設費の合計額が50億円を下回る省庁にあっては、合わせ

て 50億円の範囲内で行いうるものとする。

③ なおき肖費税率の改定に伴う経費の増等の特殊要因は、加減算する。

④ 産業投資特別会計社会資本整備勘定への繰り入れの要求については、

1兆3,000億円とし、このうち 1兆2,300億円は公共事業分、 700億円は

民活事業分とする。 なお、 公共事業分 1兆 2,300億円のうち、 2,050億

円は収益回収型事業分、 1兆250億円は補助金型事業分とする。



表 2 平成 9年度建設省関係予算概算要求総括表
1. 事業費 ･国費総括表 (単位 :百万円)

事 項

事 業 費 国 費

9年度要求額
(A )

前年度予算額
(B )

倍率
い/ B)

9年度要求額
うち公共投資

(C )
重 点 化 枠

前年度予算額
うち公共投資

(D )
重 点 化 枠

倍率
(C/ D

うち公共投資
重 点 化 枠

うち公共投資
重 点 化 枠

道 路 整 備
治 田 治 水

治 水
海 山′≠
急 傾 斜 地 等

都 市 計 画
公 園
下 水 道

住 宅 ･ 市 街 地
住 宅 対 策
宅 地 対 策
市 街 地 整 備

一 般 公 共 事 業 計

8,203,438
2,240,185
2,074,496

69,402
96,287

2,658,513
411,190

2,247,323
15,448,445
14,049,297

914,604
484,544

28,550,581

8,208,975
2,197,057
2,033,939

68,373
94,745

2,573,242
397,168

2,176,074
14,457,772
13,049,900

938,990
477,882

27,437,046
[17,125,oo3]

64,176
27,50九222

92,599
72,928
165,527

27,666,749

則
期
乾
期
祕
鵬
期
鵬
期
鰓
鰡
皿
鰍｣則
鰍
耿
躍
臥
邱
螂

2,741,645
1,341,283
1,252,703

40,071
48,509

1,381,848
171,932

1,209,916
1,249,825
1,191,623

0
58,202

6,714,601

35,879
6,750,480

27,865
75,132
102,997

159,734
82,456
77,140
2,407
2,909

90,044
l1,675
78,369
66,151
61,679

0
4,472

398,385

0
398,385
3,271

0
2,371

2,685,023
1,313,592
1,226,488

39,439
47,665

1,338,015
l66,069

1,171,946
1,216,967
1,161 288

0
55,679

6,553,597

48,854
6,602,451

26,167
72,044
98,2l1

75,208
37,257
34,767
1'100
1,390

28,455
3,535

24,920
25,830
24,770

0
1,060

166,750

0
166,750
1'000

0
L OOO

期
叱
期
駝
泌
鯲
期
鵬
瑯
鯲
‐
邸
期三
沸
祕
鮖
似
螂
駝

[住宅全般公費旁[融資除き]
災 害 関 係
公 共 事 業 関 係 計

[l7,260,4部]
53,667

28,604,248
115,186
76,028
19l,214

28,795,462

官 庁 営 繕
建 設 行 政 経 費

副

計
　　　
上 本表は、 北海道開発庁、 沖縄開発庁、 国土庁計上の建設省関係分を含んだ計数である
2 . 本表は、 N T T ･ B 型

事業費 9年度要求額 1,399,631百万円 国費 9年度要求額 692 136 百 ･円国費 9年度要求額 692,136百万円
前年度予算額 761,997百万円前年度予算額 1,516,364百万円

を含む。
3 . 本表には、 N T T ･ A 型は含まれていない。

国全体国費 9年度要求 205 0009年度要求額 205,000百万円
前年度予算額 101,541百万円
うち 建 設 省 96,426百万円

表 3 平成 9年度建設省関係予算概算要求総括表
2. 財政投融資計画等総括表 (単位 :百万円)

区 ができ金内訳
財 政 投 融 資 自己資金等との合計

摘 要9年度要求額
(A )

前年度
(B )

倍率
(A/ B)

9年度要求額
(C )

前年度
(D )

倍率
(C/ D)

住 宅 金 融 公 庫
住宅 ･都市整備公団

小 計

日 本 道 路 公 団
首都高速道路公団
阪神高速道路公団
本州四国連絡橋公団
東京湾横断萱路株式会社

小 計

都市開発資金鴎重特別会計
日本下水道事業団
民間都市開発推進機構

合 計

11,689,500
1,193,100

12,882,600

2,228,100
4l4,800
444,700
309,800
24,100

3,421,500

98,200
9,700
2,700

16,414,700

10,909,800
1,231,900

12,141,700

1,926,000
414,800
364,500
251,200
51,400

3,007,900

76,800
9,300
2,800

15,238,500

1･07
0.97
L 06

1.16
1･00
1.22
1.23
0.47
1,14

1.28
1.04
0,96

1.08

12,371,600
2,944,278
15,315,878

5,346,922
782,795
725,527
713,406
137,914

7,706,564

108,700
32,193
10,273

23,173,608

11,098,708
3,008,494
14,107,202

4,501,797
728,938
560,258
575,575
162,324

6,528,892

98,700
30,081
10,108

20,774,983

1･11
0.98
1.09

1.19
1･07
1.29
1.24
0,85
1.18

11 0
1･07
1,02

1.12

1 , 住宅 ･都市整備公団
他に鉄道分として、財政

投融資4,800百万円 (前年度
1,600百万円)、自己資金等
との合計9,202頁万円 (前年
度3,889百万円) がある。

2 , 本州四国連絡橋公団
他に鉄道分として、自己

資金等107,461百万円 (前年
度74,653百万円) がある。

3 , 民間都市開発推進機構
他に港湾整備分として、

財政投融資3の百万円 (前年
度300百万円)、自己資金等
との合計1,153百万円 (前年
度 1,101百万円) がある。合 計 16,414,700 15,238,500 1.08 23,173,608 20,774,983 1.12 度 1 101百万 ) がある。



4, 住まいの豊かさを実現するための住宅･
宅地の整備 58,368百万円

(7-030百万円)

砲)高齢者･障害者にやさしいまちづくりの推進 (4,8卸百万円)

(1)うるおいのある生活を実現する生活基盤の整備 (86,767百万円)
(ふるさとの下 ｣道の黍急整‐ ′と のネソトワーク整構等

3, 快適なくらしが実感できる生活環境の創出
156l56百万円

(19,871百万円)

艇　　め　　　

(2)高齢者向け住宅の供給の推進

　

　

　

　

　

の

住

賭
の

5, 安全で安心できる地域づくり･まちづく
りの推進 68.528百万円

2 、 、}、′寺によるマリ 占防 ヌ,東の 進 (11,25
(フロンティア堤防、総合的な冠水被害軽減対策の実施)

(3)安全性の高い住宅市街地整備の推進 (5,

l合計 畑碗百万円 -

表 4 公共投資重点化枠要望事業の概要< 国費>

(1)新しい国土構造の実現に向けた交流ネットワークの形成の推進
(45,732百万円)

(高規格幹線道路網の整備等)

(2)国際化に対応して我が国経済の競争力を向上させるためのネッ
トワーク形成の推進 (24,848百万円)
(空港、港湾等へのアクセス道路整備等)

(3)中山岡地域の活性化のための生活･′転産基盤整備の推進
(3,900百万円)

(交流ふれあいトンネル･橋梁整備事業)

次世代の活発な経済･社会活動の展開の
ための交流基盤の整備 74,480百万円

2, マルチメディア社会等新たな経済･社会
構造の創出 44,l24百万円

(1)高度情報化社会を支えるl茜割通信インフラ整備の推進
(40,876百万円)

(情報ハイウェイの整備等)

(2)高度情報化の成果を活用した住宅･社会資本整備の推進
(3,248百万円)

公
的
助
成
の
拡
充
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
、
阪
神
･
淡
路

大
震
災
の
教
訓
や
国
道
四
三
号
等
の
道
路
騒
音
に
係
る
最

高
裁
判
決
を
踏
ま
え
、
橋
脚
補
強
及
び
沿
道
環
境
対
策
を

緊
急
に
行
う
た
め
に
大
幅
な
公
費
負
担
を
行
っ
て
い
る
こ

と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
の
特
徴
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
及
び
地
域
高
規
格

幹
線
道
路
に
重
点
的
な
配
分
を
行
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
道
路
が
我
が
国
の
経
済
構
造
の
改
革

の
支
援
及
び
活
力
あ
る
地
域
の
発
展
に
極
め
て
大
き
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
国
と
し
て
積
極
的
に
そ
の
整
備

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
こ
れ
ら
の
道
路
の
国
費
の
伸
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
･

一
五
、

一
･
五
三
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
反
面
で

｢そ
の
他
一
般
道
路
｣
に
係
る
国
費
伸
率
は
、

残
念
な
が
ら
、
0
･
九
六
と
前
年
を
下
回
る
も
の
と
な
っ

て
し
ま

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
な
視
点

か
ら
そ
の
整
備
が
急
が
れ
る
事
業
に
重
点
的
な
配
分
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
事
業
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る

考
え
で
あ
る
o

②

第
=
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
進
捗
率

現
行
の
第
員
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
は
、
平
成
九
年

度
に
計
画
最
終
年
度
を
迎
え
る
が
、
概
算
要
求
額
が
満
額

認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、そ
の
累
計
進
捗
率
は
九
五
%
(調

整
費
を
除
い
て
も
約
九
七
%
)
に
す
ぎ
ず
、
計
画
の
完
全

達
成
は
困
難
な
状
況
に
あ
る

(表
6
)。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
用
地
の
取
得
や
事
業
調
整
に
時

道行セ 96.lo



表 5 道路関係予算概算要求総括表 (単位 :百万円)

区 分
9年度要求 (A ) 前年度 (B ) 倍率(A )/ (B )

備 考
事 業 費 国 費 事 業 費 国 費 事業費 国 費

一 般 道 路
高 規 格 幹 線 道 路
地 域 高 規 格 道 路
一 般 改 築
区 間 整 備

再 開 発

交 通 安 全

ヨ 寒
調 査

機 械
補 助 率 差 額 等
住 宅 宅 地 関 連
沿 道 整 備 融 資
(緊急地方道路整御雌暮業)

(電線共同溝整備事業)

(N T T - B 型事業 )

5,026,245

708,741

309,527

3,049,032

288,920

55,200

415,171

130,032

29,948

22,624

16,000

1,050

( 1,234,140)

( 99,144)

( 519,710)

3,011,470

514,468

187,636

1,722,640

151,231

28,245

226,344

84,456

23,813

15,421

48,516

8,000

700

( 647,5oo)

( 54,749)

( 271,739)

5,017,245

631,905

192,373

3,242,447

286,328

54,916

408,225

129,251

20,828

22,172

27,900

900

( 1,201,520)

( 89,959)

( 569,764)

2,986,734

455,491

121,923

1,830,488

149,605

28,104

222,879

83,709

17,779

15,088

47,068

14,000

600

( 630,4oo)

( 49,887)

( 298,066)

1‐00

1‐12

1.61

0.94

1.01

1‐01

1.02

1‐01

1.44

1.02

0.57

L 17

( 1･03 )

( 1.10 )

( 0･91 )

1･01

1.13

L 54

0‐94

1.01

1･01

1.02

1‐01

1.34

1.02

1.03

0.57

1･17

( 1-03 )
( 1.10 )

( 0･91 )

(注) 1 . 道路整備の各区分には、(公共投資重点化枠)を含む。
2‐ 一般道路の各区分の計数には、(緊急地方道路整備事

業)、(N T T - B 型事業)及び(電線共同溝整備事業)を

含む。また電線共同溝整備事業には、新設、改築に伴っ

て整備される電線共同溝の事業費国費相当分を含む。
3‐ 一般道路の高規格幹線道路及び地域高規格道路には、
調査を含まない。

4 . 一般改築には、高規格幹線道路及び地域高規格道路

を除く一般国道、 地方道及び街路を計上している。
5‐住宅宅地関連には、住宅宅地関連公共施設整備促進

事業のみを計上した。
6 . 道路開発資金の事業費には、東京湾横断道路株式会

社及び本州四国連絡橋公団への融資予算額 9 年度

77,340百万円、 前年度78.050百万円を含む。
7 . 地方道路公社等は、地方道路公社及び地方公共団体

に対する有料道路融資である。
8 . N T T - A 型事業は含まない。
9‐再掲の高規格幹線道路の計数は、当該道路にかかる

額を一括計上している。
10. 再掲の地域高規格道路の計数は、一般道路にかかる

額を計上している。
11. 前年度N T T - B 型事業は旧N T T - B 型事業であ

る。
12. この他に街並み ･まちづくり総合支援事業 (建設省

全体で事業費408億円、 国費 138億円) がある。

有 料 道 路
日 本 道 路 公 団

首都高速道路公団
阪 神 高 速 道 路 公 団

本州四国連絡橋公団

東京湾劭横断道路株式会社
地 方 道 路 公 社 等
小 計

道 路 開 発 資 金

3,177,193

1,890,000

338,522

328,979

314,254

124,140

155,710

3,151,605

102,928

450,898

250,898

28,550

32,200

43,585

0

44,166

399,399

51,499

3,191,730

1,909,825

395,124

289,829

271,770

149,973

150,409

3,166,930

102,850

380,863

209,678

23,100

18,400

36,604

0

41,631

329,413

51,450

1･00

0･99

0‐86

1.14

1.16

0.83

1.04

1･00

1‐00

1‐18

1.20

1･24

1.75

1.19

1.06

1‐21

1･00

道 路 整 備 計

(公共投資重点化枠)

8,203,438

( 303,851)

3,462,368

( 159,734 )
8,208,975

( 123,797)

3,367,597

( 75,208)

1･00 1.03

[再 掲]

高 規 格 幹 線 道 路
地 域 高 規 格 道 路

2,799,534

311,558

808,309

189,297

2,675,618

194,398

701,848

123,581

1‐05

1.60

1.15

1.53

住宅宅地関連施設整備繭雌事業(一般会話) 15,500 8,000 8,920 4,500 1･74 1.78



間
を
要
し
た
こ
と
、
特
に
高
速
道
路
に
つ
い
て

｢料
金
値

上
げ
｣
問
題
を
理
由
と
し
て
施
行
命
令
が
遅
れ
た
こ
と
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

③

投
資
の
重
点
化

平
成
九
年
度
は
、
新
産
業
創
出
に
つ
な
が
る
経
済
構
造

改
革
や
高
度
情
報
通
信
社
会
の
推
進
な
ど
を
的
確
に
支
援

す
る
と
と
も
、
安
全
･
環
境
な
ど
緊
急
課
題
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
、
道
路
事
業
全
体
の
一
層
の
重
点
化

を
図
る
と
と
も
に
、
以
下
の
事
項
に
重
点
的
に
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
全
体
の
国
費
伸
率
が
一
･
○

表6 第鮒 次道路整備五箇年計画 (平成 5年度~ 9年度)
(単位 :億円)

区 分 額面計

9 年度要求 前年度

離
郷
{

帆菅
)̂

業
A

事
(

計
率捗

累
進

費
)

業
B

事
(

計
率捗

%

推
進

案
業
計
業

費

計

事
事

事

聯鱗
錬
計
整

般
料

方

一
有
小
地

調

合

凹
剱
伽
剱
鰡
凹
伽

芻
206
剱
252
齢
14

760

62
72
34
00
盟

一

斜

露
復
刻
鎚
弼
-

蜘

72
03
75
00
お

一

お

第
%
騎
銘
刀
一

郎

の
卸
の
能
醇
一

3

(注) 1 . 一般道路事業には、 緊急地方道路整備事業及び住宅宅地関連を含む。
2 , 地方単独事業は見込み値である。
3 .前年度の事業費及び累計づ進捗率は、 N T T - A 型事業を含んだ計数

である。
4 .倍率は前年度のN T T - A 型事業を除く事業費に対する倍率である。

三
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
な
か
で
、
こ
れ
ら
の
重
点
事
項
に

つ
い
て
は
、
概
ね

一
･
一
-

-
･
三
と
い
う
高
い
伸
率
と

な

っ
て
い
る
。

[重
点
事
項
]

政
策
課
題
に
対
応
し
た
分
野
へ
の
投
資
の
重
点
化

1

経
済
構
造
の
改
革
を
支
援

の

高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道
路
の
集
中
的

整
備

②

地
域
の
経
済
構
造
改
革
の
支
援

(新
産
業
創
出
基
盤
形
成
事
業

(仮
称
)、
地
域
整

備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
不
可
欠
な
道
路
の
集
中

的
整
備
)

③

物
流
の
効
率
化
の
た
め
の
環
境
整
備

等

(国
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業
、規
制
緩
和
の
推

進
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進
等
)

2

高
度
情
報
通
信
社
会
の
推
進
を
支
援

の

情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
整
備

②

I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
研
究
開

発
･
整
備

3

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
や
く
ら
し
を
支
援

①

阪
神

･
淡
路
大
震
災
の
復
興
対
策
及
び
道
路
防

災
･
震
災
対
策
の
推
進

②

良
好
な
沿
道
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
総
合
的
施
策

の
推
進

等

④

道
路
事
業
の
進
め
方
の
改
革

道
路
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
も
、
昨
今
の
公
共
事
業

の
執
行
に
対
す
る
国
民
の
厳
し
い
批
判
に
応
え
、
事
業
の

重
点
化
等
に
よ
り
投
資
効
果
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

事
業
の
効
率
化
･
透
明
化
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、
次
の

よ
う
な
改
革
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

①

投
資
効
果
の
向
上

単位 :億円)(参考) 重点事項別事業費の状況

度
求

年9
要

前年度 率倍

f

整

麒
艇

唯

繊
蕨
蹴
蹴

弩を為
襲

接
地

革
め

推

整
交

く

の

廉榊
鞠

糊
湖鰔濶
浦
安

)

)

蓼攣
鰡蹄
鸚必
即
鰡騨
廓

鰔
幼
蜘
鰡
犯
脚
俎
鵞蹴
鱒

斡
邱
施
嫡
潴
ガ
沮

鵡
辺

器

o
高
規
格
幹
線
道
路
な
ど
の
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

セ行

を
形
成
す
る
道
路
の
ほ
か
、
地
域
活
性
化
を
促
進
す

道

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
連
し
た
道
路
整
備
な
ど
を
中

0

心
と
し
て
重
点
的
な
投
資
を
行
う
。
補
助
事
業
に
つ

96 .10



4 ) ｢駅内外歩行者快適化作戦｣ (運輸省)
5 ) I T S (高度道路交通システム)の実用化、研究開発の推進

(警察庁、通商産業省、運輸省、郵政省)
6 ) 総合的な道路交通騒音対策 (警察庁、環境庁、通商産業省、運輸省)

③事業の効率的実施
1 ) 文化財調査の効率化 (文化庁)
2 ) 道路上部斜面の落石対策を治山事業と連携して実施 (林野庁)
3 ) ｢道路と農道に関する連絡調整会議｣ による両事業の効率的推進 (農林水産省)

い
て
は
、
国
と
地
方
の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、

事
業
箇
所
の
絞
り
込
み
･
重
点
配
分
を
行
う
。

へ例
〉
地
方
道
･
街
路
事
業
の
一
箇
所
当
た
り
の
事

業
費
を
平
成
七
年
度
の
一
･
五
倍
程
度
と
す

名
%

0
横
断
的
な
政
策
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
省
庁
間
で
連
携

し
効
率
的
に
事
業
を
推
進
す
る
。
(表
参
照
)

②

道
路
事
業
の
効
率
化

0
｢
公
共
工
事
の
建
設
費
の
縮
減
に
関
す
る
行
動
計

画
｣
に
基
づ
き
、
海
外
建
設
資
材
の
活
用
等
を
図
る

ほ
か
、
道
路
関
係
公
団
等
の
道
路
構
造
物
に
つ
い
て

V
E
制
度
の
参
1試

行
を
行
い
、
建
設
コ
ス
ト
の
縮
減

対
策
を
引
き
続
き
積
極
的
に
進
め
る
。

o
都
市
内
道
路
の
整
備
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
買
い

取
り
要
求
へ
の
対
応
や
道
路
開
発
資
金
に
よ
る
沿
道

で
の
代
替
地
の
確
保
を
図
る
。
ま
た
、
埋
蔵
文
化
財

の
発
掘
調
査
期
間
を
短
縮
す
る
た
め
、
調
査
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
遅
延
コ
ス
ト
の
軽
減
を
図

る
･0

③

道
路
事
業
の
客
観
性
の
向
上

0
事
業
着
手
及
び
供
用
目
標
年
度
を
明
ら
か
に
し
た

｢道
路
の
整
備
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
を
策
定

･

公
表
す
る
。

o
費
用
効
果
分
析

(B
/
C
)
参
2を
含
め
た
新
た
な
客

観
的
評
価
に
基
づ
き
、
新
規
事
業
の
採
択
を
行
う
。

参̂
〉
1
V
E
制
度

(バ
リ
ュ
ー
･
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
)
…
発
注
者

が
示
す
設
計
図
書
と
同
等
の
性
能
･
機
能
を
確
保
し
つ
つ
、

コ
ス
ト
を
縮
減
す
る
提
案
を
認
め
る
契
約
方
法
。

2
費
用
効
果
分
析
(B
/
C
)
"
事
業
に
投
じ
た
費
用
と
生
じ
る

便
益
(効
果
)
の
比
に
よ
り
投
資
効
果
を
評
価
す
る
分
析
手
法
。

2

重
点
施
策
の
概
要

1
経
済
構
造
の
改
革
を
支
援

印

高
規
格
幹
線
道
路
、
地
域
高
規
格
道
路
の
集
中
的
整
備

活
力
あ
る
地
域
経
済
の
発
展
を
支
援
す
る
た
め
、
全
国

的
な
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
高
規
格
幹
線
道
路

網
に
つ
い
て
、
二
一
世
紀
初
頭
ま
で
の
一
四
、
0
0
0
如

の
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
概
成
を
目
標
に
、
重
点
投
資
を
行
う
。

さ
ら
に
、
そ
れ
と
一
体
と
な
っ
て
規
格
の
高
い
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
地
域
高
規
格
道
路
に
つ
い
て

重
点
的
に
整
備
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

0
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
推
進

事
業
費
二
七
、
九
九
五
億
円

(倍
率
一
･
0
五
)

･
供
用
予
定

高
速
自
動
車
国
道
の
拡
幅
供
用
九
〇
蝿

を
含
め

五
八
七
知

･
東
北
横
断
自
動
車
道
い
わ
き
新
潟
線
の
完
成
に
よ

り
、
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
の
都
市
が
直
結

･
本
州
四
国
連
絡
道
路
神
戸
･
鳴
戸
ル
ー
ト
の
完
成

に
よ
り
、
近
畿
と
四
国
の
時
間
距
離
が
大
幅
に
短

縮

･
新
規
事
業
着
手

京
奈
和
自
動
車
道
･
紀
北
西
道
路
等

八
箇
所

0
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
推
進

事
業
費

三
、
一
一
六
億
円

(倍
率
一
･
六
0
)

･
供
用
予
定

五
八
如

･
東
京
湾
横
断
道
路
の
完
成
に
よ
り
、
房
総
半
島
と

首
都
圏
西
部
の
時
間
距
離
が
大
幅
に
短
縮

②

地
域
の
経
済
構
造
改
革
の
支
援

①

新
産
業
創
出
基
盤
形
成
事
業

(仮
称
)

産
業
集
積
地
域
に
お
い
て
、
輸
送
条
件
の
改
善
、

道イテセ 96.10 ノノ

5 歴史的 ･文化的な道の整備支援 (文化庁)
6 ) ｢中胸間活性化 ･都市交流促進モデル事 ･

②道路交通の課題への対応 (交通のシステム化)

(参考) 省庁間連携施策の例



研
究
開
発
の
推
進
、
企
業
間
連
携
の
強
化
等
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
空
洞
化
対
策
と
新
産
業
へ
の
転
換
を

支
援
す
る

｢新
産
業
創
出
基
盤
形
成
事
業
｣
を
創
設

す
る
。
こ
の
事
業
に
お
い
て
は
通
商
産
業
省
と
連
携

し
、
地
域

(関
係
市
町
村
、
都
道
府
県
)
の
策
定
す

る
計
画
を
支
援
す
る
た
め
、
関
連
道
路
や
情
報
通
信

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
等
の
重
点
投
資
を
行
う
。

(重
点
事
項
)

o
新
産
業
創
出
基
盤
形
成
事
業
の
創
設

(新
規
)

新
規
約
二
○
地
域

②

地
域
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援

地
域
や
民
間
の
活
力
を
誘
導
す
る
効
果
の
高
い
地

域
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極
的
に
支
援
す
る
た
め
、

｢21
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業
｣、｢地
域
活
性
化
促
進
道

路
事
業
｣、
｢ふ
る
さ
と
交
流
拠
点
事
業
｣
な
ど
に
よ

り
、
こ
れ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
不
可
欠
な
道
路
等
の

基
盤
を
重
点
的
に
整
備
す
る
。

(重
点
事
項
)

o
21
世
紀
活
力
圏
創
造
事
業

(地
方
都
市
の
中
心
市

街
地
の
活
性
化
支
援
等
)

新
規
約
一
五
圏
域
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
周
辺
地

域
等

継
続
一
六
圏
域

o
地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業

(地
域
振
興
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
道
路
の
重
点
的
整
備
)

｢世
界
イ
ベ
ン
ト
村
ぎ
ふ
｣
(岐
阜
県
)等
一
六
八

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
道
路
整
備
を
実
施

o
ふ
る
さ
と
交
流
拠
点
事
業

(｢道
の
駅
｣
に
お
い
て

つ
い
て
は
、
上
記
整
備
に
よ
り
、
フ
ル
積
載
し
た
状

地
域
拠
点
整
備
を
支
援
)

態
の
海
上
コ
ン
テ
ナ

(I
S
O
規
格
四
〇
フ
ィ
ー

新
規
約
二
○
箇
所
、
継
続
三
八
箇
所

③

物
流
の
効
率
化
の
た
め
の
環
境
整
備

①

国
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業

地
域
に
お
け
る
国
際
連
携
等
に
対
応
す
る
た
め
、

国
際
港
湾
･
空
港
、
高
規
格
幹
線
道
路
等
の
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
広
域
物
流
拠
点
、
情
報
通
信
イ
ン
フ

ラ
(情
報
B
O
X
な
ど
)
等
の
整
備
を
推
進
す
る
｢国

際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業
｣
を
推
進
す
る
。
こ
の

事
業
に
お
い
て
は
、
運
輸
省
と
連
携
し
て
、
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
計
画

(概
ね
五
年
)
を
策
定
し
、
重
点
的

な
事
業
実
施
を
図
る
。

(重
点
事
項
)

0
交
際
交
流
イ
ン
フ
ラ
推
進
事
業
の
創
設

(新
規
)

中
枢
都
市
等
を
中
心
と
し
た
広
域
的
な
地
方
圏

毎
に
整
備
計
画
を
策
定

②

規
制
緩
和
の
推
進
の
た
め
の
道
路
整
備
の
推
進

重
要
港
湾
、
工
業
団
地
等
の
物
流
拠
点
を
結
ぶ
主

要
な
国
道
な
ど
重
要
な
路
線
に
つ
い
て
、
橋
梁
の
補

修
･
補
強
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
規
制
緩
和
政

策
の
一
環
で
あ
る
車
両
の
大
型
化

(総
重
量
二
五
ト

ン
)
に
対
応
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(約
二
四
、

0
0
0
虹
)
を
概
成
す
る
。
こ
の
う
ち
海
上
輸
送
コ

ン
テ
ナ
取
扱
港
か
ら
物
流
拠
点
ま
で
の
輸
送
ル
ー
ト

等
で
約
一
○
、
○
○
○
如
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

態
の
海
上
コ
ン
テ
ナ

(I
S
O
規
格
四
〇
フ
ィ
ー

ト
)
を
ト
レ
ー
ラ
ー
輸
送
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

(重
点
事
項
)

0
主
要
な
国
道
な
ど
物
流
上
重
要
な
路
線
に
つ
い
て

橋
梁
の
補
修
･
補
強
を
概
成

事
業
費

五
六
五
億
円

(倍
率
一
･
0
七
)

③

物
流
輸
送
効
率
向
上
の
支
援

高
規
格
幹
線
道
路
等
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

に
道
路
と
一
体
的
に
広
域
物
流
拠
点
を
整
備
し
、
貨

物
車
の
積
み
替
え
、
積
載
効
率
の
向
上
を
図
る
。
さ

ら
に
、
都
市
内
共
同
集
配
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
駐
車

施
設
等
の
整
備
を
推
進
し
、
都
市
内
物
流
効
率
化
を

推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

0
道
路
と
広
域
物
流
拠
点
と
の
一
体
的
整
備

新
規
五
箇
所
、
関
地
区

(岐
阜
県
)
等継

続
五
箇
所

燭

新
交
通
軸
の
形
成

各
地
で
提
唱
さ
れ
て
い
る

｢新
し
い
国
土
軸
｣、
｢多
様

な
地
域
連
携
軸
｣
の
形
成
に
向
け
た
構
想
に
関
す
る
海
峡

横
断
道
路
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、
本
州
四
国
連

絡
道
路
等
に
お
い
て
蓄
積
さ
れ
た
技
術
を
活
用
し
、
新
た

な
技
術
開
発
を
一
層
推
進
す
る
。
ま
た
、
事
業
効
果
等
の

評
価
結
果
を
と
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
事
業
手
法
に
つ

い
て
の
検
討
を
行
う
。
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(重
点
事
項
)

0
新
交
通
軸
調
査

事
業
費

五
･
七
億
円

(倍
率
一
･
二
0
)

◎

技
術
開
発
の
重
点
的
実
施

新
た
な
政
策
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
基
礎
的
･
先
端

的
分
野
を
中
心
に
提
案
･
公
募
さ
れ
た
研
究
開
発
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
共
同
研
究
や
委
託
研
究
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

産
学
官
の
連
携
に
よ
る
総
合
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
一
般
会
計
)と
し
て
、
｢次
世
代
海
上
横
断
構
造
物
の
建

設
技
術
の
開
発
｣
に
つ
い
て
着
手
す
る
。
さ
ら
に
、
特
殊

法
人
に
お
け
る
道
路
新
技
術
の
開
発
･
導
入
の
取
組
み
を

推
進
す
る
。
特
に
、
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
(I
T
S
)

や
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
(G
I
S
)
な
ど
、
開
発
ニ
ー
ズ
が

高
く
、
新
た
な
産
業
の
創
出
に
も
つ
な
が
る
先
端
分
野
･

境
界
分
野
に
お
け
る
技
術
開
発
を
重
点
的
に
実
施
す
る
。

(重
点
事
項
)

0
研
究
開
発
の
推
進
及
び
関
連
予
算
の
拡
充

事
業
費

二
〇
二
億
円

(倍
率
一
･
三
○
)

2
高
度
情
報
通
信
社
会
の
推
進
を
支
援

印

情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
整
備

①

光
フ
ァ
イ
バ
ー
基
幹
網
の
整
備
支
援

道
路
空
間
に
民
間
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
敷
設
可
能
な

空
間
と
し
て
、
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備

と
併
せ
て
情
報
B
O
X
を
整
備
す
る
。
二
一
世
紀
初

頭

(二
〇
一
〇
年
)
ま
で
に
概
ね
一
五
万
畑
を
目
標

(参考)整備目標

平成9年度
(1997年度)

21世紀初頭
(2010年)まで

情報 B O X

纖 150
,
00o km(注)

電線共同溝 鞠(注) 150,ooo kmのうち、15,00o kmは電線共同
溝等による電線類地中化延長。

に
整
備
す
る
。

ま
た
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信
頼
性
向
上

等
に
資
す
る
た
め
、
電
線
共
同
溝
の
整
備
促
進
を
図

る
。さ

ら
に
、
都
市
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
収
容
空
間
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
た
め
、
共
同
溝
の
整
備
を
図

る
。(重

点
事
項
)

o
情
報
B
O
X
の
整
備

約
一
、
九
〇
〇
如

o
電
線
共
同
溝
の
整
備
促
進

約
五
〇
〇
如

上
記
を
含
む
収
容
空
間
整
備
事
業
の
事
業
費

一
、
九
三
六
億
円

(倍
率
一
･
二
四
)

②

管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備

地
震
や
大
規
模
災
害
時
の
即
応
体
制
の
整
備
や
管

理
の
高
度
化
、
I
T
S
の
実
現
等
を
図
る
た
め
、
道

路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
平
成
七
年
度
か
ら
の
五

年
間
で
概
ね
一
○
、
○
○
○
畑
を
整
備
し
、
平
成
一

一
年
度
末
に
は
約
一
六
、
○
○
○
如
と
す
る
。

(重
点
事
項
)

o
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
整
備
推
進

イ
ー
ノ
ー
,

メ
ール
鼻孑J
･

m

事
業
費
八
九
億
円

(倍
率
三
･
0
五
)

9道行セ 96.10 /J

の

ー
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
研
究
開
発
･

整
備

渋
滞
･
交
通
事
故
等
の
道
路
交
通
問
題
解
決
の
切
り
札

で
あ
り
、
か
つ
、
新
産
業
創
出
の
有
望
分
野
で
あ
る
I
T

S
に
つ
い
て
、
欧
米
に
お
け
る
積
極
的
な
研
究
開
発
の
動

向
も
踏
ま
え
つ
つ
、｢I
T
S
推
進
に
関
す
る
全
体
構
想
｣

(平
成
八
年
七
月
策
定
)等
に
基
づ
き
、研
究
開
発
及
び
実

用
化
を
推
進
す
る
。

自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム

(A
H
S
)
に
つ
い
て
の
技

術
開
発
を
進
め
る
ほ
か
、
歩
行
者
支
援
シ
ス
テ
ム
、
商
用

車
連
行
管
理
支
援
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
等
の
研
究
開
発
に

着
手
す
る
。

ま
た
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム

(E

T
C
)
の
試
験
運
用
の
拡
充
や
V
I
C
S

(道
路
交
通
情

報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
サ
ー
ビ
ス
の
高
速
道
路
で
の
全
国
展

開
な
ど
、
I
T
S
の
実
用
化
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

0
研
究
開
発
等
の
総
合
的
な
推
進

事
業
費

(研
究
開
発

費
)
-
0
五
億
円

(倍
率
一
･
四
八
)

･
自
動
運
転
道
路
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発

･
歩
行
者
支
援
シ
ス
テ
ム
及
び
商
用
車
連
行
管
理
支
援

に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
に
着
手

(新
規
)



･
シ
ス
テ
ム
間
の
標
準
化
に
関
す
る
調
査
研
究
の
着
手

(新
規
)
等

0
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
の
試
験
運
用

の
拡
充

事
業
費

七
億
円

(倍
率
一
･
四
○
)

O
V
I
C
S
サ
ー
ビ
ス
の
高
速
道
路
で
の
全
国
展
開
と
一

般
国
道
の
通
行
規
制
区
間
等
で
の
ビ
ー
コ
ン
等
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
全
国
展
開

事
業
費
三
九
八
億
円

(倍
率
一
･
0
三
)

3
安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
や
く
ら
し
支
援

の

阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
復
興
対
策
及
び
道
路
防
災
･

震
災
対
策
の
推
進

①

阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
復
興
対
策
の
推
進

｢阪
神
･
淡
路
地
域
の
復
興
に
向
け
て
の
取
組
方

針
｣
(阪
神
･
淡
路
復
興
対
策
本
部
決
定
)
に
基
づ

き
、
被
災
地
域
の
生
活
の
再
建
、
経
済
の
復
興
、
安

全
な
地
域
づ
く
り
を
図
る
た
め
、
道
路
事
業
、
土
地

区
画
整
理
事
業
等
を
推
進
す
る
。

②

道
路
防
災
･
震
災
対
策
の
推
進

道
路
橋
の
耐
震
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
緊
急
度

の
高
い
橋
梁
に
つ
い
て
、
平
成
七
年
度
か
ら
三
箇
年

度
計
画
で
実
施
し
て
い
る
震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強

事
業
の
概
成
を
図
る
。
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
抗
ロ
部
等

の
緊
急
点
検
の
結
果
、
対
策
が
必
要
と
さ
れ
た
箇
所

に
つ
い
て
法
面
防
災
対
策
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、

道
路
上
部
斜
面
に
つ
い
て
治
山
事
業
と
連
携
し
た
落

石
対
策
を
実
施
す
る
。

(重
点
事
項
)

0
震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
事
業

事
業
費

二
、
二
七
二
億
円

(倍
率
一
･
三
三

約
八
、
四
〇
〇
基
に
つ
い
て
対
策
を
実
施
し
、

約
二
九
、
四
〇
〇
基
の
対
策
を
概
成

0
法
面
防
災
対
策
の
実
施

緊
急
点
検
結
果
に
よ
り
対
策
が
必
要
と
さ
れ
た
五

四
六
箇
所
の
う
ち
、
約
九
割
に
つ
い
て
対
策
工
完

了
o
治
山
事
業
と
連
携
し
た
落
石
対
策

(新
規
)

新
規
約
五
○
箇
所

の

良
好
な
沿
道
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
総
合
的
施
策
の

推
進

夜
間
騒
音
要
請
限
度
を
超
過
し
て
い
る
区
間
う
ち
、
四

車
線
以
上
で
沿
道
の
土
地
利
用
状
況
か
ら
緊
急
に
対
策
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
区
間
を
対
象
と
し
て
、
遮
音
壁
の

設
置
な
ど
の
道
路
構
造
対
策
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
沿
道

整
備
道
路
の
指
定
を
促
進
し
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な

っ
た
道
路
交
通
騒
音
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
。
ま
た
、

自
動
車
排
ガ
ス

(窒
素
酸
化
物
、
二
酸
化
炭
素
)
の
削
減

を
図
る
た
め
、
窒
素
酸
化
物
総
量
削
減
計
画
等
に
基
づ
き
、

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
整
備
、
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
、

交
通
需
要
マ
ネ
イ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
施
策
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
低
公
害
車
の
普
及
に
向
け
た
調
査
検
討
を
進

め
る
。
あ
わ
せ
て
、
道
路
環
境
技
術
開
発
三
箇
年
計
画
(平

成
八
年
度
-
一
〇
年
度
)
に
基
づ
き
技
術
開
発
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
新
技
術
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
。

(重
点
事
項
)

o
道
路
交
通
騒
音
低
減
の
た
め
の
道
路
構
造
対
策

事
業
費
一
、
九
三
三
億
円

(倍
率
一
･
一
=
三

0
沿
道
整
備
道
路
の
指
定

一
般
国
道
二
四
六
号
、
二
〇
号
、
環
状
八
号
線
等

0
低
公
害
車
普
及
に
向
け
た
調
査
検
討神

奈
川
県
小
田
原
市

③

交
通
の
安
全
の
確
保

①

総
合
的
な
交
通
安
全
施
策
の
推
進

交
通
事
故
死
者
数
が
八
年
連
続
し
て
一
万
人
を
超

え
る
厳
し
い
状
況
に
鑑
み
、
平
成
八
年
度
を
初
年
度

と
す
る

｢第
6
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

五
箇
年
計
画
｣
等
に
基
づ
く
整
備
を
推
進
し
、
特
に

全
国
平
均
に
比
べ
事
故
発
生
率
の
高
い
都
市
に
お
い

て
面
的
な
事
故
削
減
策
を
集
中
的
に
実
施
す
る
。

(重
点
事
項
)

0
面
的
な
事
故
削
減
の
実
施

(新
規
)
静
岡
県
焼
津

市
等

新
規
約
二
○
箇
所

0
事
故
多
発
地
点
緊
急
対
策
事
業

新
規
約
六
〇
〇
箇
所
、
継
続
約
四
〇
〇
箇
所

0

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
･
ゾ
ー
ン
形
成
事
業

東
京
都
杉
並
区
等
新
規
約
五
〇
箇
所
、
継
続
約
三

○
箇
所

②

福
祉
空
間
形
成
の
た
め
の
道
路
交
通
環
境
の
整
備

!“ 道行セ 96.10



高
齢
者
･
障
害
者
等
が
安
全
に
安
心
し
て
社
会
参

容
量
の
拡
大
施
策
及
び
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
施
策
に

業
や
市
街
地
再
開
発
事
業
を
活
用
し
、
各
種
公
共
施
設
立

加
で
き
る
福
祉
の
生
活
空
間
を
形
成
す
る
た
め
、
中

バ
ス
路
線
の
整
備
等
の
公
共
交
通

関
の

編
成
な
ど
を

池
と
井
せ
て
良
子
な
市
野
也
の
多
.

を
図
る
。

心
市
街
地
等
に
お
い
て
幅
の
広
い
歩
道
や
段
差
切
り

下
げ
等
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
を
図
る
。
ま
た
、
福
祉
施
設
等
周
辺

に
お
い
て
は
、
歩
行
環
境
の
整
備
に
合
わ
せ
て
施
設

利
用
の
た
め
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を
整
備
す
る
な
ど
道

路
交
通
環
境
の
面
的
整
備
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
総
合
設
計
制
度
等
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り

公
開
空
地
を
建
築
敷
地
と
し
た
ま
ま
で
道
路
区
域
と

し
、
歩
道
等
を
整
備
す
る
環
境
道
路
制
度
の
活
用
を

図
る
。

(重
点
事
項
)

0
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備中
央
地
区

(宇
都
宮
市
)
等

継
続
約
二
○
箇
所

0
福
祉
施
設
等
周
辺
の
道
路
交
通
環
境
整
備

小
倉
地
区

(北
九
州
市
)
等

継
続
約
三
〇
箇
所

o
総
合
設
計
等
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
環
境
道
路
制

度
の
創
設

(新
規
)

帥

円
滑
な
都
市
交
通
対
策
の
実
施

｢新
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
に
基
づ
く
、
バ
イ
パ
ス
･

環
状
道
路
、
交
差
点
立
体
化
等
の
交
通
容
量
の
拡
大
施
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
輸
送
効
率
の
向
上
や
交
通
量
の

時
間
的
平
準
化
を
図
る
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
ネ
ン
ト

(T
D

M
)
施
策
を
本
格
的
に
実
施
す
る
。
ま
た
、
従
来
の
交
通

バ
ス
路
線
の
整
備
等
の
公
共
交
通
機
関
の
再
編
成
な
ど
を

行
う
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策
を
組
み
合
わ
せ
た

｢都
市
圏

交
通
円
滑
化
総
合
計
画
｣
を
策
定
し
、
事
業
を
計
画
的
･

重
点
的
に
実
施
す
る
。

(重
点
事
項
)

0
渋
滞
が
解
消
又
は
緩
和
さ
れ
る
主
要
渋
滞
ポ
イ
ン
ト

新
た
に
約
一
二
○
箇
所

0
連
続
立
体
交
差
事
業

新
規
三
箇
所
、
J
R
中
央
線

(東
京
都
三
鷹
市
-
立
川

市
)
等

継
続
六
四
箇
所

0

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
想
定
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

(仮
想
実
験
)
の
実
施

(新
規
)

神
奈
川
県
鎌
倉
市

0
｢都
市
圏
交
通
円
滑
化
総
合
計
画
｣
策
定

(新
規
)

数
都
市
圏

0

マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
施
策

･
路
面
電
車
の
走
行
可
能
な
道
路
の
整
備
を
推
進

(新

規
)

愛
知
県
豊
橋
市

0
路
上
工
事
の
削
減

･
非
開
削
工
法
･
共
同
施
工
を
占
用
工
事
の
許
可
条
件

に
す
る
な
ど
基
準
の
見
直
し

(新
規
)

･
埋
設
物
件
の
浅
層
化
に
よ
る
路
上
工
事
期
間
の
短
縮

化

(新
規
)

⑧

市
街
地
の
面
的
整
備
の
推
進

都
市
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
、
土
地
区
画
整
理
事

地
と
併
せ
て
良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
。

大
都
市
等
に
お
い
て
は
、
低
未
利
用
地
等
を
活
用
し
て

都
市
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
り
都
市
の
魅
力
を
向
上

さ
せ
る
一
方
、
地
方
都
市
の
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
空

き
店
舗
等
を
集
約
し
街
区
を
再
編
す
る
こ
と
に
よ
り
活
力

あ
る
都
市
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

(重
点
事
項
)

0
新
た
な
都
市
拠
点
の
整
備

錦
糸
町
駅
北
ロ
(東
京
都
墨
田
区
)、
姫
路
駅
周
辺
宣
ハ

庫
県
姫
路
市
)、
さ
い
た
ま
新
都
心
地
区
(埼
玉
県
大
宮

市
)
等

継
続
六
七
箇
所
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平
成
九
年
度
公
共
投
資
重
点
化
枠
概
算
要
望
概
要

へ要
望
概
要
〉

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
す
る
二
一
世
紀
を
控
え
、

新
た
な
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し
て
道
路
整
備
事

業
の
重
点
化
を
図
る
こ
と
と
し
、
表
7
の
と
お
り
公
共
投

資
重
点
化
枠
を
要
望
す
る
。

四

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
な
施
策
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
財

源
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
が
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

従
来
か
ら
受
益
者
負
担
･
損
傷
者
負
担
の
考
え
方
に
基
づ

く
道
路
特
定
財
源
制
度
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
来
年
四
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
上
げ



に
関
す
る
議
論
を
契
機
に
、
石
油
業
界
か
ら
石
油
関
係
諸

税
に
つ
い
て
七
、
五
〇
〇
億
円
に
も
及
ぶ
減
税

(調
整
併

課
)
要
望
が
、
自
動
車
業
界
か
ら
は
自
動
車
取
得
税
の
廃

止
要
望
が
そ
れ
ぞ
れ
出
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
国
鉄
清
算
事

業
団
の
土
地
売
却
期
限
で
あ
る
九
年
度
末
が
迫
る
中
で
、

二
〇
兆
円
を
超
え
る
国
鉄
長
期
債
務
を
揮
発
油
税
で
返
済

す
べ
き
と
の
主
張
も
な
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
、
道
路
特
定

財
源
制
度
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
消
費
税
は
一
般
財
源
で
あ
り
、
消
費
税
率
を

引
き
上
げ
て
も
道
路
の
財
源
は
一
切
増
え
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
消
費
税
の
負
担
増
を
身
代
わ
り
調
整
す
る
と
い
う

の
は
筋
が
通
ら
な
い
。
ま
た
、
旧
国
鉄
債
務
の
原
因
は
、

過
大
な
投
資
や
減
量
経
営
の
努
力
を
怠
っ
た
こ
と
等
に
あ

る
と
さ
れ
、
国
鉄
改
革
後
の
資
産
売
却
の
遅
れ
や
財
投
の

金
利
負
担
等
に
よ
り
債
務
が
拡
大
し
た
も
の
で
あ
り
、
旧

国
鉄
債
務
を
道
路
の
整
備
に
責
任
転
嫁
し
て
、
道
路
利
用

者
に
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
、
到
底
道
路
利
用
者
の
理
解

が
得
ら
れ
る
話
で
は
な
い
。
道
路
が
地
域
の
最
も
必
要
と

し
て
い
る
社
会
資
本
で
あ
る
こ
と
は
各
種
の
世
論
調
査
、

ア
ン
ケ
ー
ト
等
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
道
路
行
政
に
携

わ
る
者
と
し
て
、
道
路
の
早
急
な
整
備
を
待
ち
望
む
地
域

の
声
に
的
確
に
応
え
る
責
任
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、
｢公
共
投
資
に
は
無
駄
が

多
い
。｣
と
い
う
批
判
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
の

投
資
の
一
層
の
重
点
化
、
効
率
化
、
透
明
化
に
努
め
て
ま

(道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
官
)
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表 7 公共投資重点化枠総括表
(単位 :百万円)

要 望 項 目 事業費 国 費

1
,

次世代の活力ある発展を導く基盤の整備

(1)次世代の活発な経済 社 会活動の展開のための交流基盤の整備

○高規格幹線道路の整備
○地域高規格道路の整備

繊
進
働

維
盤

の
説

策
刃

施
死

ル
ァ柊モ

湾
チ
港

ル
港

マ
簿

O

○新産業創出基盤形成事業 (仮称) の推進

○車両大型化に対応する橋梁補強の推進

○交流ふれあいトンネル ･ 橋梁整備事業

(2)マルチメディア社会等新たな経済 ･ 社会構造の創出

備
…

整
…備

の
…整

イ
“
の

工
…×

ウ
“○

イ
ー
一B

△
報

識楕
o
……

整
一

の
-備

溝
…整

同
一の

綾
能

電
…共

･ 道路管理用光ファイバーの整

O V I C S の整備推進

2
.

くらしの質的向上が実感できる生活環境の整備

"
端{

競
…

醍
…進

る
…推廟も縮

な
÷
い馨

○良好な沿道環境づくりのための総合的施策の推進

○高齢者等の社会参加を支援する歩行空間の面的整備

○事故多発地点における交通安全施策の集中的実施

3
,

安全で安心できる地域づくり ･ まちづくりの推進

0法面防災対策の推進
○耐震性向上のための道路橋の補強

道 路 整 備 計

鰈鰊



　　
　　
　
　
　
　　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

轉
築
/
鑿
癰
九
奪
臟
遭
難
麗
鰈
嚇
藁
繃
賞
嚢
豪
廉

e椴
国
道
関
係
予
算
の
概
要

下
保

修
,

山

田

篤

司
※

重
点
的
に
進
め
る
ほ
か
、
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支

援
す
る
地
方
都
市
の
活
性
化
の
た
め
の
生
活
･
生
産
基
盤

整
備
に
重
点
を
置
き
計
画
的
に
推
進
す
る
。

ま
た
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
等
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
災

害
に
強
い
国
土
づ
く
り
の
た
め
の
道
路
整
備
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
良
好
な
交
通
環
境
を
創
造
す
る
た
め
、
バ
イ

パ
ス
、
環
状
道
路
等
に
よ
る
交
通
拠
点
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
、
交
差
点
改
良
、
立
体
交
差
等
に
よ
る
渋
滞
対
策
を

推
進
す
る
ほ
か
、
県
際
･
峠
越
え
に
お
け
る
交
通
不
能
区

間
等
の
解
消
等
に
重
点
を
お
い
て
整
備
を
す
す
め
る
。
さ

ら
に
、
高
度
情
報
通
信
社
会
の
進
展
を
図
る
た
め
、
情
報

ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
整
備
、
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ

ム
)
の
整
備
等
を
推
進
す
る
ほ
か
、
く
ら
し
の
快
適
性
向

上
、
良
好
な
環
境
創
造
の
た
め
、
環
境
施
設
帯
や
遮
音
壁

の
設
置
、
道
路
の
緑
化
等
を
推
進
す
る
。

は
じ
め
に

一
般
国
道
は
、
現
在
四
五
九
路
線
、
実
延
長
約
五
三
、

0
0
0
畑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

一
般
国
道
は
高
速
自
動
車
国
道
等
高
規
格
幹
線
道
路
と
一

体
と
な
っ
て
全
国
的
な
幹
線
道
路
網
を
構
成
し
、
全
国
的

な
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
安
全
で
円
滑
な
モ
ビ
リ

テ
ィ
ー
の
確
保
、
地
域
連
携
の
強
化
及
び
地
域
振
興
支
援

等
の
機
能
を
有
し
、
我
が
国
の
社
会
活
動
を
支
え
る
根
幹

的
交
通
施
設
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
交
通
量
の
増
大
に
伴
い
、
都

市
部
及
び
そ
の
周
辺
を
中
心
に
交
通
混
雑
の
深
刻
化
、
交

通
安
全
上
の
問
題
が
顕
在
化
し
、
山
間
部
等
で
は
狭
縊
区

間
、
防
災
上
の
危
険
区
間
、
交
通
不
能
区
間
等
が
多
く
残

･さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
平
成
六
年
四
月
一
日
現
在
、
四
車
線
以
上

で
整
備
さ
れ
て
い
る
区
間
は
わ
ず
か
五
、
二
六
四
虹
(九
･

九
%
)
し
か
な
い
現
状
に
あ
る
。
ま
た
、
改
良
済
み
区
間

四
六
、
三
四
六
如

(八
六
･
九
%
)
で
あ
っ
て
も
交
通
が

ス
ム
ー
ズ
に
通
行
し
て
い
な
い
区
間

(混
雑
度
一
･
0
以

上
の
区
間
)
が
二
四
、
0
0
九
如

(四
五
･
0
%
)
に
達

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
鑑
み
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

平
成
五
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
11
次
道
路
整
備
五
箇
年

計
画
の
最
終
年
と
し
て

｢ゆ
と
り
社
会
｣
に
向
け
た
道
づ

く
り
を
基
本
方
針
と
し
、
特
に
、
経
済
構
造
の
改
革
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る
地
域
の
発
展
を
導
く
た
め
、

新
し
い
国
土
構
造
の
実
現
に
向
け
た
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
の
た
め
の
高
規
格
幹
線
道
路
に
指
定
さ
れ
た
一
般

国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
や
地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
を

道行セ 96 ,1O Z 7



表 1 平成 9年度高規格幹線道路新規事業化要求箇所

路 線 名 箇 所 名
長
)輌

延
(

業
体

事
主

県 名

鱗鵡鞄

轢@

脇
髭
W濱
霧
浦
汁
轉

谷
報
燃
酪
計

道隠満澱瀞彦彰彦靴
薹
蹴
ろ鰡隷碗
は織鉄旱

繃翻蟹
姉虜
棚
澁
澤
俄
小
物
縦椒鋭
溺豊
洲小

号
号
号
号
号

蛔

鋸
鰐
鋸

4

4

4

一

3

4

5

I
1
道

道

道

道

造

る

道

道

道

回

国

回

国

回

す

国

国
国

繊

-,

専

道

車

6

12

M

m

齢

郭

10

7

8

第

轄

轄

轄

轄

轄

轄

轄

轄

直

直

直

直

直

直

直

直

川

山

庫

島

崎

道

道

媛

歌

児
長

海

海

賀

北

北

愛

石

和

兵

鹿

佐

道
漣灘塾

讓 ･一ご一口合 83

以
下
に
平
成
九
年
度
の
一
般
国
道
関
係
予
算

(概
算
要

求
)
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備

地
域
間
の
活
発
な
交
流
を
支
え
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
産
業
の
活
性
化
を
促
し
、

経
済
構
造
の
改
革
を
支
援
す
る
た
め
、
二
一
世
紀
初
頭
ま

で
に
一
四
、
0
○
○
如
の
高
規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
概
成
を
目
標
に
、
今
後
の
道
路
政
策
の
中
心
的
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
整
備
す
る
高
規

格
幹
線
道
路
は
、
総
延
長
で
約
二
、
三
〇
〇
如

(本
州
四

国
連
絡
道
路
除
き
)
で
あ
り
、
既
に
事
業
に
着
手
し
て
い

る
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
、
東
海
環
状
自
動
車
道
、

京
奈
和
自
動
車
道
等
大
都
市
圏
を
中
心
に
積
極
的
な
事
業

展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
京
奈
和
自
動
車
道

(国
道
二
四

号

紀
北
西
道
路
)、
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
(国
道
三

号

出
水
阿
久
根
道
路
)
等
五
八
如
の
区
間
の
事
業
着
手

を
要
求
し
て
い
る
o

ま
た
、
高
速
自
動
車
国
道
に
並
行
す
る
一
般
国
道
に
お

い
て
既
に
事
業
に
着
手
し
て
い
る
自
動
車
専
用
道
路
の
整

備
を
促
進
し
、
当
面
そ
の
活
用
を
図
る
と
と
も
に
北
海
道

横
断
自
動
車
道
(国
道
三
九
号

北
見
道
路
)、
四
国
横
断

自
動
車
道
(国
道
五
六
号

宇
和
島
道
路
(延
伸
こ
等
二
五

癜
の
区
間
の
事
業
着
手
を
要
求
し
て
い
る
(表
1
参
照
)。

さ
ら
に
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
事
業
と
密
接
に
関
連
す

る
東
京
外
か
く
環
状
道
路
、
名
古
屋
環
状
二
号
線
等
の
事

業
に
つ
い
て
継
続
実
施
す
る
。

二

地
域
高
規
格
道
路

全
国
的
な
高
規
格
幹
線
道
路
と
一
体
と
な
っ
て
幹
線
道

路
網
を
形
成
し
、
地
域
の
振
興
･
活
性
化
を
図
る
た
め
、

第
蛭
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
期
間
内
に
、
二
、
○
○
○

細
程
度
の
整
備
に
着
手
し
、長
期
的
に
は
六
、○
○
○
如
-

八
、
0
0
0
畑
整
備
を
目
標
に
重
点
的
な
整
備
に
努
め
る
。

地
域
高
規
格
道
路
は
平
成
六
年

三

一月
に

｢候
補
路

線
｣
と
し
て
一
〇
七
路
線
、
｢計
画
路
線
｣
と
し
て
一
三
八

路
線
が
指
定
さ
れ
、平
成
八
年
八
月
三
○
日
付
け
で
｢整
備

区
間
｣
二
六
八
如
が
新
た
に
指
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
平
成
九
年
度
の
主
な
新
規
事
業
は
直
轄
事
業
と

し
て
、
会
津
縦
貫
北
道
路

(国
道
三
三
号

会
津
縦
貫

北
道
路
)
等
六
四
蝿
、
補
助
事
業
と
し
て
、
新
御
堂
筋
･

延
伸

(国
道
四
二
三
号

箕
面
道
路
)
等
八
九
m
を
要
求

し
て
い
る

(表
2
参
照
)。

三

一般
道
路
の
整
備

1

一
次
改
築

一
般
国
道
の
一
次
改
築
は
、
交
通
不
能
区
間
及
び
幅
員

狭
隧
区
間
の
解
消
、
冬
季
交
通
の
確
保
を
図
る
こ
と
に
よ

り
地
域
交
流
の
拡
大
、
地
域
開
発
の
促
進
、
地
方
都
市
と

周
辺
農
山
漁
村
と
の
一
体
化
、
過
疎
対
策
の
推
進
等
に
極

め
て
大
き
な
役
割
を
有
す
る
事
業
で
あ
り
、
指
定
区
間
及

び
権
限
代
行
区
間
に
つ
い
て
は
直
轄
事
業
に
よ
り
、
そ
れ

以
外
の
区
間
に
つ
い
て
は
補
助
事
業
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
整

備
を
進
め
て
い
る
o

直
轄
事
業
に
お
い
て
は
権
限
代
行
区
間
と
し
て
、
長
野

一
四
八
号
(小
谷
道
路
)、
高
知
･
愛
媛
一
九
四
号
(寒
風

山
道
路
)
等
の
路
線
に
つ
い
て
事
業
を
継
続
実
施
す
る
と

と
も
に
、
埼
玉
･
山
梨
一
四
〇
号
(雁
坂
道
路
)、
宮
崎
･



大
分
三
二
六
号

(三
国
峠
道
路
)
等
に
つ
い
て
供
用
を
図

る
ほ
か
、
新
た
に
岐
阜
三
六
〇
号
の
宮
川
細
入
道
路
の
事

業
着
手
を
要
求
し
て
い
る
。
ま
た
、
指
定
区
間
で
は
北
海

道
二
二
九
号
(沼
前
道
路
)、
三
宝
ハ号
(上
杵
臼
道
路
)

等
の
路
線
に
つ
い
て
事
業
を
継
続
実
施
す
る
。
補
助
事
業

に
お
い
て
も
、
冬
季
交
通
不
能
区
間
の
解
消
を
図
る
べ
く

岩
手
三
四
三
号

(鳶
ヶ
森
道
路
)
の
供
用
を
図
る
ほ
か
、

福
島
三
四
九
号
、
新
潟
三
五
二
号
、
奈
良
一
六
八
号
、
高

知
四
三
九
号
、
宮
崎
三
八
八
号
等
の
整
備
を
促
進
す
る
。

表 2 平成 9年度地域高規格道路新規事業化要求箇所

路 線 名 箇 所 名 鰻
㈱

県
協

府
令

都
政

路

繊

路

路

迩

歌

道

路
路

繃
路
路

路

繩

憲
道
鵜
珍

髀

道
道
路
達
道
道

道

達

路
振
路
車
絡

一
伸

目

断
断
道
話部
絡
鵯市
路
線

横
横
M北
串
間
連
佛日
道
幹
路

-
‐÷
'′;
It

;
:
:

に
鬘

繃纖
獺
勘晦
汐
延
繊
鬘

繊
朧
朧
路

動
半擬
籟
鰯
嗣
蹴
鞠
難
病

励駝
鰡
蹄
囃鰯
燻
鰤繃
市鞠
瀕
歌
総
歌
鞠
式
縄

値
澱
離
鰐
搦
巍
難
議
滌
嶺

繃獅
囃
瓣
襲
鼬
鉄絲
纂
酷瀰
滌
滿
難
澁
稠
驫
巖

期

)

路

醐蜘

路
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道
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(注) 工区延伸箇所

2

二
次
改
築

一
般
国
道
の
二
次
改
築
は
、
市
街
地
部
の
交
通
混
雑
の

解
消
、
空
港
、
港
湾
、
I
C
、
主
要
駅
等
の
交
通
拠
点
へ

の
連
絡
強
化
及
び
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
支
援
等
の

観
点
か
ら
、
現
道
拡
幅
、
バ
イ
パ
ス
、
環
状
道
路
の
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
第
員
次
五
箇
年
計
画
期
間
内
の

供
用
箇
所
等
早
期
に
整
備
効
果
が
発
現
で
き
る
箇
所
等
を

中
心
に
、
計
画
的
か
つ
重
点
的
に
事
業
の
展
開
を
図
る
。

ま
た
、
防
災
･
震
災
対
策
や
、
沿
道
環
境
の
改
善
と
ゆ
と

り
と
う
る
お
い
の
あ
る
道
路
空
間
の
確
保
を
目
指
す
緑

化
･
環
境
対
策
等
を
推
進
す
る
。

の

バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備

大
都
市
圏
内
、
地
方
中
核
都
市
及
び
そ
の
周
辺
部
の
交

通
混
雑
の
抜
本
的
な
解
消
と
沿
道
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
に
は
、
既
成
市
街
地
か
ら
通
過
交
通
を
迂
回
さ
せ
る
と

と
も
に
都
市
に
発
生
集
中
す
る
交
通
を
分
散
導
入
さ
せ
る

役
割
を
持
つ
バ
イ
パ
ス
･
環
状
道
路
の
整
備
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
。

平
成
九
年
度
は
、
既
着
工
事
箇
所
を
中
心
に
交
通
混
雑

や
沿
道
環
境
の
悪
化
が
特
に
著
し
い
箇
所
に
重
点
を
お
く

と
と
も
に
、
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
不
可
欠
な
道
路

事
業
の
う
ち
、
早
期
完
成
に
よ
り
大
き
な
事
業
効
果
が
期

待
で
き
る
事
業
及
び
空
港
、
港
湾
、
I
C
、
主
要
駅
等
へ

の
連
絡
を
強
化
す
る
整
備
に
つ
い
て
重
点
的
に
整
備
を
推

進
し
、
直
轄
事
業
に
お
い
て
は
、
埼
玉
一
六
号

(大
宮
バ

イ
パ
ス
)、
岡
山
二
号
(岡
山
バ
イ
パ
ス
)
等
の
供
用
を
図

る
と
と
も
に
、
補
助
事
業
に
お
い
て
も
、
岐
卓
二
五
六
号

(佐
賀
j
粟
野
バ
イ
パ
ス
)、
高
知
一
九
五
号
(南
国
バ
イ

パ
ス
)
等
に
つ
い
て
積
極
的
な
展
開
を
図
る
。

②

渋
滞
対
策

都
市
内
の
幹
線
道
路
網
は
、
都
市
の
諸
活
動
を
支
え
る

基
盤
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
従
来
か
ら
そ



の
計
画
的
･
体
系
的
な
整
備
の
促
進
に
努
め
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
路
交
通
需
要
の
大

き
な
伸
び
に
よ
り
、
道
路
交
通
渋
滞
の
状
況
は
悪
化
し
て

お
り
、
渋
滞
に
よ
る
交
通
事
故
の
増
加
、
時
間
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
ロ
ス
に
よ
る
経
済
活
動
へ
の
多
大
な
損
失
、
及
び

騒
音
･
排
気
ガ
ス
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
が
顕
在
化
し
て

い
る
。

そ
の
た
め
、
平
成
九
年
度
に
お
い
て
も
引
き
続
き
平
成

五
年
度
に
策
定
さ
れ
た

｢新
渋
滞
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
に

基
づ
き
、
交
通
容
量
の
拡
大
施
策
と
し
て
バ
イ
パ
ス
、
環

状
道
路
等
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
及
び
多
車
線
化

に
よ
る
幅
の
確
保
、
交
差
点
改
良
、
立
体
化
等
に
よ
る
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
の
解
消
等
の
事
業
を
推
進
し
、
直
轄
事
業
に

お
い
て
は
、
群
馬
一
八
号
(高
崎
安
中
拡
幅
)、
鹿
児
島
一

〇
号

(姶
良
バ
イ
パ
ス
)
等
、
補
助
事
業
に
お
い
て
は
、

茨
城
三
四
九
号

(常
陸
太
田
南
バ
イ
パ
ス
)
等
の
供
用
を

図
る
。

③

交
通
安
全
対
策

改
築
事
業
の
推
進
が
交
通
の
安
全
確
保
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
と
の
観
点
か
ら
、
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備

事
業
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
に
、
現
道
拡
幅
、
バ

イ
パ
ス
等
の
整
備
に
伴
う
歩
道
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

@

防
災
･
震
災
対
策

豪
雨
等
に
対
す
る
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性
･
信

頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
の
防
災
対
策
事
業
と
し
て
、
平

成
二
年
度
実
施
の

｢落
石
等
危
険
箇
所
の
点
検

(防
災
点

検
)｣
や
ト
ン
ネ
ル
坑
口
部
等
の
法
面
･
斜
面
の
緊
急
点
検

結
果

(平
成
八
年
六
月
)
に
基
づ
き
、
緊
急
性
の
高
い
箇

所
か
ら
法
面
防
護
工

(植
生
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
付
、
ブ

ロ
ッ
ク
張
り
)、
落
石
防
護
工
(柵
工
、
細
工
、
落
石
覆
工
)

等
を
施
す
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
線
形
改
良
等
の
改

築
事
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
に
よ
る
教
訓
を
踏
ま
え
、

平
成
三
年
度
に
実
施
し
た
震
災
点
検
に
基
づ
き
、
被
災
の

危
険
性
の
あ
る
構
造
物
の
う
ち
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ

い
て
橋
梁
の
架
替
等
の
道
路
の
耐
震
性
向
上
の
た
め
の
事

業
を
重
点
的
に
推
進
す
る
。

◎

沿
道
環
境
対
策

自
動
車
交
通
の
集
中
や
そ
れ
に
伴
う
渋
滞
の
た
め
、
騒

音
･
大
気
汚
染
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
良

好
な
沿
道
環
境
を
形
成
す
る
た
め
、
既
設
及
び
新
設
の
道

路
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
環
境
施
設
帯
や
遮
音
壁
の
設

置
等
を
進
め
る
ほ
か
、
沿
道
地
域
に
お
い
て
良
好
な
環
境

を
形
成
す
る
た
め
、
植
樹
帯
の
設
置
等
の
道
路
環
境
整
備

を
重
点
的
に
推
進
す
る
。

◎

新
交
通
シ
ス
テ
ム

都
市
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
道
路
の
空
間
を
利

用
し
て
、
道
路
交
通
の
補
完
的
役
割
を
果
た
す
新
交
通
シ

ス
テ
ム
の
建
設
を
推
進
す
る
。

の

そ
の
他

耐
荷
力
の
不
足
し
て
い
る
老
朽
橋
の
架
替
、
踏
切
道
の

改
良
な
ど
の
事
業
を
推
進
す
る
ほ
か
、
半
島
振
興
対
策
道

路

(昭
和
六
三
年
一
二
月
三
日
官
報
告
示
)
の
整
備
促
進

を
図
る
。

四

共
同
溝

大
都
市
及
び
そ
の
周
辺
の
道
路
に
は
、
電
話
･
電
気
･

ガ
ス
･
上
下
水
道
等
の
都
市
活
動
に
不
可
欠
な
公
共
公
益

施
設
が
多
数
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ブ
ル
･

管
路
の
新
設
や
補
修
等
の
た
め
の
路
面
の
掘
り
返
し
は
道

路
交
通
に
著
し
い
支
障
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
掘

り
返
し
を
防
止
し
道
路
構
造
の
保
全
と
円
滑
な
道
路
交
通

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
道
路
地
下
空
間
の
効
率
的
利

用
の
観
点
か
ら
昭
和
三
八
年
度
よ
り
共
同
溝
の
整
備
を
進

め
て
き
て
お
り
、
平
成
八
年
度
末
ま
で
の
整
備
延
長
は
、

約
三
九
〇
節
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

平
成
九
年
度
は
、
仙
台

･
東
京

･
川
崎

･
横
浜

･
静

岡
･
名
古
屋
･
京
都
･
大
阪
･
神
戸
･
岡
山
･
広
島
･
福

岡
･
熊
本
の
各
都
市
及
び
こ
れ
ら
に
隣
接
す
る
地
域
に
お

い
て
整
備
を
推
進
し
、
さ
ら
に
約
二
〇
鹸
の
延
伸
を
図
る

予
定
で
あ
る
o

五

電
線
共
同
溝

(C

･
C

･
B
O
X
)

10

安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保
、
都
市
災
害
の
防
止
、
鋭

都
市
景
観
の
向
上
等
の
観
点
か
ら
電
線
類
の
地
中
化
を
積

飛

極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
度
情
報
社
会
の
早
期
実

道

現
に
寄
与
す
る
た
め
、
道
路
の
地
下
を
活
用
し
て
光
フ
ァ

0　　

イ
バ
ー
、
電
力
線
等
を
収
容
す
る
空
間

｢電
線
共
同
溝



(C

･
C

･
B
O
X
)｣
の
整
備
を
推
進
す
る
。

平
成
九
年
度
は
、
商
業
業
務
地
区
、
景
観
を
保
全
又
は

形
成
す
る
地
区
、
地
域
の
情
報
化
を
図
る
地
区
を
中
心
に

整
備
を
推
進
す
る
。

六

維
持
修
繕

道
路
ス
ト
ッ
ク
を
保
全
し
、
道
路
機
能
を
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
と
と
も
に
沿
道
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
経

常
的
な
業
務
と
し
て
維
持
･
修
繕
は
必
要
不
可
欠
な
重
要

業
務
で
あ
る
o

一
般
国
道
の
特
に
重
要
な
広
域
幹
線
を
形
成
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
指
定
区
間
と
し
て
国
が
直
轄
事
業
に
よ
り

維
持
･
修
繕
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、

指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
、
一
定
規
模
以
上
の
補
修
な
ど

を
補
助
事
業
の
対
象
と
し
、
通
常
の
維
持
及
び
小
規
模
な

補
修
は
地
方
単
独
事
業
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

平
成
九
年
度
は
、
バ
イ
パ
ス
の
完
成
に
伴
う
延
長
の
補

正
な
ど
に
よ
り
、
全
国
で
国
が
直
轄
管
理
す
る
指
定
区
間

が
、

一
五
二
路
線

一
九
、
九
九
六
如
に
な
る
。
こ
の
う
ち

維
持
に
つ
い
て
は
、
路
面
、
路
肩
、
路
側
部
、
橋
梁
等
構

造
物
及
び
交
通
安
全
施
設
の
維
持
、
補
修
等
の
ほ
か
、
清

掃
･
緑
地
管
理
、
巡
回
等
の
経
常
的
作
業
を
行
っ
て
い
く

ま
た
、
沖
縄
県
の
未
買
収
道
路
用
地
の
処
理
を
行
う
。
修

繕
に
つ
い
て
は
、
路
面
、
歩
道
、
ト
ン
ネ
ル
、
側
溝
等
の

修
繕
の
ほ
か
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
踏
ま
え
た
橋
脚
耐
震

補
強
や
車
両
の
大
型
化
に
対
応
し
た
橋
梁
の
補
修
･
補
強

等
を
行
う
。
ま
た
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
全
性
･
信

頼
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
二
年
度
点
検
、
ト
ン
ネ

ル
坑
口
部
緊
急
点
検
に
基
づ
く
防
災
対
策
事
業
及
び
平
成

三
年
度
点
検
に
基
づ
く
震
災
対
策
事
業
に
つ
い
て
緊
急
性

の
高
い
箇
所
か
ら
計
画
的
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

指
定
区
間
外
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業
と
し
て
維
持
及

び
補
修
を
実
施
す
る
。
こ
の
う
ち
維
持
は
、
沖
縄
県
の
未

買
収
道
路
用
地
の
処
理
を
行
い
、
補
修
は
、
舗
装
の
補
修
、

平
成
三
年
度
震
災
点
検
に
基
づ
く
震
災
対
策
及
び
橋
脚
補

強
、
車
両
大
型
化
に
対
応
し
た
橋
梁
の
補
修
補
強
、
並
び

に
平
成
二
年
度
防
災
点
検
及
び
ト
ン
ネ
ル
坑
ロ
部
等
緊
急

点
検
に
基
づ
く
災
害
防
除
事
業
を
実
施
す
る
。

七

雪

寒
、

第
鱒
次
雪
寒
五
箇
年
計
画

(平
成
五
年
度
-
平
成
九
年

度
)
に
基
づ
き
、
雪
寒
地
域
に
お
け
る
冬
期
間
の
安
全
か

つ
円
滑
な
道
路
交
通
を
確
保
し
、
地
域
住
民
の
生
活
安
定

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
除
雪
･
防
雪
･
凍
雪
害
防
止

の
整
備
を
行
う
。
こ
の
う
ち
、
防
雪
事
業
に
つ
い
て
は
ス

ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
、
な
だ
れ
防
止
柵
、
消
雪
パ
イ
プ
、
チ
ェ

ー
ン
着
脱
場
等
の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
、
凍
雪
害
防
止

事
業
に
つ
い
て
は
、
流
雪
溝
等
の
整
備
を
推
進
す
る
。

八

交
通
安
全

平
成
九
年
度
は
、
第
6
次
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備

事
業
五
箇
年
計
画
の
二
年
度
目
と
し
て
、
交
通
事
故
の
削

減
と
道
路
交
通
環
境
の
整
備
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。

こ
の
た
め
、
一
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
交
差
点
改
良
等

に
よ
り
、
事
故
多
発
地
点
に
重
点
投
資
を
お
こ
な
う
。
ま

た
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
利
用
に
配
慮
し
、
幅
の
広
い
歩

道
や
使
い
や
す
い
立
体
横
断
施
設

(昇
降
機
付
)
を
整
備

す
る
。
二
種
事
業
に
つ
い
て
は
、
道
路
照
明
･
道
路
標
識

及
び
V
I
C
S

(道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
)
等
道

路
情
報
提
供
装
置
の
整
備
を
推
進
す
る
ほ
か
、
自
動
車
地

下
駐
車
場
に
つ
い
て
も
整
備
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
疲
労

運
転
に
よ
る
交
通
事
故
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
個
性
豊

か
な
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
一
般
道
路
の
休
憩

施
設

｢道
の
駅
｣
の
整
備
を
推
進
す
る
。

お
わ
り
に

建
設
省
に
お
い
て
は
、
従
来
よ
り
国
の
直
轄
事
業
及
び

補
助
事
業
と
し
て
鋭
意
一
般
国
道
の
整
備
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
高
規
格
幹
線
道
路
･
地
域
高
規
格
道

路
の
早
期
整
備
、
交
通
混
雑
の
緩
和
、
交
通
不
能
区
間
や

危
険
箇
所
の
解
消
な
ど
緊
急
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
多
く
の
箇
所
を
残
し
て
お
り
、
整
備
の
要
望
も
極
め
て

大
き
い
。

こ
の
た
め
、
一
層
効
率
的
な
整
備
の
推
進
に
努
め
る
と

と
も
に
、
必
要
な
予
算
の
確
保
に
今
後
と
も
努
め
て
い
き

た
い
。

(※
･
※
※道
路
局
国
道
課
建
設
専
門
官
)
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有
料
道
路
関
係
予
算
の
概
要

増

田

博

行
“

奥

谷

正
炎

り
を
支
え
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
に
資
す
る
た
め
、
第

二
束
名
･
名
神
高
速
道
路
、
東
北
横
断
自
動
車
道
、
北
関

東
自
動
車
道
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
等
の
建
設
を
重
点

的
･
積
極
的
に
促
進
す
る
と
と
も
に
、
名
神
高
速
道
路
等

の
改
築
事
業
を
促
進
す
る
。

平
成
九
年
度
に
つ
い
て
は
、
太
平
洋
と
日
本
海
の
地
域

連
携
軸
の
完
成

(東
北
横
断
自
動
車
道
い
わ
き
新
潟
線
西

会
津
-
津
川
)、近
畿
と
中
国
を
つ
な
ぐ
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
完
成

(山
陽
自
動
車
道
三
木
小
野
-
山
陽
姫
路

東
)
等
一
〇
道
一
五
区
間
二
八
0
･
六
畑
の
供
用
を
図
り
、

平
成
九
年
度
末
に
は
六
、
三
九
四
･
九
如

(
=

、
五
二

〇
如
の
五
六
%
)
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
。

ま
た
、
名
神
高
速
道
路
京
都
南
-
吹
田
間
二
七
･
四
如

の
六
車
線
化
改
築
事
業
等
五
区
間
九
0
･
四
如
の
拡
幅
を

完
成
予
定
で
あ
る
。

は
じ
め
に

有
料
道
路
事
業
は
、
財
政
投
融
資
資
金
や
民
間
か
ら
の

借
入
金
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
道
路
整
備
を
進
め
る

も
の
で
、
極
め
て
少
な
い
国
費
で
事
業
を
推
進
で
き
る
と

い
う
特
色
が
あ
り
、
現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
で

は
、
有
料
道
路
制
度
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

平
成
九
年
度
有
料
道
路
関
係
予
算
要
求
額
は
、
五
箇
年

計
画
対
象
事
業
費
で
、
三
兆
一
、
七
七
二
億
円
で
あ
り
、

有
料
道
路
関
係
事
業
費
が
全
体
事
業
費
に
占
め
る
割
合
は
、

三
九
%
と
な
っ
て
い
る

(表
1
)
。

あ
わ
せ
て
、
有
料
道
路
事
業
の
事
業
基
盤
の
強
化
を
図

る
た
め
、
各
公
団
等
に
お
け
る
よ
り
徹
底
し
た
建
設
･
管

理
費
の
節
減
等
事
業
の
一
層
の
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
償
還
期
間
の
見
直
し
等
と
国
及
び
地
方
公
共
団
体
に

よ
る
助
成
措
置
の
拡
充
を
要
求
し
て
い
る
。

以
下
、
有
料
道
路
の
事
業
主
体
別
に
要
求
の
概
要
を
述

べ
る
こ
と
と
す
る
。

一

日
本
道
路
公
団

1

要
求
の
概
要

平
成
九
年
度
要
求
額
は
、
日
本
道
路
公
団
全
体
で
五
兆

三
、
四
六
九
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
一
九
倍
)
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
高
速
自
動
車
国
道
が
四
兆
六
、
三

八
億
円
(対

前
年
度
比
一
･
一
八
倍
)、
一
般
有
料
道
路
が
七
、三
五
一

億
円
(対
前
年
度
比
マ
ニ
四
倍
)
と
な
っ
て
い
る
(表
2
)。

2

高
速
自
動
車
道
国
道
の
建
設

(表
3
)

高
速
自
動
車
国
道
に
つ
い
て
は
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く



表 1 平成 9年度道路整備予算総括表 (単位 :百万円)

区 分
9年度要求 (A ) 前年度 (B ) 倍率(A )/ (B )

備 考
事業費 国 費 事業費 国 費 事業費 国 費

有 料 道 路
日 本 道 路 公 団
首 都 高 速 道 路 公 団
阪 神 高 速 道 路 公 団
本州四国連絡橋公団
東京湾横断道路株式会社
地 方 道 路 公 社 等

小 計
道 路 開 発 資 金

3,177,193
1,890,000
338,522
328,979
314,254
124,140
155,710

3,151,605
102,928

450,898
250,898
28,550
32,200
43,585

0
44,166
399,399
51,499

3,191,730
1,909,852
395,124
2898 29
271,770
149,973
150,409

3,166,930
102,850

380,863
209燈78
23,100
18,400
36,604

0
41,631
329,413
51,450

1･00
0.99
08 6
1.14
14 6
0.83
1,04
1･00
1･00

1,18
1.20
1.24
1.75
1.19

1.06
1.21
1･00

(}"
1,道路整備の各区分には、 (公共投資重点化棒)を含む。
2,一般道路の各区分の計数には、(緊急地方道整備事業)、
(N T T - B型事業)及び(電線 ……L r円掌未′を含む。

また電線熟す."鵲監偕亨睾′-′" 新設、改築に伴って整備さ
れる電線共同溝の事業費、国費相当分を含む
3.一般道路の高規格幹線道路及び地域高規格道路には、調
査を含まない。
4.一般改築には、高規格幹線道路及び地域高規格道路を除
く一般国道、地方道及び街路を計上している。
5.住宅宅地関連には、住宅宅地関連公共施設整備促進事業
のみを計上した。
6.道路開発資金の事業費には、東京湾横断道路株式会社及
び本州四国連絡橋公団への融資予定額9年度77,340百万
円、前年度78.050百万円を含む。
7.地方道路公社等は、地方道路公社及び地方公共団体に対
する有料道路融資である。
8. N T T - A型事業は含まない。
9.再掲の高規格幹線道路の計数は、当該道路にかかる額を
一括計上している。

10.再掲の地域高規格道路の計数は、一般道路にかかる額を
計上している。

n,前年度N T T - B型事業は旧N TT - B型事業である。
12,この他に街並み･まちづくり総合支援事業 (建設省全体
で事業費408億円、国費138億円)がある。

道 路 整 備 計
(公共投資重点化枠)

82 03,438
(303,851)

3,462,368
(159,734)

8,208,975
(123,797)

3,367,597
( 752 08)

1･00 1.03

〔再 掲〕
高 規 格 幹 線 道 路
地 域 高 規 格 道 路

2,799,534
31上558

808,309
189,297

2,675,6l8
194,398

70上848
123,581

L 05
1.60

1,15
1.53

住宅宅地関連幹線道路整備事業(一般会計) 15,500 8,000 8,920 4,500 1.74 1.78

表 3 平成 9年度高速自動車国道
供用予定区間 表 2 平成 9年度日本道路公団概算要求額(高速･一般別)

(単位:km) (単位:百万円)

区 分 9年度要求 (A ) 前年度 (B ) 倍率 (A )/ (B )
高 速 一 般 計 高 速 一 般 計 高速 一般 計

(事業計画)
建 設 費
維持改良費
調 査 費
建 設 利 息
小 計

業務管理費等
業務外支出等

1,168,000
353-800
9-170

156,030
1,687-000
260-238

2,664-539

113-000
41,370
1-130
47,500
203,000
49,391
482,754

1,281,000
395,170
10,300
203,530

1-890,000
309,629

3-147,293

1,134,000
347-450
5,068

168,009
1-654,527
243098

2-009,437

165-300
37-850
990

51458
255,298
45-696
293,741

1,299,300
385-300
6,058

2l9-167
1,909-825
288-794

2,303,178

1,03
1,02
1,81
0.93
1,02
l･07
1,33

0,68
1,09
1.14
0,93
0.80
1.08
1.64

0.99
1.03
1･70
0,93
0.99
l･07
1.37

合 計 4,611,777 735,145 5,346,922 3,907,062 594,735 4,50九797 1.18 1.24 1,19
(資金計画)
政府出資金等
財 投 資 金
縁 故 債
外 債
民間借入金
業務収入等

245,700
1,804,800
87,000
108,600
407,100

1,958,577

5-198
423,300
l3,000
11,400
42,900
239,347

250,898
2-228,100
100,000
12qo〇〇
450,000

2,197,924

206,655
l-586,000
80,600
78,900
132,700

1,822,207

3-023
340,000
19,400
11･100
12,400
208,812

209-678
1,926,000
100･000
90-000
146,100

2,031,019

1,19
l.14
l,08
1,38
3,07
l･07

1,72
1.25
0.67
1,03
3.46
1,15

1,20
1,16
1･00
1,33
3,10
1,08

合 計 4,611,777 735,145 5,346,922 3,907,062 594,735 4,501,797 1.18 1,24 1,l9

(注)社会資本整備事業は含まない。

道 路 名 区 間 延 長
北海道縦貫自動車道
東北横断自動車道

炙
関越 自 動 車道
東海北陸自動車道

第二束名高速道路
北 陸 自動 車 道
山 陽自 動 車 道

近 畿 自 動 車 道
四国縦貫自動車道
四国横断自動車道

計

虻田洞爺細~長 万 部
秋 田 南、秋 田 北
北 上 西、湯 甜
朝 日、酒 田
西 会 津~津 川I
信州中野~中 郷
尾 西~一宮木曽川
郡上八幡、白 鳥
名 四 束~東 海
新 潟 東、新潟亀田
三木小野~山陽姫路東
三木 JC T、木 見
舞 鶴 西~舞 鶴 東
脇 町~美 馬
南 国~伊 野

15 区 間

49.3
16,2
21,6
31,3
22.4
38,O
38
16.6
51
6,O
21.5
9.6
9,8
11.5
17.9
280.6

(拡 幅 )
東北横断自動車道
名神 高 速 道 路
九州縦貫自動車道

たン
九州横断自動車道

計

村田 JC T~笹 谷
京 都 南~吹 田
八 代~人 吉
鳥 栖~久 留 米
束そのぎ~嬉 野

5 区 間

(17.5)
(27,4)
(27.l)
(9,3)
(9幻
(90.の

平成八年度末供用予定延長 6,114.3km
平成九年度末供用予定延長 6,394.9hm

(注) 1,インターチェンジ等の名称について
2.拡幅延長は供用延長には含めない。



前
年
度
に
引
き
続
き
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
一
環
を
形

成
す
る
道
路
、
大
都
市
圏
の
自
動
車
専
用
道
路
、
渋
滞
対

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
高
速
道
路
建
設
費

等
と
し
て
一
兆
六
、
八
七
〇
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
O

　 　
　み 倍 と こ

型 - - し
度 般 を て ら

表 4 完成予定路線

道 路 名 路 線 名 区 間 延長(km )

深川留萌自動車道

(深川I沼田道路)

一般国道233号 北海道深川市音江町宇向陽

、北海道深川市深川町字芽生

4,6

日高自動車道

(苫東道路)

一般国道235号 北海道苫小牧市植苗

~ 北海道苫小牧市沼の端

4,O

三陸縦貫自動車道

(矢本石巻道路)

一般国道 45号 宮城県桃生郡鳴瀬町川下

~ 宮城県石巻市蛇田

12.4

秋田外環状道路 "般国道 7号 秋田県秋田市上新城道川

~ 秋田県南秋m 郡昭和町大久保

9,5

米沢南陽道路 一般国道 13号 山形県米沢市窪田町

、山形県東置賜郡高畠町大字深沼

8.8

湯沢横手道路 一般国道 13号 秋田県湯沢市沖鶴

~ 秋田県平鹿郡十文字町梨木羽場

7･7

千葉東金道路

(二期)

一般国道126号 千葉県山武郡横芝町遠山

~ 千葉県東金市山田

16.1

東京湾横断道路 一般国道409号 神奈川県川崎市川崎区浮島町地先

~ T‐葉県木更津市中島

l5.1

東京湾横断道路連絡道 --般国道409号 千葉県木更津市中島

~千葉県袖ヶ浦市神納

3.9

伊勢湾岸道路 一般国道302号 愛知県東海市新宝町

、愛知県名古屋市港区金城ふ頭一丁目

4,1

中部縦貫自動車道

(安房峠道路)

一般国道158号 岐阜県吉城郡上宅村大字平湯

~長野県南安曇郡安曇村中ノ湯

5.7

米子道路 一般国道 9号 鳥取県西伯郡大山町安原

~鳥取県米子市尾高

5,2

安来道路 一般国道 9号 鳥取県米子市陰田町

~鳥取県安来市佐久保町

6.6

高松東道路 一般国道 11号 香川県大川郡津田町鶴羽

~ 香川県木田郡三木町井上

13.3

西九州自動車道

(佐世保道路)

一般国道497号 長崎県佐世保市干尽町

~長崎県佐世保市大塔町

4,9

南九州西回り自動車道

(八代日奈久道路)

一般国道 3号 熊本県八代市東方町｢

~熊本県八代市平山新町

6,6

南九州西回り自動車道

(鹿児島道路)

一般国道 3号 鹿児島県日置郡伊集院町下谷口

、鹿児島県鹿児島市田上八丁目

10.2

神戸西バイパス 一般国道 2号 兵庫県神戸市垂水区名谷町

~兵庫県神戸市西区伊川谷伊吹

5.6

般 を
有 計
料 上

饅 を
の い

建 を
設

策
と
し
て
の
道
路
、
地
方
都
市
の
バ
イ
パ
ス
等
五
〇
路
線

の
建
設
を
推
進
し
、
う
ち

｢伊
勢
湾
岸
道
路
｣
等
一
六
道

路
一
三
ニ
･六
如
を
供
用
し
、
｢神
戸
西
バ
イ
パ
ス
｣
(五
･

六
m
)
の
明
石
海
峡
大
橋
に
あ
わ
せ
た
完
成
を
図
る

(表

4 六 路
＼ km 一ま

た
、
新
規
路
線
と
し
て

｢今
治
小
松
自
動
車
道

(今

治
小
松
道
路
)｣
(
一
三
･
○
如
)
を
要
求
し
て
い
る

(表表 A 表

さ
ら
に
、
日
本
道
路
公
団
と
東
京
湾
横
断
道
路
株
式
会

社
と
の
間
で
建
設
協
定
を
締
結
し
、
事
業
を
推
進
し
て
い

る
｢東
京
湾
横
断
道
路
｣
(
一
五
･
一
如
)を
供
用
さ
せ
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
一
般
有
料
道
路
建

設
費
等
と
し
て
二
、
0
三
〇
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
八

○ 設 る 社 5
倍 費 こ 署 と さ ち
) 等 れ 響 の ら
を と ら 俳 間 に

計 し の 璽 で 、

上 て 事 解 建 日
し
て
い
る

表 5 新規路線

道 路 名 路 線 名 区 間 延長(kの

今治小松自動車道

(今治小松道路)

一般国道196号 愛媛県今治市長沢

~愛媛県周桑郡小松町妙口

13,O

2“ 達欲牟セ 96.10



4

維
持
･
改
良

高
速
自
動
車
国
道
及
び
一
般
有
料
道
路
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
安
全
性
、
定
時
性
等
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
良
好
な
道
路
環
境
を
保
全
す
る
観
点
か

ら
、
各
種
施
策
を
強
力
に
推
進
す
る
。

①

｢高
速
自
動
車
国
道
等
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策

に
関
す
る
五
箇
年
間
の
事
業
計
画

(第
二
次
)｣
に
基

づ
き
、
事
故
多
発
地
点
に
お
け
る
排
水
性
舗
装
、
高

視
認
性
区
画
線
の
整
備
や
付
加
車
線
、
休
憩
施
設
の

拡
充
等
を
推
進
す
る
。

②

道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム

(V
I
C
S
)
の

整
備
を
拡
充
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
全
国
展
開
を
図
る
と

と
も
に
道
路
情
報
提
供
装
置
や
情
報
タ
ー
ナ
ミ
ル
の

整
備
を
推
進
す
る
。

③

沿
道
環
境
の
一
層
の
改
善
を
図
る
た
め
、
道
路
環

境
緊
急
対
策
に
基
づ
き
新
型
遮
音
壁
、
裏
面
吸
音
板
、

低
騒
音
舗
装
な
ど
の
騒
音
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す

る
%

④

平
成
八
年
度
に
引
き
続
き
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災

を
踏
ま
え
実
施
し
て
い
る
震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強

事
業
を
推
進
し
、
重
要
路
線
及
び
全
国
の
重
要
交
差

箇
所
の
整
備
概
成
を
図
る
。

三

百
都
･阪
神
高
速
道
路
公
団

1

首
都
高
速
道
路
公
団

前
事
業
年
度
に
引
き
続
き
首
都
高
速
中
央
環
状
新
宿
線

等
一
一
路
線
の
建
設
事
業
を
実
施
す
る
。
特
に
、

①

都
心
部
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
板
橋
足
立

線
･
中
央
環
状
新
宿
線

②

東
京
湾
岸
道
路
の
一
部
を
形
成
す
る
高
速
湾
岸
線

(五
期
)

③

業
務
核
都
市
の
育
成
･
機
能
強
化
に
資
す
る
高
速

大
宮
線
、
高
速
川
崎
縦
貫
線

の
整
備
に
努
め
る
。

ま
た
、

④

東
京
湾
横
断
道
路
と
連
結
し
、
京
浜
地
域
と
房
総

地
域
を
結
ぶ
高
速
川
崎
縦
貫
線
の
浮
島
J
C
T
及
び

浮
島
出
入
口
を
完
成
し
、
開
通
を
図
る
。

⑤

埼
玉
県
中
枢
都
市
と
東
京
都
心
部
を
結
び
、
新
大

宮
バ
イ
パ
ス
等
の
混
雑
緩
和
を
図
る
高
速
大
宮
線
の

一
部
区
間

(美
女
木
…
円
阿
弥
八
･
0
虹
)
の
完
成

表 6 首都高速道路公団 単位 ;百万円)

区 分
求
-

要
)

度

A

年

(

ハ汐 度
)

年
B

前

( 鯛
等

費
金

費
費

息

等

等

費
筑衆
担

垂

十
螫

日

設
欠
か

搾

刈
曽

理

モ

)

建

翫

得

墜

参

れ

理

支

十

路

鬱
粥

‘

“

を

誓

外

鼈
道

涎

絹

特

認

、
仔

を

"

速

迅

速

ネ

イ

鵞

恭

(

高

高

閲
調
維

建

業

業

即
戦
剱
御
節
総
靴
榔
脚

94

118

1

1

蚫

72

338

55

388

卸
筋
漁
猟
纐
捌
狄
姉
僻

142

132

2

1

勾

秘

395

56

277

6

ゆ

3

0

8

6

お

8

0

･
9

7

2

0

0

8

9

4

nY
〔=〕
=̂〕
1▲
1▲
1具
〔U

n〉
1▲

計

篠郷 期
金

府

体
金

借
金

等

団

)

共

資

入

入

画
資

公

故

借

収

十

方

投

間

務

総
出
政
ず

縁
民
業

則
即
即
即
鰡
鰡
芻

斑
盤

第
14

16

"

"

“塗

り“

如
即
即
椰
則
則
繊

46

器

芻

414

6

6

273

鸚
怨
鸚
即
鉈
凱
鎭

計

篠郷 節
(注) 社会資本整備事業は含まない。 (ただし、 前年

度資金計画内訳は、社会資本整備事業に係る借
入金を含む)

を
図
り
、
平
成
一
〇
年
度
早
期
の
開
通
を
目
指
す
。

⑥

高
速
道
路
の
よ
り
一
層
の
安
全
を
図
る
た
め
、
震

災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
、
支
承
･
連
結
装
置
の
耐
震

性
向
上
対
策
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

地
盤
流
動
対
策
に
つ
い
て
も
着
手
す
る
。
こ
の
う
ち

震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
に
つ
い
て
は
平
成
九
年
度

に
概
成
。

⑦

道
路
交
通
騒
音
低
減
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、

新
型
遮
音
壁
、
裏
面
吸
音
板
、
環
境
施
設
帯
等
の
設

置
を
推
進
す
る
。

⑧

営
業
路
線
の
混
雑
緩
和
を
図
る
出
口
等
の
増
設
、

車
線
拡
幅
、
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
改
良
等
を
継
続
実

施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
有
明
J
C
T
付
近
改
良

に
着
手
す
る
。

⑨

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
所
要
時

こ
の
う
ち
･
皺　 96 -10 ? ;



間
情
報
提
供
等
の
交
通
管
制
施
設
等
の
改
善
･
充
実

を
継
続
実
施
す
る
。
こ
の
う
ち
、
平
成
八
年
度
か
ら

運
用
を
開
始
し
て
い
る
道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ

ム

(V
I
C
S
)
に
つ
い
て
は
情
報
提
供
端
末
装
置

(ビ
ー
コ
ン
)
の
増
設
を
完
了
し
情
報
提
供
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
を
図
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
推
進
す
る
た
め
、
高
速
道
路
建
設
事
業

費
等
と
し
て
三
、
三
八
五
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
八
六

倍
)
を
、
計
上
し
て
い
る

(表
6
)。

2

阪
神
高
速
道
路
公
団

前
事
業
年
度
に
引
き
続
き
大
阪
池
田
線

(延
伸
部
)
等

一
八
路
線
の
建
設
事
業
を
実
施
す
る
。
特
に
、

①

明
石
海
峡
大
橋
関
連
事
業
に
最
重
点
を
お
い
て
、

関
連
路
線

(湾
岸
線

(七
期
)、
北
神
戸
線
等
)

②

第
二
環
状
線
を
形
成
す
る
淀
川
左
岸
線
･
大
和
川

線
等

の
整
備
促
進
を
図
る
。

ま
た
、

③

湾
岸
線

(九
期
)
に
つ
い
て
は
、
着
工
準
備
の
た

め
の
諸
調
査
等
に
着
手
す
る
。

さ
ら
に
、

④

道
路
交
通
騒
音
低
減
対
策
の
推
進
を
図
る
た
め
、

新
型
遮
音
壁
及
び
高
遮
音
壁
、
裏
面
吸
音
板
、
環
境

施
設
帯
等
の
設
置
を
推
進
す
る
。

⑤

高
速
道
路
の
よ
り
一
層
の
安
全
を
図
る
た
め
、
震

災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
、
支
承
･
連
結
装
置
の
耐
震

性
向
上
対
策
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に

地
盤
流
動
対
策
に
つ
い
て
も
着
手
す
る
。
こ
の
う
ち
、

震
災
対
策
緊
急
橋
梁
補
強
に
つ
い
て
は
平
成
九
年
度

に
概
成
。

⑥

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
情
報
提

供
施
設
整
備
及
び
道
路
サ
ー
ビ
ス
施
設
設
置
等
を
継

続
実
施
す
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
高
速
道
路
建
設
事

業
費
等
と
し
て
三
、
二
九
〇
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
一

四
倍
)
を
計
上
し
て
い
る

(表
7
)。

三

本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

神
戸
･
鳴
門
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
平
成
九
年
度
末
の

表 7 阪神高速道路公団 (単位 :百万円)

区 分 隊
)

穢
a

度
)

年
B

前

( 驫
等

質
金

費

費
息

等
等

費

葉

担

諄

什

費
日

設

気

≦

綻

刈
言

辱

津

)

蜜

紀

汐
≦

;

ネ

理

支

観

路
路

査

修
没

管

外

計

鼈

道

南

≦
蓑

匡

謎

国

国

持
,

小

務

務

過

縫

睫

l
:

≦

′

割

引

(

高

高

閲

調
雜

建

業

業

㈱糊
繃
霧
鱗

㈱隣
遷
鱗
礬

窕
邱
“
"
燧
浚
滋
滋
鼠

合

勾総 鯲
金

府

体
金

借
金

等

団

)

共
資

入

入

画

資

公

故

借

収

計

方

投

間

務

金

政

地

G
出

I

,

賭

緑

民

業

畑
桝
加
御
抑
則
翔

64

32

靴
444

12

27

176

即
御
抑
椰
則
鰡
芻

郎

18

18

364

4

9

146

お
お
お
銘
祕
崩
れ

合

勾鰈 瀦
(注) 社会資本整備事業は含まない。 (ただし、 前年

度資金計画内訳は、社会資本整備事業に係る借
入金を含む)

完
成
を
図
る
。

明
石
海
峡
大
橋
連
絡
区
間
の
海
峡
部
に
つ
い
て
は
、
明

石
海
峡
大
橋
の
補
剛
桁
工
事
、
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
上
屋
工
事

及
び
ケ
ー
ブ
ル
後
期
工
事
等
を
継
続
し
完
成
を
図
る
。
ま

た
、
陸
上
部
に
つ
い
て
は
、
西
神
地
区
工
事
、
神
戸
側
の

ト
ン
ネ
ル
･
高
架
橋
工
事
、
淡
路
島
内
の
土
工
工
事
･
橋

梁
工
事
等
を
継
続
し
完
成
を
図
る
。
さ
ら
に
、
関
連
区
間

全
体
の
道
路
照
明
等
の
交
通
管
理
設
備
工
事
、
舗
装
工
事

等
を
完
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
造
園
･
標
識
工
事
等
に
着

手
す
る
。

大
鳴
門
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
暫
定
二
車
線
で
供

用
し
て
い
る
区
間
の
四
車
線
化
の
た
め
の
橋
梁
工
事
･
交

通
管
理
施
設
工
事
及
び
舗
装
工
事
等
を
継
続
し
完
成
さ
せ

る
%

26 道行セ 96.10



ま
た
、
今
治
ル
i
ト
の
尾
道
大
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て

は
、
新
尾
道
大
橋
上
･
下
部
工
工
事
及
び
陸
上
部
の
土
工

工
事
･
橋
梁
工
事
等
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
交
通
管
理

施
設
工
事
等
に
着
手
す
る
。

生
ロ
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
陸
上
部
の
土
工
工

事
･
橋
梁
工
事
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
交
通
管
理
施
設

工
事
、
舗
装
工
事
等
に
着
手
し
、
平
成
九
年
度
末
の
完
成

を
図
る
。

多
々
羅
大
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
多
々
羅
大
橋
の

上
部
工
工
事
及
び
陸
上
部
の
土
工
工
事
･
橋
梁
工
事
等
を

表 8 本州四国連絡橋公団
(単位 :百万円)

区 分

求要

)

度
A

年

(

OY 前 年 度
( B )

率
助/

倍
毯

体全
ち

分路

う

道 慾
ち
粉

う

道 鍛
ち
粉

う
道

費
費

費

等

等
等

)

理

息
計

費

出

錮
設
査
管
利

概
数

業

特
設

小

務
務

麒

建
調
維

建

業
業

10

66

お

鋭

一

劫

聡

新
749

栩
瑚
捌
剱
賤

210

8

鋭
鑓
野
瀬

"

09

06

32

一
趙

94

鱒
靴
翔
織
拗
猟
瓢

201

7

62

271

19

284

伍
第
25

51

一
塊

部

碗
“
“
鼠
添
$
鷁

櫛驫
1上
1具
1▲
1▲

Û
14

合 計 820
,
867

鱗李寧 鯲 耿
金

府
体

金

金
金

債
金

等

団

資

＼

＼

)

共

を
資

7

7

資

公

助

弱

故

倍

収

滋

万

般

投

げ

謬

遥

政

地

路

捐

羽

ぼ

出

補
道
財

緑

民
業

鱗
増
綴
◆礬

第

範
船

一

如

①

①
"

那

鱗
嘴
端
“臨

第

似
02

一

郎
の

卸
00

19

妙
滋
滋
務
報
お
刎
勘
芻

19

19

19

一
路
お

れ

筑
第

合 820
,
867

鱗秘彫 脇 翔

継
続
す
る
と
と
も
に
、
交
通
管
理
施
設
工
事
、
舗
装
工
事

等
に
着
手
す
る
。

来
島
大
橋
関
連
区
間
に
つ
い
て
は
、
来
島
大
橋
の
ケ
ー

ブ
ル
工
事
、
補
剛
桁
工
事
、
ア
ン
カ
レ
イ
ジ
上
屋
工
事
及

び
陸
上
部
の
土
工
工
事
･
橋
梁
上
部
工
工
事
等
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
来
島
大
橋
の
ケ
ー
ブ
ル
後
期
工
事
、
交
通

管
理
施
設
工
事
、
舗
装
工
事
等
に
着
手
す
る
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
建
設
費
と
し
て
二
、

一
〇
二
億
円

(対
前
年
度
比
一
･
0
五
倍
)
を
計
上
し
て

い
る

(表
8
)
。

四

東
京
湾
横
断
道
路
株
式
会
社

平
成
九
年
度
内
の
供
用
に
向
け
、
ト
ン
ネ
ル
部
の
二
次

覆
工
、
舗
装
及
び
内
装
板
の
施
工
、
川
崎
人
工
島
等
の
換

気
塔
、
木
更
津
人
工
島
の
休
憩
施
設
等
を
完
成
さ
せ
る
。

会
社
の
平
成
九
年
度
に
お
け
る
建
設
費
と
し
て
、
｢

○
四
二
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
一
倍
)
を
計
上
し
て

い
る

(表
9
)
。
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表 9 東京湾横断道路株式会社
(単位 :百万円)

区 分
求要

)

度

A

年

(

QJ 度年

解

前 率

解ノ
ノ

倍
印

費

息

等

画
轟
議

轢
建
建
小
わ

硼鑑
燃

鰄讓
鰓

概
饑
剱
滋

計

鰊 顔 蛾
金

金

債

等

資

蕁

金

)

艷

移

入

十

澗

投

釜

攪
ナ

ト

も

資

摺

毀
タ

医酷

熟幼加彌

砂駒蠣鰯

劔
剱
郎
郷

計

鰍蹴 饑



五

有
料
道
路
融
資
事
業

概
算
要
求
に
あ
た
っ
て
は
、
N
T
T
-
A
型
事
業
を
除

い
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

表 12 平成 9年度有料道路融資事業 (指定都市高速道路) 新規要求事業 (km)

道 路 名 事業主体 路 線 名 区 間 長延

号

鰄繊
速高

社

屋

公

古

路

名

道

(県)

高速名古屋新宝

名古屋市中川区山王 3 丁目、

愛知県東海市新宝町
鞘

福岡高速4 号線

(延伸)

N

社

ナ

公

ブ

路

]

道

間

遠

福

高
鰐
球

速

蒲

高

津
翻
笏

捕 原

田

戸

蒲

字

字

大

大

町

区

屋

東

粕

市

郡

間

屋

福

粕

、
醸福 熊

北九州高速 1号

(延伸)

テ

公

ブ

路

]

道

岡

速

福

高
愕鼾巍贓

㈲
長

目

目

丁

丁

リム
り“

野

町

長

北

区

代

南

横

倉

区

小

南

市

倉

州

小

軌
~

旙

安芸府中道路

(延伸)

客
H

、"‐‐′′

7

仮

蔀

(

島

社

広

公 一

東

夕

島

ン

広

イ

倶
木馬龍

~

島
曲
広穂島広 即

1

一
般
有
料
道
路
の
建
設

の

一
般
有
料
道
路

継
続
九
路
線
二
九
･
七
m
の
事
業
を
推
進
す
る
。

ま
た
、
新
規
事
業
と
し
て
、
高
岡
砺
波
道
路
二
期

(富

山
県
道
路
公
社
)
六
･
八
畑
等
四
路
線
を
要
求
し
て
い
る

(表
前
)。

②

駐
車
場

城
社
第
二
地
下
駐
車
場

(高
崎
市
)
第
一
六
箇
所
の
事

業
を
推
進
し
、
う
ち
、
勝
川
駅
前
地
下
駐
車
場

(春
日
井

市
)
等
五
箇
所
の
完
成
を
図
る
。

ま
た
、
新
規
事
業
箇
所
と
し
て
、
岐
阜
駅
西
駐
車
場
(岐

阜
市
)
を
要
求
し
て
い
る

(表
餌
)。

2

指
定
都
市
高
速
道
路
の
建
設

の

名
古
屋
高
速
道
路

名
古
屋
高
速
一
号
等
継
続
五
路
線
の
事
業
及
び
震
災
対

策
緊
急
補
強
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
高
速

三
号

(南
部
区
間
)
延
長
三
一如
を
要
求
し
て
い
る
。

②

福
岡
北
九
州
高
速
道
路

福
岡
高
速
道
路
は
、
福
岡
高
速
一
号
等
継
続
三
路
線
の

事
業
を
推
進
し
、
新
た
に
高
速
四
号
延
伸

(戸
原
-
福
岡

I
C
)
-
･
九
畑
を
要
求
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
九
州
高

速
道
路
に
つ
い
て
は
、新
た
に
高
速
一
号
延
伸
(横
代
-
長

野
)
一
･
五
如
を
要
求
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
両
道
路
の

震
災
対
策
緊
急
補
強
事
業
を
推
進
す
る
。

③

広
島
高
速
道
路

(新
規
)

平
成
九
年
度
よ
り
、
新
た
に
広
島
高
速
道
路
と
し
て
、

m

安
芸
府
中
道
路
延
伸

(広
島
東
I
C
,
馬
木
)
二
如
の
事

%

業
を
要
求
し
て
い
る
0

綾

(※道
路
局
有
料
道
路
課
課
長
補
佐
)

沽

(※
※
道
路
局
高
速
国
道
課
課
長
補
佐
)

表 10 平成 9年度有料道路融資事業 (一般有料道路) 新規要求事業

道 路 名 事業主体 路 線 名 区 間 廉
高岡砺波道路2期

(能越自動車道)

富l1l県 (公) 国 富山県高岡市池田~
富山県西礪波郡福間町

鎚

趙

鰔"
福島県 (公) 浦妻吾

線

烏

梯

福

磐
住 森彬蹴駒蠣島

内

福

地

鮎

狭山環状有料道路

(延伸)

埼玉県 (公) 鰓飜県 ~

糠
川

字

間

大

入

市

字

山

大

狭

市

県

山

王

狭

埼
規埼 饅

長良川右岸有料道路 岐阜県 (公) 期嶬住

廚弩
津

県
砧
蝮

隠県鰓 第

恰表判 平成 9年度有料道路融資事業 (駐車場) 新規要求箇所

道 路 名 事業主体 路 線 名 区 間 賑
岐阜駅西駐車場 岐阜市 (市)橋本町2丁目 岐阜県岐阜市橋本町2丁日 641



地
濾
過
関
係
予
算
の
概
要

尾
藤

勇
.

福
井

孝
※

点アクセス
6,3%

一
は
じ
め
に

地
方
道
は
、
高
速
自
動
車
国
道
や
一
般
国
道
等
を
補
完

し
て
幹
線
道
路
網
の
一
部
を
構
成
す
る
と
と
も
に
、
各
種

地
域
振
興
施
策
の
推
進
、
地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
を
図

る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
盤
的
施
設
で
あ
り
、

都
道
府
県
道
約
三
一万
蝿
、
市
町
村
道
約
九
五
万
如
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
方
道
は
地
域
の
活
性
化
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
な
多
く
の
機
能
を
持
っ
て
お
り
,

そ
の
整
備
に

対
す
る
地
域
の
期
待
は
極
め
て
高
い
も
の
が
あ
る
が
、
現

時
点
で
の
整
備
率
は
都
道
府
県
道
で
四
七
･
九
%
、
市
町

村
道
で
四
七

･
0
%
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。

地
方
道
の
補
助
事
業
で
行
わ
れ
て
い
る
施
策
は
、
大
別

し
て
次
の
四
つ
に
分
類
で
き
る

(図
ー
)
。

･
高
速
自
動
車
国
道
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ア
ク
セ
ス

道
路
等
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た
め

の
事
業

(四
0
･
四
%
)

･
地
方
拠
点
都
市
地
域
整
備
法
、
リ
ゾ
ー
ト
法
等
特
別

立
法
に
よ
る
地
域
振
興
を
図
る
道
路
を
整
備
す
る
事

業

(
一
三
･
一
%
)

.
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
国
体
や
交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ

ル
･
橋
梁
整
備
事
業
等
の
大
規
模
な
構
造
物
を
伴
う

事
業
等
、
地
域
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
盤
と

な
る
道
路
を
整
備
す
る
事
業

(
ニ
ハ
･
八
%
)

･
防
災
対
策
、
環
境
対
策
、
渋
滞
解
消
、
電
線
類
地
中

化
等
の
新
し
い
重
点
施
策

(二
九
･
七
%
)

地
方
道
の
補
助
事
業
は
、
以
上
の
よ
う
に
広
域
的
な
幹

線
道
路
の
整
備
ま
た
は
政
策
目
的
の
達
成
の
た
め
の
、
効

果
の
高
い
事
業
に
対
し
重
点
的
に
支
援
を
行
っ
て
お
り
、

等

業

　　
　

　

　

　
　

　
　　

　

　

　
　

　

　
　

　　

　

　

　

　

ジ
G

　　　

　　　　　　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

　

　

　

!

図

-

道行セ 96.10 2 9



国
と
地
方
の
役
割
分
担
に
配
慮
し
つ
つ
行
う
こ
と
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
地
方
道
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
上
位
道
路
と

の
計
画
の
整
合
、
地
域
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
の
連
携

を
と
っ
た
計
画
的
な
事
業
執
行
に
よ
り
早
期
に
整
備
効
果

費
円

費
業
万

国
事
百

段
段
位

上
下
単表 I 平成 9年度地方道概算要求状況

建 設 省 北海道開発庁 沖縄開発庁 国 土 庁 計

9 要求 率伸 求要 粹 9 要求 率 9 要求 率 要OJ 率

改 築贓物
纜緘糊郷撥緘 鵬

叱 繊繃
特殊改良 め秒

鰡
饅 熟慮

蝋 獲霊緘綴 燃燃
霧

襁 ㈱⑭
…
… 礬鰡

解 鮴纖縦 緘聞 緘撥
共 同 溝 鸚助鰡 緘糊
自転車道 螂攪 緘 鱒

剱 ◆纖
則
則 ⑥㈱

蛇
蛇 緘癬

維 持 等 ●纖
糊 ●●

鰡

翳饑葱熟
鵬
鵬 "鱒

鰍
禦 緘期

鯲 緘 祕
祕 緘鵬

鵬
計 "“

鰡芻纜鯰総鱒燃
鵬
祕 熟慮

糊

を
発
現
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

①

広
域
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

補
助
事
業
の
大
型
化
･
重
点
化
に
も
努
め
、
重
点
投
資
を

地
域
高
規
格
道
路
等
の
地
域
間
を

実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
、
透
明

性
･
計
画
性
の
高
い
地
方
道
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、
各

自
治
体
が
地
方
道
整
備
に
関
す
る
中
期
的
事
業
計
画
で
あ

る

｢地
方
道
路
計
画
｣
を
策
定
し
、
公
表
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

以
上
に
よ
う
な
観
点
に
基
づ
き
、
平
成
九
年
度
の
地
方

道
事
業
と
し
て
、
緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業
を
含
め
、
｢

0
八
九
、
0
三
四
百
万
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
七
)
を

要
求
し
て
い
る

(表
1
)
。

こ
の
事
業
費
に
は
、
平
成
八
年
度
公
共
投
資
重
点
化
枠

(道
路
事
業

分
三
〇
三
、
八
五
一
百
万
円
)
の
う
ち
の
地
方
道
分
を
含
ん
で
い
る
。

二

重
点
的
な
地
方
道
補
助
事
業
の
推
進

地
方
道
補
助
事
業
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
上
位
道
路

や
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
整
合
の
と
れ
た
重
点
整
備

が
要
請
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
昨
今
の

｢国
と
地
方
｣
の

議
論
の
中
で
国
と
地
方
の
明
確
な
役
割
分
担
が
求
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
と
し
て
の
支
援
の
観
点
を
明
確
に

す
る
た
め
に
、
次
の
四
つ
の
観
点
を
中
心
に
、
効
果
の
高

い
事
業
に
対
し
て
重
点
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

[地
方
道
整
備
の
観
点
]

地
域
高
規
格
道
路
等
の
地
域
間
を
連
絡
す
る
広
域

的
な
幹
線
道
路
や
、
高
速
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
･
空
港
･
港
湾
等
の
交
通
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
や
、
都
市
の
主
要
な
放
射
･
環
状
道
路
等
広
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
資
す
る
道
路
整
備

②

特
別
立
法
等
の
法
律
に
よ
る
地
域
の
支
援

半
島
振
興
法
、
過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
等

の
特
別
立
法
や
、
地
方
拠
点
都
市
地
域
整
備
法
、
総

合
保
養
地
域
整
備
法
等
地
域
振
興
に
関
す
る
法
律
に

よ
り
国
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
道
路
整
備

③

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
支
援

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
国
際
空
港
等
の
大
規
模
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
現
に
不
可
欠
な
道
路
整
備
や
、
交
流
ふ

れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
･
橋
梁
整
備
事
業
等
自
治
体
の
財

政
力
の
観
点
か
ら
単
独
事
業
の
み
で
は
整
備
が
著
し

く
困
難
な
大
規
模
事
業
の
支
援

④

特
定
の
施
策
や
新
技
術
の
促
進

橋
梁
補
強
等
の
震
災
対
策
、
環
境
対
策
、
渋
滞
対

策
、
ト
ン
ネ
ル
坑
ロ
部
等
の
法
面
防
災
対
策
、
住
宅

宅
地
の
整
備
促
進
や
電
線
類
地
中
化
等
の
緊
急
課
題

に
対
応
し
た
道
路
整
備

ま
た
、
重
点
投
資
に
よ
る
投
資
効
果
の
早
期
発
現
を
図

る
た
め
、
補
助
事
業
の
箇
所
数
の
削
減
、
事
業
規
模
の
重

点
化
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(図

2

･
図
3
)
。
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図 2 補助事業の箇所数の推移 (都道府県道)
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調整 6道路と農道については ｢地域道路

広域道路整備基本計画 地 方 道 路 計 画

主要地方道以上 (地域の将来道路ネットワーク計画)

の長期的なネッ 整 都道府県道、主要な市町村道の中期
　　　

トワーク計画 n 的整備計画

に

を
道
｣

農
画

と

計

　
　

　
　

道
整

農道等各種道路の計画

図 4 地方道路計画に基づく計画的 ･重点的な地方道事業の推進

三

計
画
的
な
地
方
道
補
助
事
業
の
推
進

〃

地
方
道
補
助
事
業
を
含
め
、
地
域
住
民
に
と
っ
て
わ
か

め

り
や
す
く
、
透
明
性
･
計
画
性
の
高
い
地
方
道
事
業
を
推

%セ

進
す
る
た
め
、
各
地
方
公
共
団
体
が

｢地
方
道
路
計
画
｣

行

を
策
定
し
、
中
期
的
･
具
体
的
な
地
方
道
の
整
備
計
画
を

道

地
域
に
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

･
｢地
方
道
路
計
画
｣
は
、
各
地
方
公
共
団
体
が
、
高
速

道
路
や
国
道
の
整
備
計
画
と
の
整
合
を
と
り
つ
つ
、

都
道
府
県
道
や
主
要
な
市
町
村
道
に
関
す
る
中
期

的
･
具
体
的
な
整
備
計
画
と
し
て
策
定
･
公
表
さ
れ

た
計
画
で
あ
る
o

･
特
に
、
農
道
に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県
で
農
道
担

当
部
局
と
協
同
で
、
｢地
域
道
路
整
備
計
画
｣
を
策

定

･
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

地
方
道
補
助
事
業
の
採
択
･
事
業
展
開
は
、
基
本
的
に

こ
の

｢地
方
道
路
計
画
｣
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
地
方
道
路
計
画
に
定
め
た
事
業
計
画
を
、
地

元
調
整
状
況
、
用
地
買
収
状
況
、
現
場
の
地
質
状
況
等
に

合
わ
せ
て
修
正
し
た
う
え
で
、
各
年
度
の
事
業
費
を
決
定

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(図
4
)。

平
成
八
年
四
月
現
在
に
お
け
る
地
方
道
路
計
画
の
策
定
状
況
は
全
都

道
府
県
と
政
令
市
及
び
一
、
四
八
六
市
町
村
で
策
定
済
み
と
な
っ
て

い
る
。
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図 5 中山間活性化 ･都市交流促進モデル事業のイメージ

四

省
庁
間
連
携
に
よ
る
事
業
の
推
進
策

｢中
山
間
活
性
化
･
都
市
交
流
促
進
モ
デ
ル
事
業
｣

自
然
的
、
経
済
的
に
不
利
な
条
件
下
に
置
か
れ
、

過
疎
化
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中
山
間
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
資
源
活
用
の
も
と
、
活
力

あ
る
農
業
振
興
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
中
山
間
地

域
と
近
隣
都
市
と
の
相
互
補
完
的
か
つ
広
域
的
な
連

携
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
地
方
自
治
体
等
が
策
定
す
る
総
合
的

な
地
域
振
興
計
画
等
を
踏
ま
え
、
道
路
と
農
道
が
一

体
と
な
っ
た
整
備
の
計
画
を
策
定
し
、
道
路
事
業
と

農
道
事
業
を
連
携
･
調
整
し
実
施
す
る

｢中
山
間
活

性
化
･
都
市
交
流
促
進
モ
デ
ル
事
業
｣
を
創
設
す
る
。

本
連
携
事
業
の
実
施
に
よ
り
中
山
間
地
域
の
活
性

化
や
都
市
と
中
山
間
地
域
の
交
流
拡
大
を
計
画
的
、

効
率
的
に
促
進
す
る

(図
5
)。

五

お
わ
り
に

地
方
道
の
整
備
は
、
道
路
管
理
者
が
自
ら
行
う
地
方
単

独
事
業
と
、
国
と
し
て
必
要
な
支
援
を
行
う
補
助
事
業
と

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
行
わ
れ
る
が
、
昨
今
、
国
と
地
方

の
関
係
が
厳
し
く
問
わ
れ
、
そ
の
役
割
分
担
を
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
と
し
て
の
支
援
の
範
囲
を
、

先
に
述
べ
た
四
つ
の
観
点
に
よ
り
明
ら
か
に
し
た
う
え
で

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
、
周
辺
の
環
境
と
も
調
和
し
た
道
路
整
備
を
行

う
な
ど
、
新
た
な
施
策
へ
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
地
方
道
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
関
係
各

地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
効
率
的
に
実

施
し
、
地
方
道
の
整
備
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

(幾
道
路
局
地
方
道
課
建
設
専
門
官
)

(※
※
道
路
局
地
方
道
課
市
町
村
道
室
建
設
専
門
官
)
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平
成
八
年
度
『道
路
防
災
週
間
』松

本

豊
和

二
期

間

平
成
八
年
八
月
二
五
日
㈲

i
平
成
八
年
八
月
三
一
日
田

三

主

催
一

道
路
防
災
週
間
中
、
全
国
各
地
の
道
路
管
理
者
の

主
催
に
よ
り
各
種
行
事
･
活
動
が
実
施
さ
れ
た
。

主
催
者
"
建
設
省
･
各
地
方
建
設
局
、
北
海
道
開

発
局
、
沖
縄
総
合
事
務
局
、
都
道
府
県
、
政
令
指
定

市
、
日
本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神

高
速
道
路
公
団
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団

四

実
施
内
容

今
年
度
の
道
路
防
災
週
間
に
お
い
て
は
、
阪
神
･

一
目

的

平
成
八
年
度
の
道
路
防
災
週
間
に
つ
い
て
は
、
八

月
の
最
終
週
に
以
下
の
よ
う
な
目
的
で
実
施
さ
れ
た
。

①

道
路
は
生
活
に
必
要
な
物
資
の
輸
送
や
通

勤
･
通
学
な
ど
、
日
常
的
な
生
活
や
経
済
活
動

を
支
え
る
と
と
も
に
、
緊
急
時
に
お
け
る
移
動

や
輸
送
の
た
め
の
動
線
を
確
保
す
る
上
で
、
最

も
根
幹
的
か
つ
重
要
な
社
会
資
本
で
あ
る
。

②

ま
た
、
円
滑
な
道
路
交
通
は
地
域
社
会
に
お

け
る
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
面
を
支
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
は
、
安
全
性
･
信
頼
性
の
高
い
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

③

こ
の
た
め
に
は
、
道
路
管
理
者
の
み
な
ら
ず
、

地
域
住
民
や
道
路
利
用
者
の
防
災
に
対
す
る
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
例
え
ば
、
個
人

の
防
災
に
対
す
る
責
任
と
役
割
の
認
識
、
災
害

時
の
円
滑
な
緊
急
輸
送
活
動
を
可
能
に
す
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
状
況
下
で
の
車
の
使
用
自
粛
等

へ
の
理
解
を
深
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

④

し
た
が
っ
て
、
｢道
路
防
災
週
間
｣
に
お
い
て

道
路
管
理
者
が
防
災
施
設
･
設
備
の
点
検
、
防

災
訓
練
等
を
実
施
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
の
方
々
や
道
路
利
用
者
な
ど
に
安
全
性
･
信

頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
、

防
災
へ
の
備
え
、
さ
ら
に
緊
急
時
の
協
力
の
必

要
性
等
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
防
災
意
識
の

向
上
等
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
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淡
路
大
震
災
、
北
海
道
古
平
町
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落

事
故
等
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
道
路
防
災
対
策
の
一
層

の
強
化
･
推
進
を
図
る
た
め
、
下
記
の
よ
う
な
各
種

行
事
･
活
動
を
実
施
し
た
。

広
報
活
動

①

道
路
防
災
に
関
す
る
現
状
や
今
後
の
道
路
防

災
の
あ
り
方
に
関
す
る
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
等
を
通
じ
、

○
地
域
住
民
一
人
一
人
が
災
害
に
対
し
て
役
割

と
責
任
を
持
っ
た
地
域
ぐ
る
み
で
の
防
災
体

制
の
強
化

○
災
害
時
の
円
滑
な
緊
急
輸
送
活
動
を
可
能
と

す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
状
況
下
で
の
車
の
使

用
自
粛

等
に
つ
い
て
そ
の
必
要
性
を
周
知
し
、
道
路
利

用
者
を
は
じ
め
広
く
一
般
市
民
へ
道
路
防
災
に

対
す
る
意
識
の
向
上
を
図
る
。

ま
た
、
新
聞
記
事
･
ニ
ュ
ー
ス
等
へ
の
話
題

提
供
を
通
じ
、
道
路
防
災
週
間
に
つ
い
て
積
極

的
に
広
報
す
る
o

②

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
、
道
路
通
行
規
制

区
間
マ
ッ
プ
の
配
布
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

い
つ
で
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
安
全
性
･
信

頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
す
る

た
め
の
道
路
防
災
対
策
事
業
の
重
要
性
等
を
積

極
的
に
広
報
す
る
。

(写
真
1
･
2

･
3
)

2

防
災
訓
練
の
実
施

災
害
発
生
時
に
お
い
て
は
、
被
災
情
報
の
迅
速
か

つ
的
確
な
収
集
･
伝
達
、
道
路
利
用
者
や
一
般
市
民

へ
の
速
や
か
な
道
路
通
行
規
制
情
報
の
提
供
及
び
応

急
復
旧
対
策
の
実
施
等
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
道
路
管
理
体
制
、
自
然
条
件
、
社
会
条
件
等

を
配
慮
し
た
防
災
訓
練
を
以
下
を
参
考
に
実
施
す
る
。

①

地
震
に
よ
る
大
規
模
災
害
の
発
生
等
を
想
定

し
た
職
員
の
非
常
参
集
訓
練
、
関
係
機
関
を
含

め
た
被
災
情
報
の
収
集
･
伝
達
訓
練
、
道
路
応

急
復
旧
訓
練
を
実
施
す
る
。

②

こ
れ
ら
の
被
災
情
報
に
基
づ
い
た
緊
急
輸
送

路
、
迂
回
路
等
の
設
定
と
そ
の
情
報
提
供
等
の

訓
練
を
実
施
す
る
。

(写
真
4

･
5
･
6
)

道
路
防
災
に
係
る
施
設
･
シ
ス
テ
ム
の
点
検
等

①

災
害
時
に
お
い
て
情
報
収
集
･
伝
達
･
提
供

を
行
う
情
報
シ
ス
テ
ム
が
的
確
に
稼
働
す
る
か

ど
う
か
の
点
検
を
実
施
し
、
そ
の
操
作
方
法
に

つ
い
て
の
確
認
を
行
う
。

②

災
害
復
旧
資
機
材
の
備
蓄
状
況
の
認
識
を
行

ニノ
o

③

各
道
路
管
理
者
間
に
お
け
る
災
害
対
策
要
員

や
復
旧
資
機
材
等
の
支
援
体
制
の
点
検
･
確
認

を
行
う
。

(写
真
7

･
8
)

各
道
路
管
理
者
が
道
路
防
災
週
間
期
間
中
に
実
施

し
た
主
な
行
事
、
活
動
内
容
を
表
1
に
示
す
。

(道
路
局
企
画
課
道
路
防
災
対
策
室
防
災
第
一
係
長
)
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表 1 道路防災週間中の行事 ･活動等の実施内容

広 報 活 動 防 災 訓 練 防災施設 ･システム点検 そ の 他

北海道
開発局

シンポジウム開催、ポスター掲示、横
断幕 ･情報板による広報、パネル展

トンネル防災訓練、情報伝達訓練、非常参集
訓練、通信訓練

非常時連絡系統、出動体制の点検、 災害発生の恐れのある危険
箇所点検

東北地方
建設局

シンポジウム開催 非常参集訓練、情刻むム ト 対策本部設置
運営訓練、復旧計画策定

応急復旧資機材の点検、道路情報シ
ステムの操作演習

危険箇所点検

関東地方
建設局

シンポジウム開催、防災フェアー展示、
ポスター掲示、チラシの配布

情報伝達訓練、仮設橋仮設の応急、復旧訓練 道路情報システムの点検、交通遮断
機等の点検

北陸地方
建設局

講演会開催、ポスター、道路情報板に
よる広報、通行規制区間マップ配布

非常参集訓練、情報収集 伝達訓練、対策本
部の設置運営訓練

トンネル情報設備の点検 通行規制区間の点検、重要
構造物点検

中部地方
建設局

シンポジウム開催、通行規制マップ配
布、道路情報板、横断幕等による広報

非常参集、情報収集伝達訓練、対策本部の設
置、情報提供訓練

通行規制機器、防災備蓄倉庫の点検、
情報機器の稼働点検

危険箇所点検

近畿地方
建設局

道路防災講演会の開催、ポスター配布 情報伝達訓練、画像挟像伝達訓練、非常参集
訓練

中国地方
建設局

シンポジウム開催、懸垂幕、横断幕、道
路情報板による広報

非常参集訓練、情報伝達訓練、情報伝達訓練 情報提供措置の検証 危険箇所点検

四国地方
建設局

シンポジウム開催、イ･ンターネットにて紹
介、通行規制マップ配布、ポスター掲示

職員参集訓練、被害対策本部の設置運営、情
報伝達訓練、救助訓練

トンネル非常警報装置、通信設備の
点検、道路情報板の点検

のり面の危険箇所点検

九州地方
建設局

シンポジウム開催、道路交通情報セン
ターによる放送、防災展への参加

情報伝達、非常参集、応急復旧活動訓練、ト
ンネル内火災訓練

道路情報システム、トンネル内防災
設備の点検、通信施設点検

危険箇所点検

沖縄総合
事務局

ラジオ、防災パネル展、通行規制マッ
プ、道路情報板による広報

トンネル落盤事故訓練 道路情報システム、無線設備等の点
検

危険箇所点検

日本道路
公 団

災害時の対応に関する講習会開催、情
報板、SA ･PA、ポスターでの広報

情報伝達訓練、交通規制訓練、トンネル防災
訓練、低速走行訓練 ･

のり面復旧訓練

首都高速
道路公団

防災フェアー展示、パンフレットの配布 非常参集訓練、対策本部の設置運営訓練、情
報伝達訓練

資機材備蓄状況の確認

阪神高速
道路公団

非常参集訓練、情報伝達訓練

本州四国
連絡橋公団

ポスターの掲示 通行止め、復旧作業、情報伝達訓練

北海道 道路情報板、電光掲示板、横断幕によ
る広報、ポスター配布

交通規制訓練、情報伝達訓練 トンネルヲ-;常用設備点検、情報提供
施設点検、緊急資機材の点検

危険箇所点検

青森県 情報収集 ･伝達 ･提供訓練

岩手県 電光広告塔により広報、ポスター掲示、
道路情報板で広報

情報の収集訓練伝達訓練、初動期活動訓練、
非常参集訓練

危険箇所点検

宮 城県 情報収集訓練、応急復旧訓練

秋田県 非常参集訓練、情報伝達訓練、対策本部の設
置運営訓練

危険箇所点検

山形県 パンフレット配布

福島県 トンネル防災訓練、情報伝達訓練 情報通信システムの点検 危険箇所点検

茨城県 道路情報板、ポスターによる広報 対策本部設置運営訓練、情報収集 伝達訓練 危険箇所点検

栃木県 ポスター、パンフレットによる広報 トンネル防災訓練、総合防災訓練への参加 重要構造物の点検

群馬県 情報収集訓練、道路応急復旧訓練

埼玉県 緊急通行車両確保訓練 情報機器の点検、操作確認、応急復
旧資機材の点検、確認

災害対策マニュアルの周知
防災対策会議開催

千葉県 橋梁施設点検訓練、情報伝達訓練

東京都 障害物除去訓練、緊急輸送路確保訓練、道路
啓開訓練

神奈川県 県の広報誌に掲載、ポスター掲示 道路啓開、応急復旧訓練 情報機器、装置の点検、操作方法の
確認

山梨県 ポケットティッシュの配布 危険箇所点検

長野 県 道路情報板による広報 情報収集 ･伝達訓練 無線施設、雨量計等の点検 危険箇所点検

新潟県 道路情報板による提供、ポスター掲示 道路情報板、トンネル情報板の点検 危険箇所の点検

富 l刻県 ポスターの掲示

石川県 非常参集愛川柿 防災施設の点検 危険箇所のパトロール

岐 阜県 ポスター、パンフレットの配布、通行
規制マップの配布

非常参集訓練、情報収集 ･伝達訓練

静岡県 ポスター、通行規制区間マップの配布、
道路情報板による広報

非常参集訓練、情報収集 ･伝達訓練 道路情報提供装置の点検、防災無線
の点検

愛知 県 横断幕、道路情報板、ポスターによる
広報、通行規制区間マップの配布

情報収集 ･伝達訓練、連絡調整訓練、トンネ
ル防災訓練

トンネル内情報施設の稼動点検、操
作方法の確認
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広 報 活 動 防 災 訓 練 防災施設 ･システム点検 そ の 他

三 重県 横断幕、道路情報板による広報、通行
規制区間マップの配布

非常参集訓練、緊急輸送路確保訓練、情報収
集訓練

トンネル内情蝦施設の点検 危険箇所点検

福井県 災害予防対策連絡協議会、
危険箇所点検

滋賀県 パトロールカーヘのマグネット設置 情報伝達訓練、対策本部設置運営訓練、道路
応急復旧訓練

道路情報提供装置、遮断機等の点検、
無線機等の機能確認

危険箇所点検

京都府 ラジオによる広報、道路情報板による
広報

非常参集訓練、情報伝達訓練、対策本部設置
運営訓練

大阪府 被害情報収集 伝達訓練

兵庫県 日常パトロールから災害時パトロールへの切
替訓練 情ゞ報伝達訓練

のり面等の現状把握

奈良県 通行規制区間マップの配布 緊急輸送路確保訓練、無線通信訓練 防災会議開催

和歌山県 ･ 情報収集、伝達訓練、被害調査訓練、障害物
除去訓練

鳥取県 横断幕、懸垂幕、道路情報板による広報

島根県 横断幕、懸垂幕、道路情報板、道の駅
での広報

トンネル防災訓練

岡山県 懸垂幕、ポスターによる広報 トンネル事故の際の通報体制、トン
ネル内情報施設の点検

危険箇所点検

広 島県 懸垂幕、道路情報板による広報 機器の操作、提供装置の表示確認 危険箇所点検

Ilj n 県 道の駅での防災グッズの配布 危険箇所点検

徳島県 横断幕、懸垂幕、道路情報板による広報 対策本部設置運営訓練、障害物除去訓練 危険箇所点検

香川県 パネル展参加、ポスター掲示、懸垂幕
の掲示

異常気象時通行規制訓練 防災情報システムの操作演習、情報
装置の点検

危険箇所点検

愛 媛県 写真展の実施、懸垂幕、横断幕による
広報

規制情報の受発信訓練、情報連絡体制訓練 異常気象時の人員配置、通行規制に
関する体制の確認

危険箇所点検

高知県 道路情報板、ポスターによる広報 情報収集訓練、迂回路設定、緊急輸送路の把
握訓練

福岡県 情報伝達訓練、対策本部設置訓練、応
急後Iロ訓練、情報提供訓練

t ･
危険個所巡回点検

佐賀 県 ポスターの掲示、道路情報板による広
報

情報収集 ･伝達訓練、道路啓開、架橋等応急
復IH訓練

長崎 県 ポスターの掲示、道路情報板による広
報

緊急通行車両確保の訓練、道路啓開訓練

熊本県 ポスター掲示、道路情報板への表示、
ラジオにて広報

情報収集 ･伝達 ･提供に係る訓練
通行規制処理体制の確認

トンネル非常用施設、情報提供施設
の稼動点検

危険個所の重点的バトロー

大分県 情報収集 ･伝達、緊急輸送路確保、対策本部
の設置、応急復旧訓練

危険個所点検

宮崎県 パネル展への参加 情報伝達訓練 情報機器の稼動点検

鹿児島県 ポスターの掲示 トンネル防災訓練

沖縄県 パネル展参加、パンフレット配布、ポ
スターの掲示

トンネル情報システムの点検 危険個所点検

仙台市 ポスター配布 非常参集訓練、情報収集･伝達訓練、対策本
部設置運営訓練、復旧訓練

道路情報提供装置の点検 情ゞ報機器
の稼動確認

危険個所点検

千葉市 防災フェアー展示、ポスター展示 非常参集訓練、情報収集 ･伝達訓練、交通規
制訓練

川崎市 道路陥没箇所応急復旧訓練
沿道障害物撤去訓練

･

横浜市 道路陥没復旧、土砂除去等の道路
啓開訓練

名古屋市 横断幕による広報 通行規制訓練、障害物除去、緊急輸送路の確
保訓練

道路情報提供装置、遮断機の操作演
習及び点検･

危険箇所点検

京都市 危険箇所点検

大阪市 情報伝達訓練、道路啓開訓練、障害物除去訓
練

神戸市 非常参集訓練、情報ルセナニ鰹?÷･対策本部設瞭
運営訓練

広 島市 道路情報板、横断幕、ポスターによる
広報

北九州市 ポスターの掲示

福 岡市 ポスターの掲示 危険箇所点検

(注)防災訓練については、防災の日 (9月 1日)等に実施している関係機関との合同の総合防災訓練等を含む
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写真 1 道路防災シンポジウム開催(中国地方建設局)

　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　 　アマノきざで ･ さき滋公選※藁濃鱸鱗 罐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　 　　　　　　　　　　　 　三一~{二ゞ"三三ニーニ±＼諺三雲--‐ ゞ 、--
　　

　　　 　

　　　　　　　　　
活動
(四国地方建設局)

写真 3 道路情報板による広報活動(北海道開発局) 写真 2 懸垂幕による広報活動

写真4
トンネル防災訓練
(愛知県)
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ね

写真 5 緊急車両の通行確保訓練(埼玉県)

,き

写真 6 防災訓練会議(日本道路公団)

写真 7 トンネル情報提供施設点検(三重県)

写真 8
トンネル内情報施設点検
(熊本県)

　 　　　　



一般
国
道
六
号
萩
崎
橋
転
落
事
件
及
び

一般
国
道
三
五
也
号
浜
田
交
差
点
車
両
衝
突
事
故
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

一

は
じ
め
に

本
年
六
月
一
四
日
及
び
同
月
二
七
日
に
東
北
地
方
建
設

局
、
関
東
地
方
建
設
局
に
お
い
て
所
管
す
る
二
つ
の
道
路

管
理
瑕
疵
に
か
か
る
訴
訟
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
の
で

本
稿
に
お
い
て
紹
介
す
る
こ
と
と
す
る
。

事
案
の
内
容
は
後
述
す
る
が
訴
訟
の
結
果
と
し
て
は
、

双
方
と
も
道
路
管
理
者
側
は
勝
訴
し
て
お
り
、
そ
の
後
原

告
側
の
か
ら
の
控
訴
も
な
か
っ
た
た
め
、
い
ず
れ
も
判
決

は
確
定
し
て
い
る
o

二

一艘
国
道
六
号
萩
崎
橋
転
落
事
故
判
決

の

事
故
の
概
要

本
件
事
故
は
、
平
成
四
年
五
月
二
二
日
午
後
一
〇
時
頃

(推
定
)、
被
害
者

仝
ニ
七
歳
、
男
性
)
が
福
島
県
相
馬
郡

新
地
町
の
二
級
河
川
砂
子
田
川

(事
故
当
時
水
深
四
○
伽
、

水
温
二
〇
度
位
、
以
下
、
｢本
件
河
川
｣
と
い
う
。)
で
溺

死
し
た
事
故
で
あ
る
。

事
故
現
場
の
上
部
に
は
、
一
般
国
道
六
号
萩
崎
橋
が
架

橋
さ
れ
て
い
た

(図
1
参
照
)。

萩
崎
橋
に
は
本
橋

(自
動
車
等
の
走
行
部
分
)
と
側
道

橋

(歩
行
者
･
自
転
車
の
走
行
部
分
)
が
あ
り
、
側
道
橋

は
昭
和
六
〇
年
三
月
に
自
転
車
と
歩
行
者
の
通
行
の
安
全

を
図
る
た
め
交
通
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、
橋
長
一
七

m
、
幅
員
二
m
で
本
橋
と
一
･
五
m
の
間
隔
を
お
い
て
並

行
で
設
置
さ
れ
た
独
立
橋
で
あ
る

(図
2
参
照
)。

こ
の
一
･
五
m
の
隙
間
は
、
砂
子
田
川
管
理
用
通
路
へ

の
乗
り
入
れ
用
通
路
が
あ
る
こ
と
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
隙
間
部
分
に
は
通
行
車
両
の
転
落

防
止
を
図
る
た
め
、
及
び
歩
行
者
や
自
転
車
の
視
線
誘
導

等
の
機
能
も
兼
ね
て
路
側
用
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

(ビ
ー
ム
中

心
高
さ
ま
で
○
･
六
三
m
、
ビ
ー
ム
上
端
で
○
･
八
m
、

以
下

｢本
件
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
｣
と
い
う
。)
を
設
置
し
て
い

た
。本

件
事
故
に
は
目
撃
者
が
い
な
い
た
め
、
被
害
者
が
溺

死
す
る
に
至
っ
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
訴
訟
の
争
点
と
な
っ
た

が
、
原
告
の
主
張
は
、

｢本
件
事
故
は
、被
害
者
が
酒
に
酔
っ
て
歩
道
を
歩
行
し

て
側
道
橋
に
立
ち
至
っ
た
際
、
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
衝

突
し
、
衝
突
の
衝
撃
に
よ
っ
て
あ
た
か
も

｢足
払
い
｣
を

か
け
ら
れ
た
よ
う
に
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
越
え
て
コ
ン

ク
リ
ー
ト
護
岸
に
落
下
し
、
本
件
河
川
に
転
落
し
、
も
っ

て
溺
死
す
る
に
至

っ
た
。
｣

と
し
て
い
る
。
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②

原
告
･
被
告
の
主
張
要
旨

①

原
告
の
主
張

1
本
件
事
故
は
、
現
場
付
近
が
マ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
歩
道

か
ら
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
向
か
っ
て
下
り
勾
配
に

な
っ
て
い
る
う
え
、
夜
間
照
明
施
設
が
設
置
さ
れ
て

お
ら
ず
人
家
も
な
い
た
め
、
夜
間
に
は
真
っ
暗
闇
で

本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
視
認
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

れ
に
衝
突
し
た
と
こ
ろ
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
が
○

･
八

歩
道
が
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
向
か
っ
て
続
い
て
い
る
ょ

m
位
の
高
さ
し
か
な
か
っ
た
た
め
に
、
衝
突
の
衝
撃

筑

う
な
外
観
を
呈
し
て
い
る
。

2
被
害
者
の
行
動
及
び
遺
体
の
状
況
を
総
合
的
に
勘
案

す
れ
ば
、
被
害
者
は
酒
に
酔
っ
て
歩
行
中
、
本
件
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
を
発
見
す
る
こ
と
が
遅
れ
て
誤

っ
て
こ

に
よ
っ
て
あ
た
か
も

｢足
払
い
｣
を
掛
け
ら
れ
た
よ

セ行

う
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
越
え
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸

道

に
落
下
し
、
そ
の
斜
面
を
転
が
り
落
ち
る
よ
う
に
し

0　
　

て
本
件
河
川
に
転
落
し
、
溺
死
す
る
に
至
っ
た
と
推



認
す
る
。

3
歩
行
者
が
誤
っ
て
転
落
す
る
危
険
性
が
あ
る
場
合
に

は
、
同
所
に
設
置
す
る
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
高
さ
は
人

の
転
落
防
止
に
必
要
な
程
度
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
る
に
、
わ
ず
か
○

･
八
m
の
高
さ

に
過
ぎ
な
い
も
の
を
設
置
し
た
こ
と
は
人
の
転
落
防

止
に
は
不
十
分
な
高
さ
で
あ
っ
た
瑕
疵
が
あ
る
。

4
被
告
は
本
件
事
故
後
、
歩
行
者
の
転
落
防
止
に
不
十

分
で
あ
る
と
認
識
し
、
再
発
防
止
の
た
め
に
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
を
急
速
設
置
し
た
。

5
福
島
市
か
ら
郡
山
市
に
通
じ
る
一
般
国
道
四
号
に
も

本
件
と
同
様
の
箇
所
が
あ
る
が
、
当
初
か
ら
ガ
ー
ド

パ
イ
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

6
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
目
的
が
、
被
告
が
主
張

す
る
通
行
す
る
車
両
の
安
全
確
保
で
あ
っ
た
と
す
る

な
ら
ば
、
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
本
来
果
た
す
べ
き

役
割
を
見
誤
っ
た
過
失
が
あ
る
。

②

被
告
の
主
張

1
被
害
者
の
行
動
、
飲
酒
の
状
況
、
日
頃
の
通
行
状
況
、

当
日
の
天
候
、
遺
体
の
状
況
、
現
場
の
状
況
を
総
合

し
て
も
被
害
者
が
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
越
え
て
転

落
し
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

設
置
と
被
害
者
の
死
亡
と
の
間
に
因
果
関
係
が
な
い
。

本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
関
係
し
て
い
た
と
し
て
も
被

害
者
の
通
常
予
想
し
え
な
い
異
常
行
動
に
よ
り
自
ら

招
い
た
目
損
行
為
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

2
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
一
般
国
道
六
号
や
直
交
差
す

る
通
路

(堤
防
道
路
)
を
走
行
す
る
車
両
の
路
外
逸

脱
や
、
他
の
道
路
構
造
物
へ
の
損
害
の
発
生
を
防
止

す
る
た
め
に
、
設
け
た
路
側
用
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
で
あ

っ
て

｢防
護
柵
設
置
基
準
｣
を
満
た
し
て
い
る
。

3
マ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
歩
道
か
ら
側
道
橋
に
至
る
勾
配
は

自
然
な
下
り
勾
配
で
歩
行
に
は
ま
っ
た
く
支
障
が
な

い
。

4
照
明
施
設
の
設
置
は
、
本
件
現
場
付
近
は
見
通
し
が

よ
く
て
極
端
な
幅
員
の
変
化
も
な
く

｢道
路
照
明
施

設
設
置
基
準
｣
に
照
ら
し
て
も
特
別
に
そ
の
設
置
を

必
要
と
す
る
場
所
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
本

件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
白
色
塗
装
し
て
お
り
、
視
線
誘

導
効
果
が
大
き
く
、
歩
行
者
等
を
安
全
に
側
道
橋
ま

で
誘
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5
事
故
発
生
後
設
置
し
た
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
は
地
元
の
新

地
町
か
ら
、｢子
供
が
悪
戯
を
し
て
入
る
と
困
る
の
で

配
慮
し
て
ほ
し
い
｣
と
の
要
請
を
受
け
、
児
童
の
安

全
対
策
に
万
全
を
期
す
る
た
め
要
請
に
応
じ
て
設
置

し
た
も
の
で
、
本
件
事
故
の
発
生
と
は
関
係
が
な
い
。

③

被
害
者
の
検
視
結
果

被
害
者
の
遺
体
の
状
態
は
、
検
視
の
結
果
、
外
傷
と
し

て
、
右
下
顎
部
に
二
･
五
m
×
三
伽
大
の
擦
過
傷
、
左
手

首
に
内
出
血
を
伴
う
打
撲
傷
、
右
下
腿
後
側
に
幅
二
皿
、

長
さ
一
○
釦
の
擦
過
傷
、
左
月
非
腸
部
に
九
伽
×
六
m
大

の
擦
過
傷
、
口
腔
内
に
白
色
泡
沫
が
あ
り
、
手
指
爪
床
に

チ
ア
ノ
ー
ゼ
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
鑑
定
の
結
果
、
血

中
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
は
約
二
･
三
贈
/
祠
で
あ
る

(
一
般

的
に
日
本
酒
一
合
で
約
0
･
五
鮨
/
皿
と
な
り
、
五
合
以

上
で
泥
酔
状
態
と
認
め
ら
れ
る
)、死
因
は
血
清
中
の
ク
ロ

ル
ィ
オ
ン
濃
度
が
正
常
値
よ
り
低
い
た
め
、
淡
水
に
よ
る

溺
死
の
疑
い
が
あ
り
、
検
視
に
立
ち
会
っ
た
医
師
は
右
外

傷
は
直
接
死
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
口
腔
内
の
白

色
泡
沫
と
手
指
爪
の
チ
ア
ノ
ー
ゼ
の
存
在
か
ら
死
因
を
溺

死
と
判
断
し
、
死
亡
時
刻
を
平
成
四
年
五
月
二
二
日
午
後

一
〇
時
頃
と
推
定
し
た
。

道行セ 96.10 イノ

@

裁
判
所
の
判
断

①

本
件
事
故
現
場
付
近
は
、
マ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
歩
道

端
部
か
ら
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
か
け
て
若
干
の
下

り
勾
配
に
な
っ
て
い
る
が
、
自
然
な
傾
斜
で
あ
っ
て

通
常
の
歩
行
に
支
障
や
影
響
を
与
え
る
も
の
で
な
く
、

本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
接
近
す
る
ほ
ど
に
斜
度
が
緩

や
か
と
な
り
、
手
前
ま
で
至
る
と
殆
ど
平
坦
に
な
っ

て
い
る
。

②

事
故
現
場
は
道
路
照
明
施
設
が
な
く
、
そ
の
他
光

源
と
な
る
も
の
か
ら
若
干
距
離
は
あ
る
も
の
の
、
平

坦
で
見
通
し
も
よ
く
、
夜
間
で
も
か
な
り
の
交
通
量

が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
断
続
的
に
せ
よ
あ
る
程
度
の

光
明
が
供
給
さ
れ
て
い
て
、
歩
行
者
の
前
方
の
視
認

に
困
難
を
き
た
す
ほ
ど
真
っ
暗
闇
の
状
態
に
な
ら
な



ぃ
。
ま
た
、
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
白
色
塗
装
が
施

さ
れ
て
い
る
た
め
、
通
常
一
般
人
で
あ
れ
ば
、
夜
間

で
あ
っ
て
も
あ
る
程
度
接
近
す
れ
ば
視
認
が
容
易
で

あ
る
。

③

被
害
者
が
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
か
ら
転
倒
し
た
可

能
性
も
否
定
し
が
た
い
も
の
の
、
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
か
ら
転
落
し
た
痕
跡
が
見
あ
た
ら
な
い
ほ
か
、
同

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
視
認
可
能
性
や
そ
の
構
造
、
被
害

者
の
酩
酊
状
態
か
ら
し
て
、
歩
行
中
に
本
件
ガ
!
ド

レ
ー
ル
に
衝
突
す
る
可
能
性
が
低
い
か
、
仮
に
衝
突

し
た
と
し
て
も
歩
行
の
勢
い
が
余
っ
て
転
落
す
る
と

は
直
ち
に
い
い
難
い
こ
と
や
、
歩
行
中
の
四
m
前
後

の
高
所
か
ら
不
意
に
転
落
し
た
と
し
て
は
、
頭
部
を

は
じ
め
身
体
全
体
に
打
撲
傷
が
殆
ど
認
め
ら
れ
な
い

一
方
で
、
そ
の
よ
う
な
態
様
で
負
っ
た
と
は
考
え
に

く
い
左
月
非
腸
部
の
擦
過
挫
傷
が
存
す
る
な
ど
外
傷

の
状
況
が
右
転
落
態
様
と
符
合
す
る
と
は
言
い
切
れ

な
い
い
。

④

以
上
か
ら
し
て
、
そ
の
他
の
態
様
、
例
え
ば
、
酩

酊
状
態
を
も
っ
て
本
橋
上
に
進
出
し
、
対
向
車
両
と

出
会
い
衝
突
を
避
け
よ
う
と
し
て
本
橋
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
に
身
を
寄
せ
た
と
こ
ろ
、
も
の
の
弾
み
で
こ
れ
を

乗
り
越
え
て
流
水
中
に
落
下
し
た
と
か
、
本
件
ガ
ー

ド
し
i
ル
や
側
道
橋
の
欄
干
か
ら
身
を
乗
り
出
し
て

下
を
覗
き
込
ん
で
い
る
際
に
誤
っ
て
落
下
し
た
、
あ

る
い
は
河
川
敷
内
に
落
下
若
し
く
は
立
ち
入
り
し
た

後
に
河
床
や
法
面
を
歩
行
し
、
歩
行
中
に
転
倒
し
て

顔
面
を
水
流
に
没
し
て
溺
死
し
た
経
過
を
辿
っ
た
等

の
可
能
性
も
依
然
と
し
て
否
定
し
去
る
こ
と
が
で
き

な
く
、
結
局
、
本
件
証
拠
を
総
合
し
て
も
、
原
告
ら

の
主
張
す
る
転
落
態
様
を
認
定
す
る
に
足
り
る
ま
で

の
証
拠
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

⑤

本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
車
両
路
外
逸
脱
を
防
止

す
る
た
め
の
路
側
用
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
で
あ
る
が
、
建

設
省
通
達
で
要
求
さ
れ
て
い
る
規
格
を
充
た
し
た
構

造
を
有
し
て
、
歩
道
用
横
断
防
止
柵
の
標
準
高
よ
り

も
高
く
、
歩
行
者
と
の
関
係
で
も
容
易
に
転
落
し
な

い
よ
う
な
構
造
に
な

っ
て
お
り
、
夜
間
に
お
け
る
視

認
可
能
性
な
ど
の
諸
条
件
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
み

て
も
、
通
常
の
用
法
に
従
っ
て
使
用
す
る
限
り
、
通

常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
る
と
は
い
え
ず
、

そ
の
設
置
に
瑕
疵
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

⑥

し
て
み
る
と
、
被
害
者
が
本
件
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
か

ら
転
落
し
た
事
実
が
認
め
ら
れ
な
い
う
え
、
本
件
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
に
も
瑕
疵
の
存
在
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
い
ず
れ
に
せ
よ
原
告
ら
の
請

求
は
理
由
が
な
い
。

三

一般
国
道
三
五
七
号
(湾
岸
道
路
)
浜
田

交
差
点
車
両
衝
突
事
件

の

事
件
の
概
要

平
成
二
年
六
月
九
日
午
前
○
時
三
〇
分
頃
、
千
葉
県
千

葉
市
浜
田
町
二
丁
目
一
番
地
先
の
一
般
国
道
三
五
七
号
と

県
道
千
葉
船
橋
海
浜
線

(以
下

｢県
道
｣
と
い
う
。)
と
の

交
差
点

(国
道
の
上
下
線
が
セ
ン
タ
ー
部
分
を
縦
断
す
る

東
関
東
自
動
車
道

(交
差
点
部
分
は
オ
ー
バ
ー
パ
ス
)
に

よ
っ
て
分
離
さ
れ
、
信
号
機
に
よ
り
交
通
整
理
の
行
わ
れ

て
い
る
交
差
点

(図
3
参
照
)
に
お
い
て
、
甲
が
運
転
し
、

そ
の
友
人
乙
、
丙
の
二
名
が
同
乗
す
る
普
通
乗
用
車

(以

下
｢被
害
車
｣
と
い
う
。)
が
国
道
上
り
線
を
走
行
し
、
信

号
機
に
従
っ
て
右
折
し
た
後
、
国
道
下
り
線
に
交
わ
る
際

の
対
面
信
号

(県
道
側
)
が
赤
を
表
示
し
て
い
た
が
こ
れ

を
直
進
し
た
と
こ
ろ
、
国
道
下
り
線
を
青
色
の
信
号
機
に

従
っ
て
直
線
し
て
き
た
丁
運
転
の
普
通
貨
物
自
動
車

(以

下
｢加
害
車
｣
と
い
う
。)
に
衝
突
し
、
甲
、
乙
、
丙
の
三

名
が
死
亡
し
、
丁
が
軽
傷
を
負
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
事
故
に
関
し
、
乙
、
丙
の
両
親
の
外
三
名
が
、
被

害
車
の
所
有
者
で
、
甲
の
相
続
人
･
信
号
機
の
管
理
者
で

あ
る
千
葉
県
･
丁
の
使
用
者
で
あ
る
運
輸
会
社
(以
下
｢会

社
｣
と
い
う
。)
に
対
し
て
、
平
成
四
年
五
月
二
一
日
に
東

京
地
方
裁
判
所
に
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
(以
下
｢A
事
件
｣

と
い
う
。)を
提
起
し
た
。
ま
た
、
甲
の
相
続
人
が
、
道
路

管
理
者
で
あ
る
国
に
対
し
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
と

し
、
ま
た
、
信
号
機
の
管
理
者
で
あ
る
千
葉
県
、
丁
及
び

会
社
に
対
し
て
平
成
五
年
一
月
二
二
日
に
東
京
地
方
裁
判

所
に
損
害
賠
償
請
求
訴
訟

(以
下
｢B
事
件
｣
と
い
う
。)

を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
A
事
件
と
B
事
件
は
併
合
審
理
さ
れ
、
判
決
が
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言
い
渡
さ
れ
て
い
る
。

判
決
で
は
国
に
対
す
る
請
求
は
棄
却
さ
れ
、
原
告
及
び

相
被
告
か
ら
控
訴
が
な
か
っ
た
た
め
、
以
下
、
A
事
件
に

つ
い
て
は
道
路
管
理
者
は
訴
訟
当
事
者
で
は
な
い
の
で
省

、＼
.＼.
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略
し
、
B
事
件
の
国
に
関
す
る
判
決
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
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②

原
告
･
被
告
の
争
点

本
件
の
主
要
な
争
点
は
、
本
件
交
差
点
の
瑕
疵
、
す
な

わ
ち
、
本
件
交
差
点
が
信
号
表
示
･
道
路
標
識
･
看
板
等

に
よ
り
、
車
両
の
運
転
手
に
独
立
し
た
二
つ
の
交
差
点
か

ら
な

っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
に
足
る
も
の
で
あ
る

か
ど
う
か
で
あ
り
、
双
方
の
主
張
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

　　
　①

原
告
の
主
張

1
本
件
交
差
点
に
は
、
国
道
三
五
七
号
上
り
線
と
県
道

が
交
わ
る
部
分

(以
下
｢上
り
交
差
点
｣
と
い
う
。)

と
、
国
道
下
り
線
と
県
道
が
交
わ
る
部
分
(以
下
｢下

り
交
差
点
｣
と
い
う
。)
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た

二
つ
の
交
差
点
で
あ
る
の
か
、
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
て

一
個
の
交
差
点
で
あ
る
の
か
が
明
瞭
で
な
い
と
い
う

瑕
疵
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
被
害
車
は
上
り
交
差

点
を
右
折
し
た
後
に
対
面
す
る
下
り
交
差
点
の
信
号

の
赤
色
表
示
に
従
っ
て
停
止
す
べ
き
か
ど
う
か
わ
か

ら
ず
そ
の
ま
ま
直
進
し
た
と
こ
ろ
、
本
件
交
差
点
が

二
つ
の
独
立
し
た
交
差
点
と
し
て
交
通
整
理
さ
れ
て

い
た
た
め
に
本
件
事
故
が
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
本
件
交
差
点
が
独
立
し
た
二
つ
の
交
差
点

に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

立
し
た
二
つ
の
交
差
点
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

①
電
光
掲
示
板
等
に
よ
り
運
転
者
の
注
意
を
喚
起
し
、

②
遮
断
機
を
設
置
し
、
③
上
り
交
差
点
手
前
に
道
路

標
識
を
設
置
し
、
④
下
り
交
差
点
手
前
に
信
号
機
を

設
置
し
、
⑤
信
号
の
上
に
交
差
点
の
固
有
名
詞
を
掲

げ
、⑥
｢
こ
の
先
別
交
差
点
｣｢次
の
信
号
は
別
信
号
｣

等
の
立
て
看
板
を
設
置
す
る
等
の
措
置
を
と
る
べ
き

で
あ

っ
た
の
に
こ
れ
を
怠

っ
た
も
の
で
あ
る
6

2
国
道
三
五
七
号
上
り
線
か
ら
上
り
交
差
点
を
右
折
し

て
下
り
交
差
点
を
直
進
し
よ
う
と
す
る
車
両
か
ら
見

て
、
国
道
の
下
り
線
の
左
方
が
東
関
東
自
動
車
道
及

び
国
道
下
り
線
立
体
部
の
橋
脚
並
び
に
国
道
下
り
線

沿
い
に
設
置
さ
れ
た
防
音
壁
の
た
め
に
見
直
し
が
悪

か
っ
た
こ
と
も
、
本
件
交
差
点
の
瑕
疵
で
あ
る
。

②

被
告

(国
)
の
主
張

原
告
ら
は
、
下
り
交
差
点
に
お
い
て
、
東
関
東
自

動
車
道
の
橋
脚
等
に
よ
り
甲

(運
転
者
)
の
視
界
が

遮
ら
れ
、
左
方
を
見
通
す
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
状

況
に
あ
っ
た
こ
と
が
瑕
疵
に
あ
た
る
と
主
張
す
る
が
、

下
り
交
差
点
に
お
い
て
は
信
号
機
に
よ
る
交
通
整
理

が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
信
号
機
に

従
っ
た
運
転
を
し
て
い
れ
ば
右
折
車
と
直
進
車
の
衝

突
事
故
は
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
、
本

件
事
故
は
甲
の
信
号
機
に
従
わ
な
い
無
謀
な
運
転
に

よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
交
差
点

ま
た
、
道
路
及
び
道
路
標
識
に
関
し
て
は
、
道
路

法
そ
の
他
の
関
係
諸
法
令
･
諸
通
達
に
基
づ
き
適
正

に
設
置
･
管
理
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
本
件
国
道

の
設
置
･
管
理
に
瑕
疵
は
な
い
も
の
で
あ
る
。

③

裁
判
所
の
判
断

①

本
件
交
差
点
は
、
上
り
交
差
点
と
下
り
交
差
点
と

の
二
つ
の
交
差
点
が
二
つ
の
独
立
し
た
交
差
点
と
し

て
交
通
整
理
さ
れ
、
国
道
三
五
七
号
上
り
線
か
ら
上

り
交
差
点
を
右
折
し
た
車
両
は
、
必
ず
下
り
交
差
点

で
幕
張
メ
ッ
セ
方
面
出
ロ
横
断
歩
道
橋
に
設
置
さ
れ

た
赤
色
を
表
示
す
る
信
号
機
に
対
面
す
る
よ
う
に
交

通
規
制
さ
れ
て
い
た
。
交
通
規
制
の
存
在
は
、
国
道

三
五
七
号
下
り
線
か
ら
上
り
交
差
点
を
右
折
す
る
車

両
の
前
方
に
は
、
東
関
東
自
動
車
道
の
橋
脚
の
手
前

に
設
置
さ
れ
た

｢右
折
後
青
に
な
る
ま
で

一
旦
停

止
｣
と
記
載
さ
れ
た
、
縦
約
二
m
、
横
約
一
･
五
m

の
オ
レ
ン
ジ
色
の
看
板
に
よ
っ
て
明
示
さ
れ
て
い
た
。

上
り
交
差
点
で
右
折
を
終
了
し
た
車
両
は
約
四
0

m
直
進
し
、
停
止
線
に
差
し
か
か
り
、
車
両
か
ら
は

下
り
交
差
点
で
対
面
す
る
信
号
機
の
見
通
し
は
良
好

で
あ
っ
て
、
下
り
交
差
点
の
赤
色
の
信
号
に
対
面
し

た
際
に
は
、
そ
の
手
前
の
停
止
線
で
青
に
な
る
ま
で

停
止
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
本
件
交
差
点
が
一
つ
で
は
な
く
、
独

は
、
通
常
の
注
意
を
払
え
ば
容
易
に
認
識
で
き
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
件
交
差
点
に
、

一
つ
の
交
差
点
で
あ
る
か
ど
う
か
が
不
明
で
あ
る
と

し
て
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

②

仮
に
右
折
運
転
者
が
本
件
交
差
点
を
一
つ
の
交
差

点
と
理
解
し
た
場
合
に
で
も
、
国
道
三
五
七
号
下
り

線
は
対
向
車
線
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
同
道
路
を
通

行
す
る
車
両
の
進
行
を
妨
げ
て
は
な
ら
ず
、
下
り
交

差
点
手
前
の
停
止
線
で
停
止
し
て
、
国
道
三
五
七
号

下
り
線
の
交
通
事
情
を
確
認
し
て
か
ら
で
な
け
れ
ば

乙
交
差
点
に
進
入
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
と
な
り
、

本
件
事
故
の
よ
う
な
形
態
の
事
故
は
生
じ
な
い
事
は

明
ら
か
で
あ
る
o

③

下
り
交
差
点
手
前
の
停
止
線
か
ら
は
、
国
道
三
五

七
号
下
り
線
立
体
部
の
橋
脚
等
に
よ
り
、
国
道
三
五

七
号
下
り
線
の
交
通
事
情
が
若
干
わ
か
り
に
く
い
こ

と
は
否
め
な
い
が
、
国
道
三
五
七
号
下
り
線
の
同
立

体
部
に
最
も
近
い
車
線
は
国
道
一
四
号
方
面
へ
向
か

う
た
め
の
右
折
車
線
専
用
線
で
あ
っ
て
、
減
速
し
た

車
両
し
か
走
行
し
な
い
か
ら
、
右
折
運
転
者
が
乙
交

差
点
手
前
の
停
止
線
で
停
止
し
て
、
国
道
三
五
七
号

下
り
線
の
交
通
事
情
を
確
認
し
て
か
ら
乙
交
差
点
に

進
入
す
る
以
上
、
事
故
の
起
き
る
可
能
性
は
極
め
て

低
く
、
本
件
の
よ
う
な
事
故
が
生
じ
る
危
険
性
を
孕

ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
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④

前
記
原
告
主
張
1
の
①
や
⑥
で
主
張
さ
れ
て
い
る

そ
の
後
、
双
方
か
ら
の
控
訴
の
手
続
き
は
な
く
本
件
判

折
車
両

(後
続
車
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
先
頭
の
待
機
車

よ
う
に
電
光
掲
示
板
や
、
｢右
折
後
青
に
な
る
ま
で
一

決
も
確
定
し
て
い
る
。

を
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
お
る
場
合
が
あ
る
。)
に
周
知
さ
せ

旦
停
止
｣
の
看
板
が
、
そ
の
主
張
の
場
所
に
設
置
さ

四

ま
と
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
ぇ
る
。

れ
て
い
た
方
が
、
よ
り
運
転
者
に
対
し
て
強
く
注
意

を
喚
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な

以
上
、
直
轄
管
理
に
係
る
管
理
瑕
疵
訴
訟
の
判
決
例
を

が
ら
、
上
り
交
差
点
と
下
り
交
差
点
が
別
個
に
信
号

二
例
紹
介
し
た
が
、
そ
の
い
ず
れ
も

｢道
路
管
理
者
と
し

機
に
よ
り
交
通
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
件
交

て
予
測
で
き
な
い
被
害
者
の
異
常
な
行
動
｣
の
例
に
よ
り

差
点
内
の
停
止
線
及
び
上
り
交
差
点
前
方
奥
の

｢右

損
害
賠
償
請
求
が
い
ず
れ
も
棄
却
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

折
後
青
に
な
る
ま
で
一
旦
停
止
｣
の
看
板
か
ら
明
ら

萩
崎
橋
の
事
件
に
つ
い
て
は
、
事
故
の
目
撃
者
が
存
し

か
で
あ
っ
て
、
原
告
主
張
の
各
措
置
が
と
ら
れ
て
い

な
い
た
め
事
故
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
立
証
が
原
告
側
に
お
い

な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
本
件
交
差
点
に
瑕
疵
が

て
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
仮
に
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

越
え
て
転
落
し
た
事
実
が
立
証
さ
れ
た
と
き
に
は
、
当
該

5

本
件
交
差
点
に
原
告
主
張
の
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
な

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
転
落
防
止
の
手
段
と
し
て
有
効
で
あ
っ

ぃ
以
上
、
本
件
交
差
点
内
に
お
け
る
道
路
本
体
及
び

た
か
ど
う
か
の
さ
ら
な
る
主
張
が
必
要
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

濱

付

勿

ん

･

呂

に
′

と
っ

、
と
玉

う
。

　
　

を
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
お
る
場
合
が
あ
る
。)
に
周
知
さ
せ

4

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
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機
に
よ
り
交
通
整
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
件
交

差
点
内
の
停
止
線
及
び
上
り
交
差
点
前
方
奥
の

｢右

折
後
青
に
な
る
ま
で
一
旦
停
止
｣
の
看
板
か
ら
明
ら

か
で
あ
っ
て
、
原
告
主
張
の
各
措
置
が
と
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
本
件
交
差
点
に
瑕
疵
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

⑤

本
件
交
差
点
に
原
告
主
張
の
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
な

い
以
上
、
本
件
交
差
点
内
に
お
け
る
道
路
本
体
及
び

道
路
附
属
物
の
設
置
･
管
理
に
当
た
っ
て
い
た
国
の

責
任
も
認
め
ら
れ
な
い
。

@

そ
の
他

以
上
、
国
は
主
張
ど
お
り
の
判
決
を
得
た
も
の
で
あ
る

が
、
相
被
告
で
あ
る
千
葉
県

(信
号
管
理
者
)
に
対
す
る

請
求
も
信
号
の
現
示
方
法
に
瑕
疵
が
な
か
っ
た
と
し
て
請

求
が
棄
却
さ
れ
た
。

ま
た
、
丁
及
び
会
社
に
対
し
て
は
、
加
害
車
が
制
限
速

度
を
超
え
て
走
行
し
て
い
た
と
し
て
一
割
の
損
害
賠
償
を

認
め
た
。
過
失
割
合
に
つ
い
て
は
、
甲
の
信
号
無
視
の
過

失
が
基
本
的
に
重
大
で
あ
る
と
し
て
、
九
割
と
し
た
。

加
え
て
、
本
件
は
飲
酒
し
た
被
害
者
の
転
落
事
件
で
あ

り
、
本
件
以
外
に
も
各
地
で
訴
訟
と
な
っ
て
い
る
よ
う
な

事
故
形
態
で
あ
る
。
酩
酊
者
の
行
動
パ
タ
ー
ン
等
に
つ
い

て
の
科
学
的
な
考
察
が
常
日
頃
よ
り
行
う
こ
と
も
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

湾
岸
道
路
の
事
件
は
い
わ
ゆ
る

｢二
段
階
交
差
点
｣
の

事
故
で
あ
り
、
運
転
者
の
経
験
か
ら
す
れ
ば
、
判
断
に
迷

う
交
差
点
も
存
在
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
同
種
の
事
故
防
止
に
は
運
転
者
に
対
す

る
周
知
を
行
う
こ
と
が
最
善
の
方
法
で
あ
り
、
看
板
の
設

置
や
信
号
機
上
の
明
示
等
を
行
っ
て
運
転
者
及
び
後
続
右



『
脚
本

e
圏
町
に
お
け
る
道
路
政
策
の

新
た
な
展
開
』を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

道
路
局
道
路
総
務
課
企
画
係

一
四
“
○
○
-
ニ
ハ
“
○
0

o
場
所
…
星
陵
会
館

(東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
)

o
主
催
…
日
本
の
道
を
考
え
る
会

o
後
援
…
建
設
省

o
来
場
者
数
…
二
四
〇
名

o
パ
ネ
リ
ス
ト

…

□
費
封

く
鑓
ロ
.
く
門の
具
①
日

(ヴ
ァ
ン

ヴ
レ
ッ
ケ
ム
)

欧
州
委
員
会

運
輸
総
局
内
陸
物
流
課
長

中
村

英
夫

道
路
審
議
会
委
員
、
運
輸
政
策
研
究
所
所
長

　

富
永

孝
雄

問
日
本
自
動
車
工
業
会
副
会
長

虎

佐
藤

信
彦

建
設
省
道
路
局
長

道

o
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

竹
内
佐
和
子

道
路
は
国
民
経
済
、
国
民
生
活
を
支
え
る
最
も
基
礎
的

な
社
会
資
本
で
あ
り
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
の

結
果
、
国
内
輸
送

(旅
客
･
貨
物
)
の
半
分
以
上
を
自
動

車
が
分
担
し
、
特
に
生
鮮
食
料
品
･
日
用
品
は
ほ
と
ん
ど

が
道
路
を
通
っ
て
運
ば
れ
る
な
ど
、
そ
の
重
要
性
は
年
々

大
き
く
な
っ
て
い
る
。

一
方
へ
国
民
の
道
路
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
近
年
多
様
化

し
、
交
通
機
能
だ
け
で
な
く
、
都
市
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー

ス
･
景
観
を
形
成
す
る
環
境
･
防
災
機
能
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
･
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
収
容
空
間
と
し
て
の
機
能
等

も
一
層
重
要
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

同
時
に
、
自
動
車
交
通
の
発
達
は
渋
滞
、
交
通
事
故
、

騒
音
、
排
気
ガ
ス
と
い
っ
た
社
会
的
問
題
を
発
生
さ
せ
て

お
り
、
そ
の
改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
今
後
と
も
自
動
車

交
通
が
社
会
的
に
円
滑
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
に
必
要

で
あ
り
、
結
果
と
し
て
国
民
の
道
路
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
･
高
度
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
自
動
車
交
通
に
伴
う
社
会
的
問

題
の
改
善
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
原
因
者
た
る
自

動
車
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
適
正
な
負
担
が
求
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
道
路
整
備
に
要
す
る

財
源
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
の
下
で
、
日
本
と
E
U

(欧
州
連
合
)

の
行
政
担
当
者
に
よ
る
最
新
の
施
策
の
動
向
紹
介
及
び
行

政
担
当
者
と
有
識
者
に
よ
る
意
見
交
換
を
行
い
、
道
路
の

健
全
な
利
用
と
自
動
車
交
通
の
発
達
に
寄
与
す
る
こ
と
を

期
し
て
、
今
般
標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
概
要

(敬
称
略
)

0
日
時

"
平
成
八
年
八
月
二
三
日
箇



道
路
審
議
会
委
員
、
長
銀
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員

o
構
成
…
①
基
調
講
演

(□
穹
封
く
き
･
く
｢の具
の日
)

②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

基
調
講
演
舅
｣

欧
州
委
員
会
運
輸
総
局
内
陸
物
流
課
長

ヴァン ヴレッケム氏

ヴ
ァ
ン

ヴ
レ
ッ
ケ
ム
氏

;
自
動
車
交
通
に
伴
う
外
部
費
用
に
見
合
つ
を

利
用
者
負
担
が
必
要
5

現
在
、
欧
州
連
合

(E
U
)
加
盟
国
の
経
済
成
長
は

将
来
に
わ
た
っ
て
繁
栄
を
見
て
い
け
る
水
準
に
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
経
済
成
長
は
、
時
に
は
膨
大
な
圧
力

と
な
っ
て
交
通
体
系
や
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
負
荷
を
与
え

て
い
る
。
欧
州
の
み
な
ら
ず
、
日
本
で
も
直
面
し
て
い

る
交
通
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
に
は
非
常
に
共
通
性
、
類

似
性
が
あ
る
と
い
え
る
o

特
に
、
自
動
車
交
通
に
伴
う
交
通
渋
滞
、
大
気
汚
染
、

騒
音
、
交
通
事
故
等
の
外
部
費
用
は
、
こ
れ
を
定
量
化

す
る
と
、
交
通
渋
滞
は
E
U
全
体
の
G
D
P
に
占
め
る

割
合
は
二
･
○
%
、
大
気
汚
染
及
び
騒
音
で
○
･
六
%
、

交
通
事
故
で
一
･
五
%
に
達
し
、
そ
れ
ら
の
合
計
金
額

は
年
間
二
、
五
〇
〇
億
E
C
U

(=
欧
州
通
貨
単
位
、

約
三
五
兆
円
)
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、
極
め
て
重
要
な

課
題
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
施
策
で
は
、
将
来

の
交
通
量
の
増
加
に
対
応
で
き
な
い
。

ま
た
、
欧
州
の
市
場
統
合
を
推
進
す
る
上
で
も
、
欧

州
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
交
通
政
策
の
確
立
が
必
要
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
欧
州
委
員
会
は
昨
年
一
二

月
に
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー

｢公
平
で
効
率
的
な
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
に
つ
い
て
｣
を
発
表
し
た
。
公
平
で
効
率
的
な

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
と
は
、
自
動
車
利
用
者
が
支
払
う
対
価

の
額
を
、
そ
の
自
動
車
の
利
用
に
伴
い
発
生
す
る
外
部

費
用
に
見
合
う
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
状
で
は
、

支
払
わ
れ
る
対
価
の
額
と
発
生
す
る
外
部
費
用
の
額
と

の
間
に
は
大
き
な
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
あ
り
、
外
部
費
用
の

う
ち
、
環
境
へ
の
負
荷
、
あ
る
い
は
交
通
事
故
や
交
通

渋
滞
に
よ
る
費
用
は
、
ほ
と
ん
ど
ま
た
は
一
部
し
か
カ

バ
ー
さ
れ
て
い
な
い
。

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
目
的
は
、
税
収
の
増
加
で
は
な
く
、

公
平
で
効
率
的
な
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
実
現
を
通
じ
て
、

自
動
車
の
利
用
形
態
が
適
正
化
さ
れ
、
必
要
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
や
、
交
通
機
関
の
適
正
な
組
み
合
わ
せ

(コ
ン

パ
イ
ン
ド

･
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
)
と
あ
い
ま

っ
て
、
交

通
渋
滞
、
大
気
汚
染
、
騒
音
、
交
通
事
故
と
い
っ
た
問

題
が
緩
和
さ
れ
る
。

交
通
渋
滞
に
つ
い
て
い
う
と
、
ピ
ー
ク
時
の
交
通
量

と
オ
フ
ピ
ー
ク
時
の
交
通
量
に
は
大
き
な
差
が
あ
り
、

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
よ
っ
て
ピ
ー
ク
時
の
交
通
量
を
削
減

す
る
こ
と
が
交
通
渋
滞
緩
和
に
大
き
な
効
果
を
有
す
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
自
動
車
利
用
者
が
支
払
う
対
価
の

額
は
、
そ
の
自
動
車
の
利
用
が
外
部
の
環
境
に
与
え
る

負
荷
の
大
き
さ
や
そ
の
利
用
時
間
帯
に
お
け
る
混
雑
の

度
合
い
等
を
反
映
し
て
差
別
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
差
別
化
の
た
め
に
は
、
個
々
の
自
動
車
に
つ

い
て
対
価
の
額
を
決
定
す
る
の
に
必
要
な
多
様
な
条
件

を
迅
速
か
つ
正
確
に
収
集
･
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
高
度
情
報
通
信
技
術
の
活
用
や
そ
の
た
め
の

機
器
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
条
件
が
整
う
ま
で
は
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

を
実
施
し
な
い
の
で
は
な
く
、
当
面
、
自
動
車
に
関
す

る
税
の
体
系
、
水
準
の
適
正
化
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
燃
料
や
車
体
に
対
す
る
課
税
は
、
大
気

汚
染
へ
の
寄
与
度
に
応
じ
て
差
別
化
す
べ
き
で
あ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
例
を
挙
げ
る
と
、
一
九
九
四
年
に
ガ

ソ
リ
ン
税
に
つ
い
て
税
率

一
%
の
差
別
化
を
導
入
し
、

硫
黄
、
発
ガ
ン
物
資
の
発
生
量
が
よ
り
少
な
く
、
触
媒

コ
ン
バ
ー
タ
ー
が
よ
り
効
率
的
に
機
能
す
る
改
良
ガ
ソ

リ
ン
の
使
用
を
推
奨
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、

今
日
で
は
改
良
ガ
ソ
リ
ン
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ガ
ソ
リ
ン
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を
凌
駕
、
あ
る
い
は
代
替
す
る
に
至

っ
て
い
る
。

車
体
課
税
に
つ
い
て
も
、
汚
染
物
質
を
多
く
出
す
車

両
に
係
る
負
担
が
よ
り
ク
リ
ー
ン
な
車
両
に
係
る
負
担

よ
り
も
重
く
な
る
よ
う
、
排
ガ
ス
排
出
量
や
走
行
距
離

に
応
じ
た
税
額
と
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
日
本
と
E
U
の
燃
料
課
税
の
あ

り
方
を
比
較
し
た
場
合
、
販
売
価
格
は
ほ
ぼ
同
様
の
水

準
に
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
税
額
は
日
本
の

方
が
E
U
と
比
較
し
て
低
い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

こ
と
は
、
以
上
述
べ
た
点
か
ら
問
題
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

へ費
用
と
負
担
)

竹
内

今
日
道
路
問
題
を
理
解
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
第
一
に
利
用
料
金
な
ど

の
ユ
ー
ザ
ー
負
担
、
あ
る
い
は
税
金
を
使
っ
た
公
的
な

負
担
の
水
準
を
ど
う
考
え
て
い
っ
た
ら
い
い
か
。
第
二

に
、
道
路
を
利
用
す
る
こ
と
か
ら
発
生
す
る
社
会
的
問

題
、
特
に
環
境
へ
の
影
響
、
排
ガ
ス
、
騒
音
、
事
故
の

発
生
率
の
上
昇
な
ど
、
広
が
り
の
あ
る
問
題
が
提
起
さ

れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
広
い
範
囲
を
カ
バ
ー
す
る
た
め

に
、
道
路
行
政
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必

要
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
ま
ず
、
中
村
さ
ん
か
ら
ご
説

明
願
い
ま
す
。

j
交
通
の
需
要
管
理
で
一
体
的
整
備
~

中
村

欧
州
の
現
状
と
対
比
し
な
が
ら
、
日
本
の
抱
え

て
い
る
問
題
を
述
べ
て
み
た
い
。
日
本
の
場
合
、
馬
車

交
通
も
な
く
明
治
の
近
代
化
以
来
、
鉄
道
に
よ
り
重
点

が
置
か
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
三
、
四
〇
年

来
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
道
路
整
備
に

大
き
な
力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で

も
日
本
の
道
路
ス
ト
ッ
ク
や
質
的
レ
ベ
ル
は
欧
州
と
比

べ
、
ま
だ
大
変
遅
れ
た
状
態
に
あ
る
。

し
か
し
、
道
路
整
備
に
多
く
の
費
用
と
時
間
が
か
か

り
す
ぎ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、
道
路
交
通
の
改
善

を
今
後
も
道
路
整
備
に
の
み
頼
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と

に
は
大
変
な
困
難
が
伴
う
と
思
う
。
交
通
の
需
要
管
理
、

い
わ
ゆ
る
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
･
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
あ
る
い

は
公
共
交
通
機
関
の
整
備
を
は
じ
め
と
し
て
、
他
の
代

替
的
な
交
通
手
段
の
整
備
に
も
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
と

思
う
。
交
通
の
需
要
管
理
の
た
め
に
は
、
ロ
ー
ド
･
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
の
適
用
に
も
真
剣
に
取
り
組
む
べ
き
時
期

に
き
て
い
る
と
い
え
る
が
、
我
が
国
で
は
、
社
会
的
費

用
の
適
正
な
負
担
と
い
う
よ
り
も
、
混
雑
の
平
準
化
と

い
う
目
的
の
方
が
よ
り
重
要
と
思
う
。

我
が
国
に
最
も
欠
け
て
い
る
も
の
と
し
て
、
道
路
と

鉄
道
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
交
通
機
関
の
一
体
的
な
整

備
、
運
営
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
っ
と
都
市
鉄
道
、
特
に

大
都
市
鉄
道
を
は
じ
め
と
し
て
の
軌
道
系
シ
ス
テ
ム
の

整
備
な
ど
の
実
現
可
能
な
方
法
を
考
え
る
べ
き
だ
と
思

ニノ
o日

本
の
優
れ
て
い
る
点
と
し
て
は
、
交
通
流
の
測
定

技
術
と
か
広
域
交
通
管
制
シ
ス
テ
ム
と
か
い
う
も
の
が

あ
る
。
こ
う
し
た
技
術
的
な
能
力
は
、
I
T
S
の
進
展

に
大
変
有
利
な
状
況
に
あ
り
、
今
後
の
渋
滞
対
策
に
も

あ
る
程
度
の
効
果
を
果
た
せ
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
地
方
の
活
性
化
の
た
め
に
地
方
都
市
間
の
地

域
連
携
を
促
進
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
だ
。
地
形
的
、

地
理
的
な
制
約
の
た
め
に
整
備
が
遅
れ
た
区
間
の
高
水

準
の
道
路
整
備
が
必
要
だ
と
思
う
。

欧
州
と
比
べ
、
今
後
も
我
が
国
が
特
に
必
要
な
も
の

を
挙
げ
て
み
た
い
。

一
つ
は
地
震
に
対
す
る
安
全
対
策
、

一
つ
は
沿
道
環
境
及
び
景
観
の
改
善
だ
。
日
本
で
み
ら

れ
る
沿
道
の
看
板
乱
立
は
欧
州
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の

だ
。
そ
れ
と
と
も
に
沿
道
の
立
地
規
制
は
も
っ
と
真
剣

に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

竹
内

ヴ
レ
ッ
ケ
ム
さ
ん
の
基
調
講
演
の
中
で
、
環
境

問
題
な
ど
外
部
コ
ス
ト
を
ユ
ー
ザ
ー
が
実
質
的
に
負
担

し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
た
が
、
現
実
的
に

外
部
コ
ス
ト
を
ユ
ー
ザ
ー
が
ど
の
程
度
認
識
で
き
る
の

か
、
ど
の
よ
う
に
外
部
コ
ス
ト
を
内
部
化
す
る
か
と
い

う
問
題
が
あ
る
。
そ
の
点
、
富
永
さ
ん
い
か
が
で
し
ょ

>フ
か
。5

渋
滞
問
題
は
総
合
対
策
が
重
要
。

技
術
開
発
通
じ
外
部
費
用
を
低
下
,

富
永

社
会
的
費
用
の
問
題
は
、
日
本
で
も
二
〇
年
ぐ
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ら
い
前
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
何
を
も
っ
て
社
会

的
費
用
と
い
う
の
か
が
常
に
議
論
に
上
が
る
。
理
論
的

に
も
デ
ー
タ
の
面
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ

っ

て
、
そ
の
計
測
は
な
か
な
か
難
し
い
。

私
ど
も
自
動
車
工
業
会
も
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る

0
I
C
A
と
い
う
世
界
各
国
の
自
動
車
工
業
会
の
連
合

会
で
も
、
二
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
道
路
交
通
の
外
部
費
用

を
試
算
し
て
い
る
。
大
気
汚
染
、
交
通
事
故
、
地
球
温

暖
化

(C
0
2問

題
)
を
一
応
外
部
費
用
と
し
、
い
わ
ゆ

る
交
通
混
雑
の
コ
ス
ト
は
除
い
て
い
る
。
計
算
の
結
果
、

現
在
欧
州
で
道
路
ユ
ー
ザ
ー
が
負
担
し
て
い
る
税
金
の

総
計
は
、
九
五
年
ベ
ー
ス
で
、
一
、
六
三
〇
億
E
C
U

(
一
E
C
U
=
約
一
六
〇
円
)。
道
路
建
設
へ
の
支
出

は
、
九
五
年
時
点
で
約
八
〇
〇
億
E
C
U

(G
D
P
の

一%
強
)。外
部
費
用
合
計
約
八
七
九
億
E
C
U
を
加
え

て
も
、
税
収
で
ほ
ぼ
カ
バ
ー
さ
れ
る
金
額
と
な
る
。

さ
ら
に
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
な
る
と
、
大
気
汚
染
や

事
故
な
ど
の
外
部
費
用
が
次
第
に
減
少
し
て
く
る
の
で
、

む
し
ろ
今
の
税
収
で
道
路
建
設
の
費
用
を
賄
い
、
か
つ

社
会
的
費
用
を
賄
っ
て
も
、
お
釣
が
く
る
と
い
う
計
算

結
果
に
な
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
計
算
だ
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
議
論
が
あ
る
と
思
う
o

で
は
、
日
本
の
場
合
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
道
路
関

係
の
投
資
額
を
G
D
P
で
割
る
と
三
%
ぐ
ら
い
に
な
る
。

こ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、
自
動
車
に
つ
い
て
は
取

得
税
や
重
量
税
な
ど
の
特
定
財
源
制
度
が
設
け
ら
れ
、

さ
ら
に
一
般
財
源
も
投
入
さ
れ
て
い
る
。
理
論
的
に
は

外
部
費
用
の
内
部
化
と
い
う
考
え
方
も
、
具
体
的
に
は

現
行
の
税
体
系
の
見
直
し
と
い
っ
た
基
本
問
題
に
触
れ

る
な
ど
、
な
か
な
か
容
易
で
な
い
も
の
が
あ
る
。
重
い

ユ
ー
ザ
ー
負
担
を
さ
ら
に
増
や
す
可
能
性
と
い
っ
た
い

ろ
い
ろ
な
問
題
が
出
て
く
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

渋
滞
問
題
に
つ
い
て
は
、
ヴ
レ
ッ
ケ
ム
さ
ん
が
指
摘

さ
れ
た
よ
う
に
、
総
合
的
な
対
策
が
必
要
だ
。
た
だ
、

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
地
域
、
手
法

な
ど
の
特
性
に
応
じ
具
体
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一
般
的
に
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
導
入
す
る
と
い
う

問
題
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
地
域
社
会
に
と
っ
て

は
、
規
制
の
問
題
も
含
め
フ
ェ
ア
な
形
で
進
め
る
た
め

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
う
。

私
ど
も
自
動
車
業
界
で
は
、
外
部
費
用
の
低
下
に
向

け
て
技
術
開
発
な
ど
を
通
じ
、
環
境
問
題
の
解
決
や
安

全
な
道
路
交
通
の
実
現
を
目
指
し
た
努
力
を
重
ね
て
い

る
。
特
に
安
全
な
車
づ
く
り
と
人
に
対
す
る
安
全
対
策

の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
た
い
。

政̂
策
対
応
〉

竹
内

日
本
の
特
定
財
源
制
度
も
一
種
の
ユ
ー
ザ
ー
負

担
型
だ
と
考
え
る
と
、
欧
州
に
比
べ
日
本
の
ユ
ー
ザ
i

負
担
率
は
か
な
り
の
段
階
に
な

っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

た
だ
、
こ
れ
を
欧
州
の
ス
タ
イ
ル
の
よ
う
に
、
精
緻
化

し
て
い
く
こ
と
が
、
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
納
得
い
く
よ

う
な
形
に
な
る
か
ど
う
か
は
、
今
後
の
課
題
だ
と
思
う
。

他
方
、
環
境
や
渋
滞
な
ど
の
問
題
に
対
し
、
政
策
的

対
応
が
重
要
だ
が
、
ど
う
い
う
分
野
が
あ
る
の
か
。

5
ー
T
S
導
入
で
安
全
･
環
境
対
策
5

佐
藤

ま
ず
社
会
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
環
境

対
策
、
特
に
騒
音
と
大
気
汚
染
の
問
題
が
あ
る
。
騒
音

に
つ
い
て
は
、
道
路
構
造
対
策
、
遮
音
壁
、
環
境
施
設

帯
、
低
騒
音
舗
装
な
ど
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
る
。

今
回
幹
線
道
路
の
沿
道
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
改
正

で
、
沿
道
の
土
地
利
用
と
一
体
的
に
道
路
環
境
の
改
善



が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
沿
道

環
境
整
備
道
路
に
つ
い
て
公
安
委
員
会
と
共
同
し
て
、

交
通
流
対
策
を
含
む

｢道
路
交
通
騒
音
減
少
計
画
｣
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
大
気
汚
染
に
つ
い
て
も
、

立
体
交
差
化
や
バ
イ
パ
ス
等
の
整
備
に
よ
り
対
応
し
て

き
た
。
ま
た
、
実
現
段
階
で
は
な
い
が
、
電
気
自
動
車

の
普
及
も
試
験
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

渋
滞
に
よ
る
社
会
経
済
損
失
は
、
一
人
当
た
り
年
五

〇
時
間
、
国
全
体
で
一
二
兆
円
と
非
常
に
大
き
な
額
に

の
ぼ
る
と
い
う
試
算
も
あ
る
。
渋
滞
は
地
方
圏
で
も
生

じ
て
お
り
、
バ
イ
パ
ス
や
環
状
道
路
の
整
備
が
必
要
で

あ
る
。
だ
が
、
交
通
容
量
の
拡
大
に
限
界
が
あ
る
と
い

う
点
で
、
ロ
ー
ド

･
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
も
い
ず
れ
必
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
う
。
来
年
度
に
そ
う
し
た
実
験
的
な

も
の
も
検
討
し
て
い
る
。

交
通
安
全
対
策
で
は
、
事
故
の
削
減
と
併
せ
、
最
近

は
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
支
援
す
る
た
め
と
い
っ
た
こ

と
で
、
車
椅
子
で
の
移
動
に
対
応
す
る
と
い
っ
た
歩
行

空
間
の
面
的
整
備
な
ど
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

次
期
五
箇
年
計
画
で
実
施
に
向
け
て
動
き
出
す
と
考

え
ら
れ
て
い
る
の
が
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
、
I
T

〔D
oこ

の
シ
ス
テ
ム
導
入
で
三
〇
年
後
に
は
交
通
事
故
の

死
亡
件
数
が
半
減
、
車
の
燃
料
消
費
量
や
C
0
2
排
出

量
は
一
五
%
ぐ
ら
い
減
る
と
の
試
算
も
あ
る
。
こ
れ
は
、

建
設
省
だ
け
で
は
な
か
な
か
で
き
な
い
問
題
で
、
警
察

庁
は
じ
め
五
省
庁
で
推
進
す
る
構
想
を
ま
と
め
て
い
る
。

そ
の
他
、
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
、
い
ろ
い
ろ
な
交
通
機

関
を
総
合
的
に
扱
っ
て
い
こ
う
と
い
う
問
題
や
、
空
港
、

港
湾
と
か
の
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
と
い
っ
た
問
題

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

最
後
に
財
源
だ
が
、
受
益
者
負
担
ま
た
は
損
傷
者
負

担
の
考
え
方
に
立
っ
た
特
定
財
源
と
い
っ
た
形
で
整
備

さ
れ
て
い
る
が
、
道
路
整
備
の
効
用
は
自
動
車
利
用
者

の
み
で
は
な
く
、
国
民
一
般
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
一
般
財
源
か
ら
の
投
入
と
い
っ
た
こ
と
も
主
張

し
て
い
る
。

財̂
源
問
題
〉

竹
内

第
一
に
、
今
後
整
備
財
源
の
問
題
が
非
常
に
大

き
な
テ
ー
マ
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
の
場
合
、
一

般
財
源
と
特
定
財
源
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
と
っ
て
い
く

か
、
第
二
に
、
も
う
少
し
広
い
範
囲
で
の
道
路
環
境
の

整
備
に
関
わ
る
費
用
を
ど
う
負
担
し
て
い
く
か
と
い
う

二
つ
の
分
野
が
あ
る
。
こ
の
二
点
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト

を
お
願
い
し
ま
す
。

ヴ
レ
ッ
ケ
ム

E
U
の
場
合
、
特
定
財
源
と
い
う
の
も

の
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
い
わ
ゆ
る
副
次
的
な

道
路
、
あ
る
い
は
周
辺
部
分
の
道
路
に
つ
い
て
、
一
般

的
な
課
税
で
行
っ
て
い
る
。
高
速
道
と
か
都
市
間
道
路

な
ど
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
頼

っ
て
い
る
。

計
画
策
定
で
は
、
単
に
財
政
的
な
面
だ
け
で
な
く
全
体

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
り
、
税
収
を
一
般
的
な
財
源
か

ら
振
り
向
け
る
と
い
う
こ
と
で
、
問
題
解
決
を
図
り
た

い
と
考
え
る
o

5
交
通
混
雑
の
緩
和
を
優
先
;

中
村

財
源
問
題
は
日
本
と
E
U
で
は
事
情
が
大
き
く

違
う
。
我
が
国
で
は
、
新
た
な
財
源
確
保
よ
り
も
、
あ

く
ま
で
交
通
混
雑
を
可
能
な
限
り
な
く
す
よ
う
な
こ
と

に
主
眼
を
置
く
と
い
う
こ
と
で
、
需
要
管
理
的
な
面
で

の
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
有
効
で
は
な
い
か
。

富
永

日
本
の
特
殊
な
道
路
事
情
の
中
で
生
ま
れ
て
き

た
特
定
財
源
制
度
。
こ
れ
は
基
本
的
に
は
道
路
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
の
た
め
の
大
切
な
制
度
だ
と
思
う
。
こ
れ
か

ら
二
一
世
紀
の
先
ま
で
を
考
え
る
と
、
今
ま
で
の
や
り

方
を
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
見
直
す
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
る
o

5
一
般
財
源
の
確
保
も
必
要
5

佐
藤

我
が
国
の
道
路
整
備
水
準
は
依
然
と
し
て
立
ち

遅
れ
て
お
り
、
国
民
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
道
路
特
定

財
源
を
ぜ
ひ
と
も
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

中
で
、
特
定
財
源
だ
け
で
な
く
一
般
財
源
の
確
保
も
少

し
で
も
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

ま
た
、
都
市
計
画
と
か
開
発
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、

受
益
者
負
担
の
原
則
か
ら
い
え
ば
、
課
税
さ
れ
た
も
の

に
つ
い
て
道
路
整
備
へ
の
還
元
と
い
っ
た
も
の
が
考
え

ら
れ
れ
ば
い
い
と
思
う
。



道
路
法
違
反
車
両
の
通
行
に
関
す
る

指
導
取
締
り
の
強
化
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

｢特
殊
車
両
の
通
行
に
関
す
る
指
導
取
締
要
領
｣を
定
め
、

そ
の
指
導
取
締
り
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
去

る
八
月
二
六
日
に
、
静
岡
県
由
比
町
内
の
東
名
高
速
道
路

及
び

一
般
国
道

一
号
に
お
い
て
、
大
型
ト
レ
ー
ラ
に
よ
る

衝
突
炎
上
及
び
積
み
荷
の
落
下
に
よ
り
、
六
名
の
死
者
が

出
る
重
大
事
故
が
発
生
し
、
ま
た
、
九
月
三
日
に
は
、
山

形
県
山
形
市
内
の
山
形
自
動
車
道
ト
ン
ネ
ル
内
に
お
い
て
、

大
型
ト
レ
ー
ラ
に
よ
る
追
突
事
故
に
よ
り
、
二
名
の
重
傷

者
が
出
る
な
ど
、
法
違
反
の
特
殊
車
両
に
起
因
す
る
重
大

な
事
故
が
相
次
い
で
い
る
。

つ
い
て
は
、
各
道
路
管
理
者
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の
よ

う
な
事
故
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
下
記
事
項
に
留
意

の
う
え
、
指
導
取
締
り
の
一
層
の
強
化
に
努
め
ら
れ
た
い
。

(都
道
府
県
知
事
あ
て
の
み
)

な
お
、
貴
管
下
道
路
管
理
者
に
対
し
て
も
、
こ
の
旨
周

道
路
法
第
四
七
条
第
一
項
の
政
令

(車
両
制
限
令
)
で

定
め
ら
れ
た
限
度
を
越
え
る
車
両
は
、
車
両
の
構
造
又
は

積
載
貨
物
が
特
殊
で
あ
る
た
め
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
限
り
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を
得
て
道
路
を

通
行
で
き
る
o

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を
得
ず
に
通

行
し
た
り
、
許
可
を
得
て
い
て
も
許
可
条
件
に
違
反
し
て

通
行
し
て
い
る
車
両
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
違
法
走
行
車
が
、
高
速
道
路
等
に

お
い
て
、
多
数
の
死
傷
者
を
伴
う
大
事
故
を
頻
繁
に
引
き

起
こ
し
て
い
る
o

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
建
設
省
は
こ
の
た
び
各
道

路
管
理
者
あ
て
に
通
達
を
発
出
し
(以
下
参
照
)、
道
路
法

違
反
車
両
の
通
行
に
関
す
る
指
導
取
締
り
を
強
化
す
る
よ

う
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

建
設
省
道
交
発
第
七
三
号

平
成
八
年
九
月

一
八
日

地
方
建
設
局
長

北
海
道
開
発
局
長

沖
縄
総
合
事
務
局
長

都
道
府
県
知
事

政
令
指
定
市
長

関
係
公
団
･
公
社
の
長

あ
て

建
設
省
道
路
局
長

特
殊
車
両
の
通
行
に
関
す
る

指
導
取
締
り
の
強
化
に
つ
い
て

道
路
法

(以
下

｢法
｣
と
い
う
。)
第
四
七
条
第
二
項
の

規
定
に
違
反
し
、
又
は
同
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
最

高
限
度
を
超
え
る
車
両

(以
下
｢特
殊
車
両
｣
と
い
う
。)

の
通
行
に
関
し
、
法
第
四
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
道
路
管
理
者
が
付
し
た
条
件
に
違
反
し
て
車
両
を
通
行

さ
せ
て
い
る
者
に
対
し
て
は
、
昭
和
五
三
年
三
一月
一
日

付
け
建
設
省
道
交
発
第
九
六
号
道
路
局
長
通
達
に
お
い
て

道行セ 96 1 0 5′



知
徹
底
さ
れ
た
い
。

コし-三口

1

法
及
び
車
両
制
限
令
の
趣
旨
及
び
内
容
に
つ
い
て
積
極
的
に
広
報
活

動
を
行
い
、
自
動
車
運
送
事
業
者
等
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。

2

特
殊
車
両
の
通
行
許
可
証
等
を
交
付
す
る
際
に
お
い
て
は
、
許
可
さ

れ
た
車
両
の
諸
元
及
び
通
行
経
路
、
通
行
時
間
等
の
通
行
条
件
を
完
全

に
遵
守
す
る
よ
う
厳
正
に
指
導
す
る
こ
と
。

3

特
殊
車
両
を
違
法
に
通
行
さ
せ
て
い
る
者
に
対
し
、
警
察
、
地
方
運

輸
局
、
地
方
電
気
通
信
監
理
局
等
関
係
機
関
と
も
連
携
を
図
り
、
効
果

的
な
指
導
取
締
り
を
実
施
す
る
こ
と
。

4

特
殊
車
両
を
違
法
に
通
行
さ
せ
て
い
る
者
に
対
し
て
は
、
法
第
四
七

条
の
三
に
基
づ
き
措
置
命
令
を
行
う
こ
と
。
こ
の
場
合
、
当
該
車
両
に

係
る
通
行
許
可
証
等
に
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
当
該
措
置
命
令
の

内
容
を
記
載
す
る
と
と
も
に
、
当
該
通
行
許
可
証
等
を
交
付
し
た
道
路

管
理
者
に
対
し
そ
の
内
容
を
別
に
定
め
る
様
式
に
よ
り
通
知
す
る
こ

1,しo

5

｢特
殊
車
両
の
通
行
に
関
す
る
指
導
取
締
要
領
｣
に
定
め
る
許
可
の
取

消
事
由
に
該
当
す
る
場
合

(他
の
道
路
管
理
者
か
ら
の
措
置
命
令
違
反

事
実
の
通
知
を
含
む
)
は
、
所
定
の
手
続
を
速
や
か
に
行
っ
た
う
え
、

当
該
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
。

な
お
、
取
消
し
を
受
け
た
車
両
に
つ
い
て
は
、
取
り
消
さ
れ
た
許
可

に
係
る
経
路
と
同
一
の
経
路
に
つ
い
て
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
車
両
の
連
行
に
関
し
、
法
第
四
七
条
第
二
項
の
規

定
又
は
第
四
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
管
理
者
が
付
し

た
条
件
に
違
反
す
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
確
証
が
得
ら
れ

た
場
合
を
除
き
、
許
可
を
し
な
い
こ
と
o

6

特
殊
車
両
を
違
法
に
通
行
さ
せ
て
重
大
な
交
通
事
故
を
発
生
さ
せ
た

者
、
措
置
命
令
に
違
反
し
て
特
殊
車
両
を
通
行
さ
せ
た
者
又
は
常
習
と

し
て
特
殊
車
両
を
通
行
さ
せ
た
者
に
つ
い
て
は
、
告
発
を
す
る
こ
と
。

7

指
導
取
締
り
を
強
化
す
る
た
め
、
重
量
計
、
軸
車
計
、
車
幅
計
、
車

長
計
等
必
要
な
諸
機
材
の
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
。

8

特
殊
車
両
に
係
る
交
通
事
故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
建
設

省
道
路
局

(道
路
交
通
管
理
課
)
に
事
故
概
要
を
連
絡
す
る
と
と
も

に
、
通
行
許
可
の
有
無
、
実
際
の
通
行
実
態
等
を
調
査
の
上
、
所
定
の

様
式

(前
記
道
路
局
長
通
達
別
添

｢特
殊
な
車
両
の
通
行
許
可
事
務
処

理
要
領
第
m
②
別
記
様
式
齢
｣)
に
よ
り
報
告
す
る
こ
と
。

(参考) 平成 8年度中に発生した特殊車両に係る交通事故
平成 8年 9月10日

道路交通管理課

頭注。 本表は、 平成 8年度中に発生し、 道路法第47条第 2項の規定に違反し、 又は同条第 1項の政令で定める最高限度を超える車両

の通行に関し第47条の 2第 1項の規定により道路管理者が付した条件に違反して通行した車両が第 1当事者となった事故で、 道

路管理者より特殊車両事故報告書が提出されたものをとりまとめたものである。

め
生

日
焼
月

事
年

発 生 場 所
(天候)

被 害 状 況

死傷者数等
違反内容 事 故 概 要

1驫
平
包 町

線
嫌

川
棘
喚

鯆毅
舳

晒 鰡

名

礪

1
員
櫓
能

軽
芻
怯
漸

無許可 、
よ
車

中

に
倒

業
ム
転

作

一

o

で
ブ

た

上

ン
せ

路

一
さ

道

し
損

o

が

ク
破

る

ン

o
度
な

一
た
程
と

し
し

艀
め

ク
側

抑
止

ク
転
約
行

ッ

、
枠
通

ラ
て
法
面

ト
し

の
全

の
崩
設

に

械
を
施
時

機

ス
路
旧

設
ン
道
復

建

ラ

、
の

バ
リ
両

ら乙
9
ゆ

様
,.

平
倦

r
区

、

d
石

i
離
日

菫
賄
同

目
礼
姑

央

坤

道

佐
欄高

ホ
曲

芽
g

無 溌
艾
瀞
忘

乱
射
演
胱

ゆ
突
鋼
蹟

き
坤
翳
期

欽
触
轉
拗

贈
れ
診
は

概
勘
獅
穢

が
猯
鬱
鱗

,ヴ
皰
榊

掛
勅
汐
通

大
で
胖
広

リリ 燭陥
る

東北自動車道
(二本松IC ~ 福島西IC) 隣

無許可 過

せ
木
と

超

さ
材

め

度
転

の
止

速
横
荷
行

、
を

み
通

中
車
横
ど

行
目

、
ほ

走

、
し
問

を
ず
突
時

線

れ
衝

3

車

切

に
に

し
り
冊

の

越

が
譲

る

い
曲
防
ず

追
を

の
旧

が
ブ
帯
復

ラ

ー
離

せ

一
力
分
さ

し
左
央
乱

ト

、
中
散

o

ミ
リ
ら
を
た

セ
よ
が

t

っ

自生 溜噛
包

町離
号
肺

靴
揃

蛔
毘
弼
)

舳
拡
値
簡

名
名

亡
傷

死
軽 中

-
続

可
静
哉

鮴
*

、
レ
ト
手

中

ト
型
転

行

、
大
連

走
り

の
ク

に
お
車

ッ

而

て
向

ラ

方

っ
対
ト

島
降

、
し

広

が
え
焼

ら
雨
超
全

か
は
を

も

面
時
線

と

方
当
央
台

原
故
中
三

三
事

て
し

が
で

し
突

ラ
ブ

プ
衝

一
一
ッ
面

レ
カ
リ
正

ト

の

ス
と

o

型
坂
が
ク
亡

大
リ
ラ

ッ
死

下
一
ラ
が

に･U
鋤
め

5
1

8
0

平
Q 焔

号
肺

遡
維

蛔
山
勘
)

葡
鋼
値
而

死亡 1名
通行止 2 H

舸鉦
…

菊
を

一

0

(
線

力
た

一
車
プ
し

力
央

ン
死

プ
中
ダ

即

ン
が
型
ち

ダ
車
大
打

型
用
は
く

大
乗
車
強

の
軽
用
を

)

の
乗
身

面
線
軽
全

方
車

o
れ

島
向
た
さ

広
対
し
ぶ

(

に
突

つ

中
)
衝
し

進
車
両
押

西
空
正
で

を

、
し
ヤ

道

み
出
イ

国
積

み
タ

t
は

の

AV
5
の

&
,.

平
@

叩人護驫適県烟
児
彌

舳
便
値

死亡 1名
反諦轢

め
気

せ

た

に
さ

の
者

亡

滞
行
死

渋
歩

て

、
の

っ

o

中
中
ず
た

行
断
き

っ

走
横
引
な

に
を

m
と

面
道

11
行

方
車
約
通

島

、
、
側

児
が
ね
片

鹿
た
は
め

が

い
で

た

ラ
で
部

の

一
ん
前

理

し
進
右
処

ト

口
車
故

ミ

ノ
ず
事

セ

ロ
か

o

ノ
づ
た

ワ′ 燧喩
倦

号
師

灼
輯

蛔
欄
彌
)

嘉
島
値
而 ク

離島
鮪轢

う
る
の
突

よ

こ
方
衝

け
と
後

に

避
た

に
ラ

を
し
ら

一

物
突

さ

し

動
衝

、
ト

小

に
せ

、

が
面
さ
後

ラ
法
突
触

一
側
衝
接

し
対
を

に

斜
反
膵
膊

中
ぇ
乗
乗

進
超
通
が

西
を
普
車

を
線

の
動

号
央
中
目

o

9
中
進
物

の

道

て
東
貨
も

国

し

、
通
た

と

に
普

し



N O
事故発生
年 月 日

発 生 場 所
(天候)

被 害 状 況
死傷者数等

違反内容 事 故 概 要

8
平8.7.12
( 1 :40)

一般国道 6号
(福島県双葉郡浪江町)
(直轄国道)

死亡 1名 無許可 上り線を走行中の大型トレーラ25トンが10トント
ラックを積み、 その上に自動車の廃材 (ユニックア
ーム) を乗せ千葉県に運ぶ途中、 国道を横架してい
る浪江町管理の跨道橋に衝突し、 そのはずみで下り
車線に廃材を落下し、 対向してきた大型トラックと
衝突し、 運転手が死亡した。

9
平8.7 .14
(23 :25)

一般国道424号
(和歌山県海南市)
(補助国道)

死亡 1名

軽傷2名
許可有
(経路違反)

大型レトーラが海草者『下津町に向け走行中、 積ま
れていた足場用鋼材 1本が荷台からはみ出し、 対向
してきた観光バスの右側車窓部に激突。 乗客の一人
が直撃を受け死亡、 二人が軽傷。 荷台の鋼材11本を
ワイヤーで園縛していたが、 左カーブで緩みはみ出
した。

10
平8.7 ,15
(8 : 18)

関越自動車道
(本庄児玉IC ~花園IC間)
(寄居P A 付近)

死亡 1名
重傷 2名

許可有
(違反無)
(空荷)

大型トレーラが、 上り線を走行中、 上り線から下
り線へ中央分離帯を乗り越え、 折から上り線を走行
中の乗用車 1台及び下り線を走行中の乗用車 1台と
衝突した。

11
平8.8 ,3
(13 :20)

首都高速環状線
(中央区築地)
(銀座万年橋付近)

物損
(ガードレール･
視線誘導灯等)
通行止 3日

無許可 セミトレーラが、 環状線 (内) 汐留方面から江戸
橋方向に向け左車線を走行中、 銀座カーブ付近にて
左側架設の橋桁に積載物 (建設用ユニット鋼材約 5
t ･長さ6 .6m、 幅1.lm ) を接触させ20本のうち、
5本を本線に落下させ、 約 3時間はど通そテ止めにな

つた。

12
平8.8 .6
(5 :20)

一般国道20号
(神奈川=梟津久井郡相模湖町)
(直轄国道)

物損
(ガードレール
40m )

許可有
(経路違反、
積載物違反)

ボールトレラーが、 S 字カーブ途中の底谷橋地点
にて、 時速60kmで走行中、 積み荷のH 型鋼が荷崩れ
を起こし、 車両が横転した。

13
平8.8 .10
(2 :30)

一般国道 6号
(茨城県北茨城郡磯原町)
(直轄国道)

死亡 1名

物損
(家屋、ガードし
一ルー0m )

許可有
(重量、経路達
反)

大型車セミトレーラが、 カーブを曲がりきれず、
カードレールに衝突横転し、 建設資材のH 型鋼 (37
本) が崩れ、 民家を損傷した。

14
平8,8 .19
(11 :20)

一般国道48号
(山形県東根市)
(直轄国道)

死亡 2名 許可有
(重量違反、積
載物違反)

山形方面に進行中にセミトレーラが、 スピードを
出しすぎて、 下り勾配の左カーブでバランスを崩し
て横転した。 その際積荷の古紙が落下し、 対向車線
の走行していた乗用車及び軽乗用車を押しつぶし運
転手 2名を死亡させ、 事故処理のため約 6時間通行
止となった。

15
平8.8 ,26
(17 :50)

東名高速道路
(静岡県庵原郡由比町)

死亡 6名
軽傷 2名

無許可
(重量違反)

セミトレーラが金属板ロール 4個を積載し走行中、
右前輪がパンクしたはずみで中央分離帯を乗り越え
対向車線の乗用車等に衝突 ･炎上した。 このはずみ
で、 積荷のコイルが走行中のワゴン車に衝突し、 高
速下の国道 1号線に落下し、 信号待ちの乗用車 4台
を直撃し、 計 6名が死亡した。

16
平8.9 ,2
(7 :20)

東名高速道路
(神奈川県足柄上郡中井)

物損 無許可
(重量違反)

大型トレーラが最大積載量23トンのところ、 木材
34トンを積載し、 走行中左側ガードレールに衝突し
たはずみで、 積荷の木材が荷崩れを起こし、 高速道
路に散乱した。 木材の一部が町道に落下し、 乗用車
に直撃した。

L7
平8.9 ,3
(3 :40)

山形自動車道
(山形県山形市滑川)

重傷 2名 無許可
(重量違反)
通行止14H

大型セミトレーラに鋼材を積載 (35 t ) し走行中、
トンネル内でブレーキが効かなくなったため、 運転
者はトラクタから飛び降りたが、 車両は無人のまま
蛇行し、 側壁に衝突しながら前走のトラックに追突
横転、 積荷が散乱,

18
平8,9 .10
(4 :30)

一般国道25号
(名阪国道五か谷IC )
(奈良市中畑町)
(直轄国道)(小雨)

死亡 1名

軽傷1名
物損(ガードし
ール、IT V )

調査中
(空荷)

下り線 (大阪方面) を走行中の大型トレーラが中
央分離帯を乗り越え横転。 上り車線をふさいだとこ
ろへトラックが衝突、 トラック運転手は死亡、 トレ
ーラ運転手は重体。また、下り車線の後続車 2台(小
型トラック 4 t ) がトレーラに接触。
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通路管理における県民の参加と
壽颪繋ぎ 嘉 一.情報の収集 ･処理

一
は
じ
め
に

岐
阜
県
は
、
｢日
本
の
ま
ん
真
ん
中
｣
に
位
置
し
、

郡
上
郡
美
並
村
に
は
日
本
の
人
ロ
重
心
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
で
は
数
少
な
い
内
陸
県
の
一
つ
で
す
。

北
･
東
部
県
境
に
は
海
抜
三
、
0
0
o
m
を
越
す

山
々
を
連
ね
た
飛
騨
山
脈
や
木
曽
山
脈
が
あ
り
、
南

部
は
、
木
曽
･
長
良
･
揖
斐
等
の
河
川
に
よ
る
美
濃

平
野
と
呼
ば
れ
る
沖
横
平
野
が
広
が
り
、
海
抜
0
メ

ー
ト
ル
の

｢水
郷
地
帯
｣
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。
こ

の
た
め
本
県
は

｢飛
山
濃
水
の
地
｣
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

面
積
は
、
一
○
、
五
九
六
姪
で
、
国
土
の
二
･
八

%
を
占
め
、
全
国
第
七
位
の
広
さ
と
な
っ
て
お
り
、

人
口
は
二
一
〇
万
人

(全
国
第
一
八
位
)
で
す
。

岐
阜
県
で
は
、
情
報
化
、
国
際
化
、
技
術
革
新
、

成
熟
化
、
高
齢
化
な
ど
、
二
一
世
紀
へ
の
課
題
に
的

確
に
対
応
し
、
本
県
の
進
む
べ
き
方
向
と
、
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
方
策
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
平

成
六
年
か
ら
平
成
一
〇
年
を
計
画
期
間
と
す
る

｢岐

阜
県
第
五
次
総
合
計
画
｣
を
策
定
し
、
活
力
と
ゆ
と

り
あ
る

｢日
本
一
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
岐
阜
県
づ
く

り
｣
を
、
基
本
目
標
と
し
て
各
施
策
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
平
成
八
年
度
は
、
明
治
九
年
に
飛
騨
三
郡

が
岐
阜
県
に
合
併
し
て
か
ら
三
一〇
年
目
と
い
う
節

目
の
年
に
当
た
り
、
県
内
各
地
で

｢飛
騨
美
濃
合
併

百
二
十
周
年
｣
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
｢開
か
れ
た
岐
阜
県
｣
｢ひ

と
つ
の
岐
阜
県
｣
｢ゆ
と
り
の
岐
阜
県
｣
の
創
出
の
た

め
、
一
層
の
道
路
整
備
が
望
ま
れ
て
お
り
、
東
海
北

陸
自
動
車
道
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
、
東
海
環
状
自

動
車
道
の

｢新
高
速
三
道
｣
を
は
じ
め
、
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。二

岐
阜
県
の
道
路
の
現
況

本
県
の
道
路
網
は
、
広
域
的
な
幹
線
道
路
と
し
て
、

名
神
高
速
道
路
、
中
央
自
動
車
道
、
東
海
北
陸
自
動

車
道
と
三
一
号
、
四
一
号
、
一
五
六
号
等
の
一
般
国

道
二
一
路
線
、
主
要
地
方
道
七
四
路
線
と
一
般
県
道

二
一
五
路
線
、
そ
し
て
生
活
道
路
と
し
て
市
町
村
道

七
七
、
一
三
九
路
線
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
の
総
延

長
は
二
八
、
八
六
九
蝋
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
県
管
理

(知
事
管
理
国
道
含
む
)
道
路

の
総
延
長
は
四
、
二
〇
八
如
に
及
ん
で
お
り
、
こ
れ

を
県
内
一
一
の
土
木
事
務
所
が
管
理
し
て
い
ま
す
。

三

観
光
道
路
美
化
事
業

本
県
で
は
、
｢花
の
都
ぎ
ふ
｣
の
創
造
を
目
指
し
、

種
々
の
施
策
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
道

路
環
境
の
面
に
お
い
て
も
、
う
る
お
い
あ
る
環
境
を
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創
造
す
る
た
め
、
花
街
道
事
業
(資
料
ー
)、
沿
道
修

景
、
花
や
か
ロ
ー
ド
事
業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

｢観
光
立
県
｣
に
相
応
し
い
道
路
と
し
て
、
美
し
い

道
路
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
住
民
に
よ

る
意
識
向
上
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
道
路
の
路

面
･
路
側
･
植
樹
帯
等
に
、
空
き
缶
･
ゴ
ミ
等
を
捨

て
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
モ
ラ
ル
の
向
上
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
し
て
、
シ
ル
バ

ー
パ
ワ
ー
の
活
用
が
叫
ば
れ
て
い
る
折
り
、
高
齢
者

も
社
会
の
一
員
と
し
て
、
生
き
甲
斐
を
持
ち
、
活
躍

す
る
場
が
望
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
県
下
の
全
県
花
街
道
整

備
事
業
実
施
路
線
等
の
幹
線
道
路
に
お
い
て
、
地
域

の
老
人
ク
ラ
ブ
等
に
、
歩
道
･
路
側
等
の
清
掃
を
年

二
回
程
度
依
頼
す
る
こ
と
に
よ
り
、
美
し
い
道
路
環

境
を
維
持
し
、
道
路
に
対
す
る
住
民
の
意
識
向
上
を

図
る
た
め
、
｢観
光
道
路
美
化
事
業
｣を
実
施
し
ま
し

た
。の

事
業
の
概
要

①

実
施
延
長

全
県
花
街
道
整
備
事
業
実
施
路
線
な
ど
を
中

心
に
、
全
長
一
、
○
○
六
･
六
蝿
。
(う
ち
老
人

ク
ラ
ブ
実
施
は
、
六
三
三
･
四
如
･
資
料
2
)

②

実
施
方
法

｢観
光
道
路
美
化
事
業
実
施
要
領
｣
(資
料

ず首“〒セ 96 10 勺勺

資料 1 岐阜県の花街道構想

県内在街道ネットワーク路線(廓･花･ロード岐阜)
県内花街磁ネットワーク弼f郭モデル事業として盤節割

醸鱗轉幽讓圏聽織圏県内在街遺ネットワーク路線
舳酌ニニニ魯鷺圓贓酬 i籾痴内在街満ネットワ-ク路娩

プロジェクト等麗避花街道爵鮴



資料 2 観光道路美化事業対象路線 (単位 :Im

事務所名 路 線 名
実 施 延 長

備 考老人クラブ等 業者委 ･-三=合
涎正 長 ′率蹄同数

岐 阜 国)157号 27,600 3 5,600 33,200 花街道モデル
図)248号 1,900 2 0 1,900 事務財要望
国)25 5,70G 2 5,800 11,500 花街道モデル路線
国)418号 1,800 2 0 蔦800 事務所要望
主)g慶事南濃 6,700 3 16,200 22,900 #街活路多泉

計 43,700 27,600 71,300大 垣 (国)365号 14,600 3 鰤･
18,100

′“'封滑モデル路線
(主薦浅岸南濃 7,400 3 8,100 15,500 蓚街沼モデル路線
(主)津島南濃 2.100 2 5,100 7,200 花街道モデル路
(主)南濃関ヶ原 R qnn 2 17,900 23,200

#街酒モデル路線
(主)岐阜関ヶ原 600 2 ･ 600 追加要望分
(--)津島海津 2,200 2 3,000 5,200 花街道モデル路線
(一)養老平田 2,200 2 0 2,200

事務所要望
(一)木曽三川公園 1,267 2 8.00O 9,267 復飾1臼モテフレ
(一)安八平田 ･ 800 2 0 800 事務所要望
(一)成戸平田 1,500 2 0 1,500 事務所要望

計 37,967 45,600 83,567

…
揖 斐 (国)157号 8,000 2 0 8,00O 花街道モデル路線

計 8,000 0 8,00O美 濃 (国)248号 2,000 2 0 2,00O 事務所要望
(同)256号 4,00O 2 16,00O 20-000 事務所要望
(図)418号 3,500 2 0 3,500 事務所要望
(主)白鳥板取 3,000 2 5,000 8,00O 事務所要望
(主)関金l1l 14,400 2 0 14,400 花街道モデル路線
(≠-)美嶺柳嵐和良 4,300 2 0 4,300 事務,〆要望
(主)金山上之保 ],500 2 0 1,500 事務-#要望
(主)岐幕.美濃 上500 2 0 1,500 事務所要望

計 34,200 21,000 55,200 ‘期 (同)156号 16,900 2 () 16,900 全県化↑卸旦整備実施路線
(国)256号 31.00O 2 0 31,000 花街道モデル路線
(国)472号 21,00O 2 0 21,00O 花街道モデル路線

計 68,900 0 68,900可 茂 国 248号 5,00O 2 9梓00 ]4,400 事刎要望
国 256号 2,200 2 0 2,200 事劾･究き.望
国 418号 8.100 2 11,600 19,700 事 リ要望
主関〆金山 7話00 2 0 7'100 徹疑モデル路線
主下呂白川 4,100 2 0 4,100 事劫‐粃要)望
主美濃加茂和良 4,00O 2 0 4,000

事 鯏要望
主可児金7山 6,800 2 0 6,800 事朔‐要望
主恵那白川 7･100 2 0 7･100 事勃･晏等ぞ
圭-多治見白川 600 2 15,000 15,600 花封 モデル路
主土岐可児 4,000 2 7'000 11･ooo 花

‐
" モデル路線

主-富カート七宗 “ ?“ nY " 事 .'‐′鰐一 善師野多治見 0 ?“ 御 薊 事 " 望要
錺匿嵩犬山 0 りO ◎ 勲 事 - 煕

【 御嵩可児 0 ?“ 伽 " 串 "鰹-野上古井 0 ら乙 鯏 “ 事 ･ 麹
′可児(停車場) 0 9“ 600 鋤 事 祠 望堰

一)多治見八百津 1,900 リム 鯏 劇 事 翹財計 52,900 飜 蛔多治見 国)248号 17'100 乙̂ 鸚 蹴 望要所務事
国)363号 20,100 クム n〉 鯖 線ルテモ道籤
主)多治見白川 600 リム nY “ 轢めモ道街花
主.)土岐可児 2,300 ワん ゆ 翻 燃勃畿協)善師野多治見 1,800 クム 痢 翻 麹財競
一)多治見八百津 4.000 ?“ 妙 鱒 望要所聯言十 45,900 翻 “郡恵 (国)256号 ]8.500 ?乙 鰔 彌 機鰄テモ直翰
(国)257号 30-200 ?“ 熟 鯏 礬げ徹(国)363号 12,900 り乙 " “ 総熱モ紺(国)418号 5,700 リム

' =̂〕 勲 事女"務事
(芋汗冨岡坂下 3,00O リム n〕 “ 望要所務事
(主)恵那白川 4話0O ハソム n〉 則r

望要川職( )婆木曽公園 3,700 り“ nY 彌 望要所務事
(一)恵那八百津 1,300 つム nU 鮴 望要所務事

計 79,400 ㈱ 鱒狄蹠 (国)256号 9,900 ?~ 幼 蹴 勃モ道鞠
(国)257号 24-800 〔乙 " ㈱ 線し,テ′モ憤脇
(主)関金山 6,600 リム ･… '鯏 轢デ蛾拗(-
≠)下呂小阪 7,400 ?し 斡 鯆 望要鰍事( 難易糯温泉 8-700 り乙 =̂〕 " 望要坊蝸(一)落合飛騨小阪(停車場) 2,600 リム ㈱ “ 望要所醗計- 60,00O 鱒 “ ◆

高 山 (国)156号 46,900 ?“ 脚 鰔 線鹸滓U黛“鱈(国)158号 50,000 ?ム -幼 “熱 線路ルデセ担節(国)257号 9,100 ?ム n〉 “ 纐げ繃(園)361号 5,000 96 nv 肋 窺緘事(国)472号 1'000 ハゾム nU 紳 ルデセ迫‘!](土)高山清見 礬 ハソム 剱 鸚 礬げ繃(三圭三)･呂荻原 5,500 り“ nY 鯏 贓脇(一)段久々 野 6,000 乙̂ nu 剱 望要所務事
計 142,500 ⑳ 脚古 川 個 360号 27,300 ワム n〕 獄 饑鰯国-471号 12.600 リム 鱒 緘 線爵嫌髓椴釘1･'靴全

住神岡河合 6,00O り包 嬬 嘲 望要所醗住-国府見座 6-00O ワム Û ◆ 艘螂↑-谷高山 1500 り乙 nY 勲 冤坊競↑-稲越角川(停車場) も00O ?“ nY ･ 灘誇計- 57,400 彌 ㈱合 計 78 路線 633,417 ㈱蹄56 対当行セ 96,10

3
)
を
定
め
、
各
土
木
事
務
所
単
位
で
実
施
し

ま
し
た
。
(具
体
的
に
は
資
料
4
｢観
光
道
路
美

化
事
業
フ
ロ
ー
｣
の
と
お
り
)

歩
道
設
置
箇
所
等
安
全
な
箇
所
は
、
市
町

村
･
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を
通
じ
、
老
人
ク
ラ

ブ
等
に
空
き
缶
、
ゴ
ミ
拾
い
等
の
清
掃
作
業
を

依
頼
し
ま
し
た
が
、
交
通
量
が
多
く
歩
道
の
な

い
危
険
な
箇
所
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
補

完
す
る
意
味
で
、
業
者
委
託
と
し
ま
し
た
。

事
業
計
画
当
初
は
、
当
面
平
成
六
年
度
か
ら
八
年

な
お
、
作
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
傷
害

保
険
へ
の
加
入
を
義
務
付
け
ま
し
た
。

③

事
業
費

道
路
美
化
報
償
費

(老
人
ク
ラ
ブ
等
へ
の
依

頼
分
)
と
し
て
、
二
、
0
0
0
万
円

(平
成
八

年
度
)
を
計
上
し
ま
し
た
。

②

活
動
の
概
況
、
予
定

度
ま
で
の
三
カ
年
の
事
業
実
施
を
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
各
方
面
か
ら
の
反
響
が
大

き
く
、
平
成
九
年
度
に
お
い
て
も
継
続
実
施
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
だ
け
を
対
象
と
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
も
対
象
と

で
き
る
よ
う
事
業
の
拡
大
を
模
索
し
て
い
ま
す
。



資
料
3

観
光
道
路
美
化
事
業
実
施
要
領

(趣
旨
)

第
一
条

こ
の
事
業
は
、
観
光
立
県
に
相
応
し
た
道
路
環
境

を
実
現
す
る
た
め
に
、
地
域
住
民
、
と
り
わ
け
高
齢
者
の

力
を
活
用
し
、
美
し
い
道
路
環
境
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

(対
象
団
体
等
)

第
二
条

当
事
業
の
対
象
と
な
る
の
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
等
、

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
概
ね
二
〇
人
以
上
の
団
体
で
、
道

路
美
化
活
動
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
“0(箇

所
の
選
定
)

第
三
条

土
木
事
務
所
長
は
、
観
光
道
路
美
化
事
業
対
象
路

線

(別
表
1
)
及
び
第
一
条
の
趣
旨
に
沿
っ
た
路
線
の
中

か
ら
歩
道
設
置
箇
所
等
作
業
に
安
全
な
箇
所
を
選
定
し
て

管
内
市
町
村
長
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

2

市
町
村
長
は
、
前
項
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
箇
所
以
外
で

特
に
道
路
美
化
作
業
の
実
施
を
希
望
す
る
箇
所
に
つ
い
て
、

土
木
事
務
所
長
に
対
し
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(実
施
団
体
の
選
定
)

第
四
条

土
木
事
務
所
長
は
、
市
町
村
長
と
協
議
の
う
え
、

道
路
美
化
作
業
を
行
う
団
体
を
選
定
し
、
実
施
箇
所
、
実

施
延
長
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

(実
施
団
体
へ
の
通
知
)

第
五
条

土
木
事
務
所
長
は
、
前
条
に
よ
り
実
施
団
体
を
選

定
し
た
後
、
各
実
施
団
体
に
対
し
こ
れ
を
通
知
す
る
。

(美
化
作
業
の
申
請
)

第
六
条

各
実
施
団
体
は
、
前
条
の
通
知
を
受
け
た
場
合
、

道
路
美
化
作
業
の
具
体
的
な
計
画
を
策
定
し
、申
請
書
(別

記
様
式
1
)
を
所
轄
土
木
事
務
所
長
に
提
出
す
る
も
の
と

す
る
。

(事
業
実
施
計
画
の
報
告
)

第
七
条

土
木
事
務
所
長
は
、
実
施
団
体
を
選
定
し
た
後
、

観
光
道
路
美
化
事
業
実
施
計
画

(別
記
様
式
2
)
を
作
成

し
、
道
路
維
持
課
長
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

(作
業
内
容
等
)

第
八
条

美
化
作
業
は
、
空
き
缶
、
ゴ
ミ
拾
い
、
草
む
し
り

等
の
清
掃
作
業
と
し
、
年
二
回

(春
、
秋
)
実
施
す
る
も

の
と
す
る
。

老人クラブ等

2

土
木
事
務
所
長
は
、
美
化
作
業
の
具
体
的
な
実
施
内
容

に
つ
い
て
、
実
施
団
体
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
に
応
じ
て

必
要
な
指
示
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(作
業
完
了
の
報
告
)

第
九
条

各
実
施
団
体
は
、
美
化
作
業
を
完
了
し
た
と
き
は
、

土
木
事
務
所
長
に
対
し
て
完
了
報
告
書

(別
記
様
式
3
)

を
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

(報
償
費
の
交
付
)

第
一
○
条

各
実
施
団
体
に
対
す
る
報
償
額
に
つ
い
て
は
、

団
体
毎
の
作
業
延
長
に
応
じ
た
額
と
す
る
。

2

実
施
団
体
は
、
美
化
作
業
完
了
後
、
土
木
事
務
所
長
に

対
し
交
付
申
請
書

(別
記
様
式
4
)
を
提
出
す
る
も
の
と

tす
る
。

3

土
木
事
務
所
長
は
、
美
化
作
業
完
了
確
認
後
、
実
施
団

体
に
報
償
金
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

(美
化
作
業
の
中
止
等
)

第
一
一条

各
実
施
団
体
は
、
作
業
の
完
了
が
困
難
と
な
っ

た
と
き
に
は
、
速
や
か
に
土
木
事
務
所
長
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2

前
項
の
報
告
を
受
け
た
場
合
、
土
木
事
務
所
長
は
実
施

団
体
の
変
更
等
、
必
要
な
措
置
を
と
る
も
の
と
す
る
。

(そ
の
他
)

第
三
条

土
木
事
務
所
長
は
、
こ
の
事
業
の
実
施
効
果
を

高
め
る
た
め
、
第
三
条
に
よ
り
選
定
し
た
以
外
の
箇
所
を

業
者
委
託
に
よ
り
美
化
作
業
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
要
領
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

道行セ 96.10 5 7

資料 4 観光道路美化事業実施フロー

誣
鮴

実
つ

怯
封

の
に
定

鑽
樽

毎
長
決

牧
園

木
延
て

撃退

土
施
い

砥
胡

定
養
鏡
友

定
覊

知

鰈
効

付

付

南
中

選蹴靴鮒

返轢鵺
通

靴聴幟

較

斑

木

所
繃
師
椀
)

体
躯
魁

定

皺

鰡

鰕

4
4

箇
憊
て
見
と

団
僕
決

選

観
実

触

報

日
月

認
詩

氣
鴎

助
川

選
所
載

満
対

士
印

団
蟆
決

報告書提出

報告著提出

市 町 村

楽

譜

楽

譜

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　



四

道
路
情
警報
モ
ニ
タ
ー
制
度

平
成
八
年
の
一
般
国
道
二
二
九
号
北
海
道
古
平
町

豊
浜
ト
ン
ネ
ル
の
大
規
模
な
岩
盤
崩
落
事
故
や
、
県

下
の
交
通
事
故
死
者
数
も
著
し
く
増
加
傾
向
に
あ
り
、

落
石
に
よ
る
重
大
事
故
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

既
存
の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
体
制
を
補
完
、
県
民
と
一

体
に
な
っ
た
道
路
監
視
体
制
を
確
立
し
、
県
民
の
道

路
愛
護
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
道
路

(監視対象路線の指定)
‐2 条 各土木事務所長 (以下 ｢所長｣という。)は、異常気象時の事前通行
規制区間の有無、バス路線の有無、事故 ･災害の発生頻度、交通量等を勘案
し、監視対象路線を指定するものとする。

2 監視対象路線は、必要に応じて見直しを行うものとする。

　麺
0

　

　　
　

　　
　　

　　
　　

　
　

増
減

　　
　　
　　

　　　

都泉等を記載したサポーター名簿 (別紙様式 2 )
でに土木部道路維持課長へ報告するものとする。

, 3 条 所長は、岐阜県及び岐阜県知事が管理する道路を日頃利用する機会が
多い者の中から、監視対象路線ごとにサポーターとして委嘱するものとする。

2 サポーターの委嘱は、各サポーターに委嘱状 (別紙様式 l )及び路線図を
交付して行うものとする。

3 所長は、サポーターを委嘱した場合は、サポーターの氏名及び担当する監

態･ 路者り等を記載したサポーター名簿 (別紙様式 2 )を作成し、毎年4月

ロードサポーター岐阜設置要綱

)
この要綱は、安全で快適な道路交通を確保するため、ロー ドサポー

(以下 ｢サポーター｣ という。) の設置による県民一体となった道路の

ミ制を確立し、道路行政の円滑な推進を図るとともに、県民の道路愛護
高揚を図ることを目的とする。

こ
以
制
高

寸
各

の

(
体
の

慰

拍
条

一
視
識

割
条

群
.
ほ
1
タ
監
意

煙
2

資

第

第

7
長
中
タ
行

、線
篭

フ
ポ

、

づ
所
の
一
て
は
路
で

ヴ
サ

見

予

者
ポ
し
長
象
ま

き

監

周
条
い
サ
付
所
対
日

競
条

8
3
多

交

視
即

8
4

2

第

2

3

第
‐夕一の任期)
サポーターの任期は原則 l年とする。 ただし、 再任を妨げない。

情
報
モ
ニ
タ
ー
制
度

｢
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
タ
ー
岐
阜
｣

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
(資
料
5
｢
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
タ

ー
岐
阜
設
置
要
綱
｣
参
照
。)

当
該
制
度
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
と
は
基
本
的
に

考
え
方
を
異
に
し
て
、
あ
え
て
見
回
り
等
を
期
待
す

る
も
の
で
は
な
く
、
｢日
常
の
道
路
利
用
の
範
囲
内
｣

に
お
い
て
、
道
路
の
路
面
、
交
通
安
全
施
設
、
道
路

標
識
、
信
号
機
等
の
破
損
や
、
危
険
箇
所
の
速
報
を

目
的
に
し
た
も
の
で
す
。

一ターの任務)
サポーターは、道路の路線、交通安全施設、標識、信号機等の損傷や
･所を発見したときは、電話等により緊急に管轄土木事務所へ通報する
する。

この要綱は、 平成 8 年 6 月 11日から施行する。
平成 8 年度においては、第 3 条第 3 項中 ｢4 月 20日｣ とあるのは、 ｢6 月

日｣ と読み替える。

(受信窓口の設置)
6条 所長は、サポーターからの速報･提言が受け付けられるよう窓口を設

るとともに、交替制により常時職員を窓口業務に従事させるものとする。

通
よ

提
を

劫
項

交
“

報
員

霧

　　
　
　

　
　

効饑
ー
3

路
ば

か
り

6

、

適
さ

ー
よ

年
は

、と

夕
に

8
て

o

ー
制

成

い
る

)
ポ
替

平
酔翫

置
サ
交

　
　
　

選

者
弱
腹
謬

　　
　
　要

8
と

こ
平
日

第

第
置

◎

監
視
対
象
道
路
の
選
定

平
成
八
年
度
は
、
試
行
と
し
て
一
事
務
所
一
路
線

以
上

(山
間
部
の
落
石
が
多
発
す
る
地
域
は
、
二
路

線
以
上
)
の
監
視
対
象
路
線
を
選
定
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

路
線
の
選
定
は
、
異
常
気
象
時
通
行
規
制
区
間
を

含
む
路
線
、
落
石
の
お
そ
れ
が
強
い
バ
ス
運
行
路
線
、

事
故
･
災
害
の
多
発
路
線
を
中
心
に
選
定
し
ま
し
た

(資
料
6
)。

②

モ
ニ
タ
ー
の
委
嘱

地
域
住
民
、
定
期
バ
ス
運
転
手
、
郵
便
外
務
員
、

交
通
安
全
協
会
員
等
普
段
か
ら
県
管
理
道
路
を
利
用

す
る
機
会
の
多
い
者
を
中
心
に
、
路
線
ご
と
に
モ
ニ

タ
ー
を
選
定
し
、
委
嘱
し
ま
し
た
。
委
嘱
時
に
は
、

土
木
事
務
所
単
位
で
委
嘱
事
項
の
説
明
会
を
開
催
し
、

委
嘱
状
(資
料
7
)、
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
二
枚
、
担
当

路
線
図
を
交
付
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
他
定
期
的
に

意
見
交
換
会
等
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

⑭

情
報
受
信
窓
口
の
設
置
及
び
速
報
内
容

各
土
木
事
務
所
に
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
の
速

報
を
受
信
す
る
受
信
専
用
の
内
線
番
号
を
指
定
し
、

受
報
担
当
者
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
受
信
窓
ロ

に
は
｢
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
タ
ー
通
報
記
録
｣
(資
料
8
)

を
準
備
し
、
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
タ
ー
等
か
ら
の
通
報
内

容
及
び
処
理
経
過
を
記
録
し
て
保
存
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
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資料 6 道路情報モニター設置路線

土 木
事務所

実 施 路 線 サポーター
予定人数 路 線 の 概 要路 線 名 市町村 延長 (K m )

岐 阜 (国) 4 1 8号 美山町 1 6, 5 4人
落石の恐れが強いバス運行路線

大 垣 (一)上石津多賀線 上石津町 7･ 1 3人
落石の恐れが強いバス運行路線

揖 斐
(主)春日揖斐川線 春日村 ･ ･ 1 0, 9 3人

異常気象時通行規制区間を含む路線

(一)上大須長瀬
大野線

根尾村
谷汲村 1 4. 9 3人

異常気象時通行規制区間を含む路線

美 濃
(国) 2 5 6号

洞戸村
板取村 2 2, 8

3入

異常気象時通行規制区間を含む路線

(主) 白禽板取線 板取村 1 9. 6
異常気象時通行規制区間を含む路線

八 幡
(宝)大和美並線

八搭町
穀村 1 9. 6 4人

異常気象時通行規制区間を含む路線

(一)石徹白前谷線 白鳥町 1 2. 7 2人
異常気象時通行規制区間を含む路線

可 茂
(主)関金由縁

七宗町 1 6, O 3人

落石の恐れが強い村営バス運行路線

(主)可児金山線
異常気象時通行規制区間を含む路線

多治見
(主)土岐停車場

細野線 土岐市 1 4. 5 5人
落石の恐れが強いバス運行路線

恵 那 (国) 4 1 8号 上矢作町 2 0. 4 5人
異常気象時通行規制区間を含む路線

萩 原
(主)金山明宝線 金山町 2 1. 9 2人

異常気象時通行規制区間を含む路線

上一)落合飛騨小坂
停車場線 小坂町 3 0. 6 2人

異常気象時通行規制区間を含む路線

高 山
(国) 1 5 6号

荘
白

村
村 5 1. 7

3人

異常気象時通行規制区間を含む路線

(国) 1 5 8号
荘
丹

村
川村 4 6, 1

異常気象時通行規制区間を含む路線

古 川
(国) 3 6 0号

宮川村
河合村 4 0. O 4人

異常気象時通行規制区間を含む路線

(国) 4 7 1号
上宝村
神岡町 3 4. 0 4人

落石の恐れが強いバス運行路線

計 1 8 路線
@凌
t市町村 3 9 8. 3 5 0人

な
お
、
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
タ
J
に
依
頼
し
た
の
は
、

①

土
砂
崩
壊
に
よ
る
通
行
不
能
箇
所
又
は
そ
の

お
そ
れ
の
あ
る
箇
所

②

落
石
が
あ
り
危
険
な
箇
所
又
は
落
石
の
お
そ

れ
が
あ
る
箇
所

③

倒
木
が
道
路
を
遮
断
し
て
い
る
箇
所
又
は
そ

の
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所

④

道
路
に
穴
ぼ
こ
や
段
差
が
あ
っ
て
危
険
な
箇

④ ③ ② ① な
所 の れ お お

道 お 倒 が 落 そ 土 、

路 そ 木 あ 石 れ 砂、 口
に れ が る が の 崩 l
穴 の 道 箇 あ あ 壊 ド
ぼ あ 路 所 り る に サ
こ ポ

資料 7
別紙様式1 (第3条関係)

(表)

委 嘱 状

あなたを、 年度ロードサポーターに委嘱します。

年 月 日

0 0土木事務所良

(裏)

1 ロードサポーターとは
輸送手段としての自動車へ依存度がますます高まっており、道路は最も重要

な公共施設となっています。
このため、県では｢円滑で安全･快適な｣道路整備高進めているところです

が、現在岐阜県が管理している道路の多くは山間部を通っており、落石等の危
険箇所全てに防災施設を完備することは不可能に近いといえます。
そこで、普段から道路を利用する機会の多い人を中心にロードサポーターを

結成し、道路の危険情報が迅速に得られるよう、官民一体となって県民の安全
を確保していこうとするものです。

2 ロードサポーターの任務
道路において次のような箇所を発見した場合は、直ちに土木事務所へ通報し

て下さい。
･道路に土砂が崩れてきそうな箇所、土砂が崩れて車が通れない箇所
･道路に石が落ちてきそうな箇所、右が落ちて危ない箇所
･倒木が道路をふさいでいる箇所
･道路に穴ぼこや段差があって危険な箇所
･ガードレールや標識が壊れて危険な箇所
･その他交通に危険な箇所

3 特にあなたに担当していただく箇所

県 (回)直 線 (号)の

4 危険情報の連絡先

0 0上木事務所 所 在 地 電話番号

道行セ 96.10 5 9



⑤

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
標
識
が
損
傷
し
て
危
険
な

箇
所

⑥

そ
の
他
交
通
に
危
険
な
箇
所

な
ど
の
通
報
で
す
。

@

活
動
の
概
況

現
在
活
動
継
続
中
で
あ
り
、
活
動
内
容
に
つ
い
て

は
、
と
り
ま
と
め
が
で
き
て
い
な
い
も
の
の
、
土
木

事
務
所
の
受
報
窓
ロ
担
当
者
に
よ
れ
ば
、
委
嘱
状
交

付
時
期
を
中
心
に
着
実
に
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

と
の
報
告
を
得
て
い
ま
す
。

五

終
わ
り
に

近
年
の
住
民
の
権
利
意
識
の
高
揚
と
も
相
ま
っ
て
、

道
路
管
理
に
お
け
る
地
域
住
民
の
参
加
は
、
円
滑
な

道
路
の
管
理
の
た
め
に
、
不
可
欠
な
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

道
路
管
理
に
対
し
て
地
域
の
住
民
の
参
加
を
得
て
、

｢住
民
｣
と
｢行
政
｣
が
一
体
と
な
っ
て
道
路
を
守
っ

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
住
民
の
道
路
愛
護
意

識
の
高
揚
も
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
去
る
六
月
二
五
日
に
発
生
し
た

｢J
R
高

山
線
落
石
事
故
｣
に
お
い
て
は
、
事
前
に
岩
石
の
存

在
に
つ
い
て
斜
面
の
土
地
所
有
者
か
ら
の
情
報
提
供

を
受
け
、
土
木
事
務
所
職
員
が
、
現
場
を
踏
査
し
た

事
実
が
判
明
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
図
ら
ず
も
地
域
住
民
か
ら
の
情
報

の
有
用
性
を
証
明
す
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
住
民
か

ら
の
情
報
の
処
理
が
、
道
路
管
理
者
に
と
っ
て
い
か

に
重
要
で
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

本
県
に
お
い
て
は
、
落
石
事
故
後
の
七
月
八
日
か

ら
一
〇
日
に
か
け
て
、
第
九
回
総
合
防
災
点
検
の
事

前
総
点
検
と
し
て
、
山
間
道
路
を
中
心
に
県
管
理
道

路
の
全
般
に
わ
た
り
、
関
係
市
町
村
を
通
じ
て
地
域

の
状
況
に
精
通
し
た
古
老
等
か
ら
浮
石
、
落
石
に
関

す
る
緊
急
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
、
道
路
管
理
者
と
し
て
、
地
域
住
民
あ

る
い
は
道
路
利
用
者
か
ら
の
情
報
を
数
多
く
収
集
す

る
と
と
も
に
、
危
険
箇
所
へ
の
迅
速
な
対
応
に
尽
力

し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
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資料 8 ロードサポーター等通報記録

供

覧

課長 係長 係 員 主任 課長 係長 係 員 主任

受 付 番 号 処 理

通 報 日 時
分時

月

後

年

午
戦
揃

通 報 者
ロードサポーター ･ 一般

応 対 者 ( 課 )

担 当 者 ( 課 )

通 報 内 容

場 所 線号道県国
(

名
点

線路
地

路 面 穴 ぼ こ ･ 段 差 ･ そ の 他 ( )

路 肩 無蓋側溝 ･ 蓋 不 全 ･ そ の 他 ( )

落 下 物
障 害 物

落 石
道路崩壊

そ の 他

処 理 経 過

…
℃

は道路パトロール、 修繕、 上司への報告等の年月日、報

ず

の

入

へ

記

司

と

上

｣

、

了

繕

完

修

｢

、

に

ル

福

-

J

口

理

ト

処

パ

｢

繊
は

は

合

　

　

に
る
場

翻
す
た

｣
入
し

過
記
了

経
を
完

理
容
を

処
内
理

｢
理
処

処
　　

　　



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
　
　
　
　

　

千
葉
県
に
お
け
る
『地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
』

並

千
葉
県
土
木
部
道
路
計
画
課

一

は
じ
め
に

千
葉
県
に
お
い
て
は
、
二
一
世
紀
を
め
ざ
し
た
県

土
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
全
国
各
地
と
の
交
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
道
路
の
整
備
や
、
成
田
空

港
･
千
葉
港
等
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
交
流
拠
点
な

ど
と
連
携
を
図
る
道
路
の
整
備
、
将
来
的
に
県
内
の

主
要
都
市
か
ら
県
都
千
葉
市
へ
の
到
達
時
間
を
一
時

間
に
近
づ
け
る
道
路
の
整
備
な
ど
、
道
路
網
の
整
備

充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

特
に
平
成
九
年
度
に
は
東
京
湾
横
断
道
路
や
千
葉

東
金
道
路
二
期
等
の
幹
線
道
路
が
完
成
し
、
関
連
す

る
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
や
東
関
東
自
動
車
道

館
山
線
を
は
じ
め
と
し
た
幹
線
道
路
も
事
業
中
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
波
及
効
果
を
活
か
し
、
県

土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た
め
、
魅
力
と
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
波
及
効
果
を
活
か
し
、
地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
平
成
八
年
度
に
お
い
て

三
つ
の
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
定
し
、
こ
れ

ら
と
密
接
に
関
連
す
る
道
路
事
業
に
つ
い
て
重
点
的

な
整
備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
効

果
的
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

以
下
に
、
本
県
に
お
け
る
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
道
路
事
業
の
概
要

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

二

地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
定

千
葉
県
で
は
内
陸
部
へ
幅
広
く
先
端
技
術
産
業
を

導
入
し
、
工
業
構
造
の
高
度
化
と
均
衡
の
と
れ
た
地

域
構
造
の
実
現
を
目
標
と
す
る

｢千
葉
新
産
業
三
角

構
想
｣
(昭
和
五
八
年
)を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
先

端
技
術
産
業
は
、
高
度
な
知
識
集
約
、
技
術
集
約
の

産
業
で
あ
り
、
国
際
経
済
と
も
密
接
な
関
わ
り
を
有

し
て
お
り
、
そ
の
立
地
に
は

｢学
術
･
教
育
機
能
｣

｢研
究
開
発
機
能
｣
｢国
際
的
物
流
機
能
｣
が
特
に
重

要
な
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
基
礎
条
件
と
し
て
位
置

づ
け
て
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
、
こ
の
三
つ
の
機
能

を
、
新
し
い
路
線
道
路
体
系
に
よ
っ
て
三
角
形
に
結

ば
れ
る
こ
と
と
な
る
核
都
市
の
千
葉
市
、
木
更
津
市
、

成
田
市
の
地
域
を
中
心
に
集
積
を
図
る
こ
と
と
し
て
、

三
つ
の
基
幹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
推
進
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

こ
の
な
か
で
拠
点
支
援
型
と
し
て
効
果
的
な
道
路



整
備
事
業
が
実
施
で
き
る
二
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

｢
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
構
想
｣
と

｢成
田
空

港
･
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想
｣
を
地
域
活
性
化
道

路
整
備
事
業
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
選
定
し

ま
し
た
。

ま
た
、
南
房
総
地
域
は
温
暖
な
気
候
、
豊
か
な
優

れ
た
自
然
、
美
し
い
風
土
な
ど
、
様
々
な
地
域
資
源

に
恵
ま
れ
て
お
り
、
東
関
東
自
動
車
道
館
山
線
な
ど

の
幹
線
道
路
網
の
整
備
に
よ
り
東
京
と
房
総
地
域
の

時
間
距
離
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
首
都
圏
全
域
で
ち
ょ

っ
と
郊
外
へ
出
か
け
る
よ
う
な
感
覚
で
房
総
地
域
へ

来
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
房

総
地
域
に
は
成
田
空
港
な
ど
国
際
交
流
の
舞
台
と
な

る
施
設
が
あ
る
こ
と
か
ら
房
総
地
域
に
ゆ
と
り
と
う

る
お
い
の
あ
る
国
際
的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
を
求
め
る
声

も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
き
な
可
能
性
を
秘
め

て
い
る
房
総
地
域
に
お
い
て
総
合
的
な
リ
ゾ
ー
ト
地

域
整
備
を
す
す
め
る
た
め
に
房
総
リ
ゾ
ー
ト
地
域
整

備
構
想
を
策
定
し
、
平
成
元
年
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
房
総
リ
ゾ
ー
ト
地
域
整
備
構
想
実
現
に
あ
た

っ
て
は
、
道
路
整
備
が
極
め
て
重
要
と
な
る
こ
と
か

ら
上
述
の
二
つ
の
構
想
と
あ
わ
せ
、
地
域
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
三
つ
の
構
想
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
地

域
の
活
性
化
の
効
果
が
極
め
て
大
き
い
こ
と
か
ら
地

元
市
町
村
か
ら
陳
情
等
強
い
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
の
主

要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
選
定
し
た
も
の
で
す
。

重点プロジェクトの位置図
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三

プ
ロ
ジ
ー
ク
ト
の
概
要

地
域
活
性
化
促
進
道
路
事
業
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
選
定
し
た
、

の

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
構
想

②

成
田
国
際
空
港
･
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想

③

房
総
リ
ゾ
ー
ト
地
域
整
備
構
想

の
三
つ
の
構
想
の
概
要
に
つ
い
て
以
下
に
紹
介
し
ま

す
。

1

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
構
想

【概

要
】

東
京
湾
横
断
道
路
に
よ
り
首
都
圏
の
中
枢
機
能
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て



写真 2 東関東自動車道館山線 (市原IC )

図 2 かずさアカデミアセンター(平成 9年 2月オープン)

大
き
な
発
展
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
上
総
丘

陵
に
、
首
都
圏
に
お
け
る
新
し
い
国
際
的
水
準
の
研

究
開
発
の
拠
点
形
成
を
目
指
す
も
の
で
す
。

【所
在
地
･
規
模
】

木
更
津
市
他
一
市

(二
七
八
m
…
第
一
期
事
業
計

画
)【地

域
活
性
化
の
効
果
】

母
都
市
で
あ
る
木
更
津
市
、
君
津
市
の
中
心
市
街

地
と
上
総
丘
陵
と
を
結
ぶ
道
路
整
備
、
ま
た
ア
カ
デ

ミ
ア
パ
ー
ク
を
拠
点
と
し
て
東
関
東
自
動
車
道
館
山

線
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の
高
規
格
幹
線
道

路
等
の
整
備
に
よ
る
波
及
効
果
が
及
ぶ
国
道
四
一
〇

号
、
県
道
市
原
天
津
小
湊
線
等
の
整
備
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
南
房
総
全
体
の
活
性
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

【重
点
事
業
の
概
要
】

･
か
ず
さ
D
N
A
研
究
所
設
置
推
進

･
セ
ン
タ
ー
施
設
設
置
推
進

･
関
連
施
設
等
整
備
推
進

･
二
期
事
業
化
推
進

2

成
田
国
際
空
港
･
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想

【概

要
】

成
田
国
際
空
港
の
国
際
航
空
輸
送
の
拠
点
性
を
活

か
し
て
、
空
港
近
接
地
域
を
中
心
に
国
際
航
空
貨
物

を
対
象
と
し
た
複
合
的
な
機
能
を
備
え
た
物
流
拠
点

道行セ 96.10 63

写真 1 東京湾横断道路

写真 3 成田国際空港



の
形
成
を
図
り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
国
際
航
空
物
流

の
円
滑
化
、
効
率
化
を
確
保
し
、
我
が
国
の
国
際
物

流
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
そ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
た
め
、
国
際
物
流
機
能
の
集
積
を
具
体
的

に
推
進
す
る
た
め
、
成
田
国
際
物
流
複
合
都
市
構
想

を
策
定
し
、
新
た
な
国
際
物
流
拠
点
と
し
て
整
備
し

ま
す
。

ま
た
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
、
東
京
大
都
市
圏

)観ぶち、 葉

　　　　　　 　

さもゞ
ふき

だ

ゞ
州

、を
く
M
^

　　
　　　

　　　　　　
　

　

　
　
　

~~×

対象"為ミルクミシゾで"

弗耕平舸
用地

図 3 成田国際物流複合基地

図 4 千葉 N T タウンセンター全体図

〉)
＼

　　　　　　　　　　　　　　　

写真 4 成田山新勝寺



に
お
け
る
住
宅
需
要
に
対
応
し
た
良
好
で
計
画
的
な

か
な
房
総
地
域
に
リ
ゾ
ー
ト
地
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

住
宅
･
宅
地
供
給
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
成
田

国
際
空
港
と
の
近
接
性
等
の
条
件
を
活
か
し
な
が
ら
、

｢住
む
｣
｢働
く
｣
｢学
ぶ
｣
｢憩
う
｣
な
ど
の
各
種
機

能
の
複
合
し
た
総
合
的
な
都
市
づ
く
り
の
推
進
を
図

る
も
の
で
す
。

【所
在
地
･
規
模
】

成
田
市
他
一
市
二
町
二
村

(二
、
0
一
一
蹴
)

【地
域
活
性
化
の
効
果
】

成
田
国
際
空
港
地
域
は
、
千
葉
ニ
ュ
i
タ
ウ
ン
と

一
体
と
な
っ
た
機
能
集
積
を
図
り
、
国
際
物
流
機
能

や
国
際
的
な
研
究
機
能
な
ど
を
中
心
に
空
港
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
広
く
活
用
し
た
業
務
核
都
市
と
し
て
育

成
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
今
後
の
国
際
的
な
産

業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

【重
点
事
業
の
概
要
】

･
国
際
物
流
複
合
基
地
の
整
備

･
臨
空
工
業
団
地
の
整
備

3

房
総
リ
ゾ
ー
ト
地
域
整
備
構
想

【概

要
】

房
総
地
域
は
東
京
湾
横
断
道
路
、
首
都
圏
中
央
連

絡
自
動
車
道
、
東
関
東
自
動
車
道
館
山
線
な
ど
の
幹

線
道
路
網
の
整
備
に
よ
り
首
都
圏
と
の
時
間
距
離
が

大
幅
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
変
化
に
富
ん
だ
海

岸
線
、
緑
豊
か
な
房
総
丘
陵
の
山
並
み
等
、
自
然
豊

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
房
総

地
域
に
総
合
的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
域
整
備
を
進
め
る
も

の
で
す
。

【所
在
地
･
規
模
】

･
君
津
市
他
一
市
三
町

(四
、
八
〇
〇
顔
)

【地
域
活
性
化
の
効
果
】

房
総
地
域
の
リ
ゾ
ー
ト
地
と
成
田
国
際
空
港
な
ど

の
交
通
拠
点
や
東
京
大
都
市
圏
を
幹
線
道
路
に
よ
り

連
絡
す
る
こ
と
並
び
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
連
道
路
や

写真 6 九十九谷 (君津市) 写真 5 九十九里海岸

き濃
濃

　　
　



｢道
の
駅
｣
の
整
備
促
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

経
済
や
地
域
間
交
流
を
促
進
し
、
生
産
性
及
び
消
費

の
拡
大
を
図
る
も
の
で
す
。

【重
点
事
業
の
概
要
】

･
南
房
総
半
島
振
興
計
画

･
リ
ソ
ー
ト
地
域
活
性
化
活
動
の
支
援

･
リ
ソ
ー
ト
地
域
整
備
の
研
究
調
査
の
支
援

･
房
総
リ
ゾ
ー
ト
地
域
整
備
構
想
の
特
定
民
間
施

設
の
整
備
促
進

･
南
地
域
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
の
整
備

四

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
道
路
事

業
関
連
す
る
道
路
事
業
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
各

整
備
構
想
の
効
果
を
充
分
発
揮
す
る
た
め
に
必
要
な

道
路
整
備
を
行
う
た
め
、
圏
域
の
一
体
化
を
図
り
な

が
ら
重
点
施
策
相
互
の
連
絡
、
観
光
･
リ
ソ
ー
ト
施

設
の
開
発
な
ら
び
に
有
効
活
用
を
支
援
す
る
道
路
整

備
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
施
設
の
有
効
活
用
や
地
域
の
活
性
化
の

う
え
か
ら
、
圏
域
の
み
な
ら
ず
圏
域
外
か
ら
の
幹
線

道
路
も
計
画
に
取
り
込
み
、
整
備
を
図
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る
道
路
事
業
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
構
想

【支
援
す
る
主
な
道
路
事
業
】

(直
轄
)

･
東
京
湾
横
断
道
路
連
絡
道

(自
動
車
専
用
部
)

(
一
般
国
道
四
〇
九
号
)

(補
助
)

･
木
更
津
バ
イ
パ
ス
(
一
般
国
道
四
〇
九
号
)、
北

条
バ
イ
パ
ス
(
一
般
国
道
四
一
〇
号
)、
宮
山
拡

幅

(
一
般
国
道
四
一
〇
号
)、
横
尾
バ
イ
パ
ス

(
一
般
国
道
四
一
〇
号
)、
宿
原
バ
イ
パ
ス
(
一

般
国
道
四
一
〇
号
)、久
留
里
馬
来
田
バ
イ
パ
ス

(
一
般
国
道
四
一
〇
号
)

(地
方
道
)

･
君
津
平
川
線

(主
要
地
方
道
)

(街
路
)

･
中
野
畑
沢
線

2

成
田
国
際
空
港
･
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
構
想

【支
援
す
る
主
な
道
路
事
業
】

(直
轄
)

･
成
田
拡
幅

(
一
般
国
道
五
一
号
)

(補
助
)

･
八
千
代
バ
イ
パ
ス
(
一
般
国
道
二
九
六
号
)、
船

橋
拡
幅
(
一般
国
道
二
九
六
号
)、
佐
原
バ
イ
パ

ス
(
一
般
国
道
三
五
六
号
)、
下
総
神
崎
バ
イ
パ

ス

(
一
般
国
道
三
五
六
号
)、
安
食
バ
イ
パ
ス

(
一
般
国
道
三
五
六
号
)

(地
方
道
)

･
成
田
松
尾
線
(主
要
地
方
道
)、
成
田
小
見
川
鹿

島
港
線

(主
要
地
方
道
)、
成
田
下
総
線

(主
要

地
方
道
)

(街
路
)

･
郷
部
線
、
西
浦
藤
原
町
線

3

房
総
リ
ゾ
ー
ト
地
域
整
備
構
想

【支
援
す
る
主
な
道
路
事
業
】

(直
轄
)

･
富
津
館
山
道
路

(
一
般
国
道
三
一七
号
)

(補
助
)

･
筒
森
バ
イ
パ
ス
(
一
般
国
道
四
六
五
号
)、
藤
林

バ
イ
パ
ス
(
一
般
国
道
四
六
五
号
)、
岩
瀬
バ
イ

パ
ス

(
一
般
国
道
四
六
五
号
)

五

未
来
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ(イ

メ
ー
ジ
)

(か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
か
ら
!
)

私
の
友
人
は
か
ず
さ
ア
カ
デ
ミ
ア
パ
ー
ク
の
D
N

A
研
究
所
で
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
彼
に

よ
る
と
、
そ
こ
で
は
人
類
の
し
あ
わ
せ
や
地
球
環
境

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
す
る
輝
か
し
い
研
究
成
果
が

生
み
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
の
地
域
を
大
き
く
変
え
た
の
は
、
東
京
湾
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横
断
道
路
で
し
た
。
と
に
か
く
私
た
ち
の
地
域
が
千

葉
県
の
玄
関
口
に
な
っ
た
の
で
す
か
ら
こ
れ
は
大
変

な
こ
と
で
す
。
一
番
よ
か
っ
た
の
は
羽
田
空
港
ま
で

三
〇
分
で
行
け
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

高
速
バ
ス
を
使
っ
て
私
た
ち
の
地
域
に
働
き
に
来
る

人
た
ち
も
大
勢
い
ま
す
。

私
は
、
こ
う
し
た
道
路
の
恩
恵
を
最
も
受
け
て
い

る

一
人
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
が
好
き

な
私
に
と
っ
て
、
館
山
ま
で
三
〇
分
で
結
ば
れ
る
と

い
う
こ
と
は
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
成
田
空

港
へ
も
車
で
簡
単
に
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
ま
す

便
利
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
!
!
･

(成
田
国
際
空
港

･
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
か
ら
!
)

近
頃
は
休
暇
も
と
り
や
す
く
な
り
、
家
族
そ
ろ
っ

て
外
国
に
出
か
け
る
機
会
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、

や
は
り
、
成
田
へ
着
陸
す
る
際
に
、
眼
下
に
広
が
る

豊
か
な
緑
や
き
れ
い
な
街
並
み
を
目
に
す
る
と
旅
の

緊
張
も
と
げ
、
自
然
と
心
の
安
ら
ぎ
を
お
ぼ
え
ま
す
。

外
国
の
方
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
自
身
に
と
っ
て

も
、
こ
こ
は
日
本
の
表
玄
関
に
な

っ
て
い
ま
す
。

快
適
に
生
活
し
て
い
る
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
か
ら

成
田
空
港
に
行
く
と
、
す
ぐ
そ
ば
に
国
際
物
流
複
合

基
地
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
ハ
イ
テ
ク
製
品
な
ど

が
扱
わ
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
が
ど
う
り
で
私
た

ち
の
地
域
に
は
多
く
の
工
場
や
研
究
所
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
外
資
系
の
企
業
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
私
た
ち
の
地
域
は
そ
の
意
味
で
も
我
が
国
と

世
界
と
の
接
点
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

成
田
空
港
へ
は
高
速
道
路
を
は
じ
め
と
し
て
整
備

さ
れ
た
国
道
も
快
適
に
走
れ
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
や
地

域
と
一
体
的
に
発
展
し
て
い
る
よ
う
で
す
ー
!
'

(房
総
リ
ゾ
ー
ト
地
域
か
ら
ー
!
)

房
総
地
域
は
今
は
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
大
き
く
展

開
し
て
い
ま
す
。
近
く
に
あ
る
公
園
に
は
私
た
ち
の

よ
う
に
地
域
に
す
ん
で
い
る
人
た
ち
の
ほ
か
、
旅
行

で
訪
れ
て
い
る
人
た
ち
が
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て
い

る
こ
と
も
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
地
が
発
展
し
た
の
も
道
路
に
よ

る
整
備
の
効
果
は
計
り
し
れ
ま
せ
ん
。
気
軽
に
遠
出

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
人
の
行
き
来
も
多

く
な
り
ま
し
た
。
川
崎
に
住
ん
で
い
る
友
人
な
ど
は

南
房
総
の
す
ば
ら
し
い
自
然
に
ひ
か
れ
て
夏
休
み
や

週
末
に
頻
繁
に
我
が
家
に
遊
び
に
来
て
い
る
た
め
、

ま
る
で
家
族
の
一
員
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
木
更
津

な
ど
に
勤
め
る
人
た
ち
も
増
え
、
私
の
回
り
に
は
、

バ
イ
オ
の
研
究
者
や
情
報
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る

人
な
ど
も
住
ん
で
い
ま
す
!
!
,.

六

今
後
の
課
題
と
展
望

千
葉
県
で
は
東
京
湾
横
断
道
路
の
開
通
を
目
前
に

し
、
幹
線
道
路
網
の
整
備
に
よ
り
道
路
交
通
体
系
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
県
内
の
各

地
域
は
新
し
い
交
流
圏
の
形
成
が
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら
は
地
域
固
有

の
特
性
や
資
源
を
活
か
し
た
地
域
間
の
交
流
･
連
携

な
ど
に
よ
り
、
互
い
に
機
能
を
補
完
し
あ
い
相
互
の

発
展
を
図
り
新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
行
く
こ
と
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
o

こ
の
中
で
交
流
基
盤
の
基
本
で
あ
る
道
路
の
整
備

は
ま
す
ま
す
重
要
な
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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『%
道
路
防
災

@
′

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
群
馬
』
開
催

上
條

良

久

か
ら
も
、
｢安
全
･
安
心
を
支
え
る
道
づ
く
り
｣を
テ

ー
マ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、第
一
部
と
し
て
｢危
機
管
理
｣

の
第
一
人
者
で
あ
る
元
内
閣
安
全
保
障
室
長
の
佐
々

淳
行
氏
か
ら

｢危
機
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
｣
を
テ
ー
マ

に
基
調
講
演
が
あ
り
、
第
二
部
で
は
佐
々
氏
を
は
じ

め
、
防
災
に
関
す
る
専
門
家
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
斉
藤
宏
保
氏

(N
H
K
解
説
委
員
)
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
貴
重
な
提
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
七
〇
〇
人
を
こ
え
る

参
加
者
が
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
、
講
演
や
討
論
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

基
調
講
演

｢危
機
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
｣と
題
し
て
、
連
合
赤
軍

概
…
要

昨
年
一
月
の
阪
神
･
淡
路
大
震
災
、
そ
し
て
今
年

二
月
の
北
海
道
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
を
う
け
て
、

地
域
住
民
や
関
係
者
の
間
か
ら
、
道
路
の
防
災
性
の

向
上
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
と
関
係
機
関
と
と
も
に
、

地
域
住
民
や
道
路
利
用
者
一
人
一
人
の
道
路
防
災
に

対
す
る
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
道
路
防

災
週
間
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
｢%
道
路
防
災
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
群
馬
｣
を
八
月
二
八
日
、
群
馬
県
高
崎
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
災
害
や
事
故
の
教
訓
を

踏
ま
え
て
、
構
造
物
の
強
化
な
ど
ハ
ー
ド
面
と
と
も

に
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

ら
よ
い
か
、
情
報
や
危
機
管
理
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
面

あ
さ
ま
山
荘
事
件
、
ょ
ど
号
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
、

三
原
山
噴
火
な
ど
、
豊
富
な
体
験
に
も
と
づ
い
た
災

害
な
ど
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
と
き
に
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
、
約
一
時
間

に
わ
た
っ
て
貴
重
な
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
危
機
管
理
と
は
一
体
何
か
と
い
う
と
こ
ろ

･か
ら
説
き
起
こ
し
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
そ
の
他
の

災
害
に
際
し
て
の
、
国
･
地
方
自
治
体
･
企
業
･
地

域
団
体
、
さ
ら
に
家
庭
の
災
害
に
対
す
る
心
構
え
を

　

実
例
を
上
げ
な
が
ら
講
演
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
交
通
上
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て
の
道
路
を

セ行

確
保
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
既
存
の
道
路
を
た
だ
ち

道

に
皆
で
協
力
し
て
空
け
る
こ
と
が
道
路
の
公
共
性
を

“

保
ち
、
ひ
い
て
は
国
民
の
安
全
を
守
る
道
で
あ
り
、

基調講演 佐々淳行氏



政
治
と
行
政
は

｢国
民
の
生
命
･
身
体
･
財
産
の
確

保
｣
が
最
大
の
任
務
で
あ
る
と
協
調
さ
れ
講
演
を
し

め
く
く
り
ま
し
た
。

バ
ネ
･ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
さ
れ
た
方
は

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て

奥
園

誠
之
氏
(九
州
産
業
大
学
工
学
部
教
授
)

廣
井

脩

氏
(東
京
大
学
社
会
情
報
研
究
所

教
授
)

重
川
希
志
依
氏
(都
市
防
災
研
究
所
主
任
研
究

員
)

武
藤

和
宏
氏
(関
東
地
方
建
設
局
道
路
部
長
)

武
井

上
巳
氏
(群
馬
県
土
木
部
長
)

総

≧

ン

　　
　

　　

　
　

　

　

　

　パネル ディスカ ッ ショ ン 全景

　

　

挙

ス

　　

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

斉
藤

宏
保
氏

(N
H
K
解
説
委
員
)

の
各
氏
が
つ
と
め
ら
れ
、
｢安
心
･
安
全
を
支
え
る
道

づ
く
り
｣
に
つ
い
て
二
時
間
以
上
に
わ
た
り
討
論
、

提
議
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
要
旨
は

P
A
R
T
i
一

道
路
防
災
の
問
題
点
と
課
題

P
A
R
T
ー
二

災
害
に
備
え
る
た
め
に
今
の
道
路

を
ど
こ
を
ど
う
強
く
す
れ
ば
い
い
か

P
A
R
T
ー
三

道
路
防
災
の
現
状
と
課
題

P
A
R
T
-
四

災
害
や
事
故
が
発
生
し
た
時
の
対

応

災
害
や
事
故
が
発
生
し
た
時
の
対
応

P
A
R
T
-
五

道
路
防
災
の
一
層
の
向
上
の
た
め

に

｢今
何
を
為
す
べ
き
か
｣
各
パ
ネ
リ
ス
ト
か

ら
の
提
言
。

お
わ
り
に

二
一
世
紀
の
初
め
に
全
国
で
一
万
四
、
0
0
0
頬

に
及
ぶ
高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完
成
し
、
来

る
二
一
世
紀
に
は
高
度
情
報
化
社
会
が
到
来
し
、
高

齢
化
社
会
も
訪
れ
、
そ
う
し
た
中
で
道
路
は
ど
ん
な

役
割
を
持

っ
て
い
る
か
、
ヒ
ト
と
モ
ノ
の
交
流
の
場

だ
け
で
な
く
、
上
下
水
道
や
情
報
伝
達
の
ル
ー
ト
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
便
利
で
、
快
適
な
私
た

ち
の
生
活
を
維
持
す
る
う
え
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
仕

組
み
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
大
き
な
災
害
や
事
故
に

よ
っ
て
、
機
能
が
マ
ヒ
す
る
と
大
混
乱
に
お
と
し
入

　　

れ
ら
れ
る
。
安
全
で
安
心
で
き
る
道
路
づ
く
り
が
急

6

が
れ
ま
ず
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

"

の
提
議
さ
れ
た
意
見
が
、
安
全
･
安
心
で
き
る
道
路

%セ

づ
く
り
に
活
か
さ
れ
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
と
も

テ

に
、
道
路
防
災
体
制
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
と
し
め

道

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
い
た
だ
き

ま
し
た
ご
意
見
及
び
ご
提
言
を
ふ
ま
え
、
安
全
･
安

心
で
き
る
道
路
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
盛

大
に
開
催
で
き
た
こ
と
は
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た

国
土
庁
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
御
尽
力
並
び
に
ご
協

力
の
た
ま
も
の
と
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

(｢%
道
路
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
群
馬
｣
実
行
委
員
会
事
務
局
･

建
設
省
高
崎
工
事
事
務
所
副
所
長
)



蹴
月
･日

世

界

の
動

き

○
韓
国
の
粛
軍
ク
i
デ
タ
ー
と
光
州
事
件
の
裁
判
の
判
決
公
判

が
、
ソ
ウ
ル
地
裁
で
開
か
れ
、
軍
反
乱
罪
、
内
乱
罪
な
ど
に
問
わ

れ
た
元
大
統
領
の
全
斗
嫌
被
告

(六
五
)
に
死
刑
、
前
大
統
領
の

盧
泰
愚
被
告

(六
三
)
に
懲
役
二
二
年
六
月
の
実
刑
判
決
が
、
言

い
渡
さ
れ
た
。

○
チ
ェ
チ
ェ
ン
共
和
国
の
独
立
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
ロ
シ
ア
側
と

チ
ェ
チ
ェ
ン
独
立
派
が
、
独
立
問
題
を
二
0
○
-
年
末
ま
で
棚
上

げ
す
る
共
同
声
明
と
両
者
間
の
関
係
を
定
め
た
基
本
原
則
を
盛
り

込
ん
だ
付
属
文
書
に
調
印
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争

は
、
収
拾
に
向
か
っ
た
。

○
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
が
全
米
向
け
に
テ
レ
ビ
演
説
し
、
イ
ラ

ク
の
軍
事
施
設
を
巡
航
ミ
サ
イ
ル
で
攻
撃
し
た
と
発
表
。
イ
ラ
ク

軍
が
同
国
北
部
の
ク
ル
ド
人
自
治
区
に
進
攻
し
た
こ
と
へ
の

｢懲

罰
｣
で
、
イ
ラ
ク
南
部
の
飛
行
禁
止
区
域
を
拡
大
す
る
こ
と
も
明

ら
か
に
し
た
。

○
国
連
総
会
が
本
会
議
で
爆
発
を
伴
う
あ
ら
ゆ
る
核
実
験
を
禁
止

す
る
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約

(C
T
B
T
)
を
圧
倒
的
多
数
で

採
決
。
イ
ン
ド
の
反
対
で
発
効
の
メ
ド
は
立
っ
て
い
な
い
が
、
核

軍
縮
へ
の
重
要
な
第
一
歩
と
な
る
。

○
上
海
と
南
京
を
結
ぶ
全
長
二
七
四
キ
ロ
の
高
速
道
路
が
開
通
。

料
金
は
九
〇
元

(約
一
、
二
〇
〇
円
)。

○
韓
国
国
防
省
が
、
同
国
東
海
岸
の
江
陵
市
付
近
で
朝
鮮
民
主
主

義
人
民
共
和
国

(北
朝
鮮
)
の
も
の
と
思
わ
れ
る
座
礁
し
た
潜
水

艦
が
見
つ
か
っ
た
、
と
発
表
。
そ
の
後
、
上
陸
し
た
潜
水
艦
乗
組

員
と
韓
国
軍
と
の
間
の
銃
撃
戦
に
発
展
し
た
。

事

項

第囎
月
･日

国

内

の
動

き

○
大
蔵
省
が
一
九
九
七
年
度
一
般
会
計
予
算
の
概
算
要
求
を
ま
と

め
た
。
要
求
総
額
は
八
一
兆
四
、
四
〇
〇
億
円
で
、
九
六
年
度
当

初
予
算
比
八
･
四
%
増
。
概
算
要
求
が
八
〇
兆
円
を
超
え
た
の
は

初
め
て
。

○
橋
本
龍
太
郎
首
相
と
大
田
昌
秀
沖
縄
県
知
事
が
米
軍
基
地
問
題

を
め
ぐ
っ
て
会
談
、
首
相
は

｢首
相
談
話
｣
を
示
し
て
理
解
を
求

め
た
。
談
話
の
内
容
は
、
①
沖
縄
政
策
協
議
会

(仮
称
)
の
新
設

②
特
別
調
整
費
五
〇
億
円
の
早
期
の
予
算
計
上

な
ど
で
、
会

談
後
、
政
府
は
臨
時
閣
議
で
こ
れ
を
決
定
し
た
。
同
知
事
は
、
こ

れ
を
評
価
、後
日
、公
告
･
縦
覧
の
代
行
に
応
じ
る
こ
と
に
し
た
。

○
総
務
庁
が
日
本
の
高
齢
者
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
発
表
。
六

五
歳
以
上
の
人
ロ
は
、
一
、
八
九
九
万
人
で
、
総
人
ロ
に
占
め
る

割
合
は
、
一
五
･
一
%
と
な
り
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高
と
な
っ
た
。

○
北
海
道
後
志
支
庁
古
平
町
の
国
道
二
二
九
号
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
事

故
で
、
北
海
道
開
発
局
の
事
故
調
査
委
員
会
が
、
最
終
報
告
を
ま

と
め
、
｢今
回
の
岩
盤
崩
落
を
予
知
予
測
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ

た
｣
と
結
論
づ
け
た
。

○
民
主
党
の
設
立
委
員
会
が
衆
院
議
員
三
五
人
、
参
院
議
員
四
人

の
現
職
国
会
議
員
三
九
人
で
発
足
し
た
。
設
立
委
代
表
は
菅
直
人

厚
相
と
鳩
山
由
起
夫
氏
が
選
ば
れ
た
。
結
党
は
衆
院
解
散
後
の
子

{疋
。

○
国
土
庁
が
各
都
道
府
県
の
地
価
調
査

(七
月
一
日
現
在
)
結
果

を
公
表
し
た
。
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
の
三
大
都
市
圏
の
住
宅
地
、

商
業
地
は
六
年
連
続
で
下
落
、
全
国
平
均
は
五
年
連
続
で
の
下
落

を
記
録
し
た
。
下
げ
幅
は
全
国
平
均
で
三
年
連
続
の
二
%
台
。

事

項
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月
･日

道

路

行

政

の
動

き

○
一
般
道
路
の
整
備
資
金
調
達
及
び
高
速
道
路
の
財
源
管
理
に
関

す
る
調
査
の
た
め
に
中
華
人
民
共
和
国
訪
日
団
が
来
日
。

八
月
二
八
日
、
八
月
三
〇
日
に
は
道
路
局
及
び
道
路
公
団
よ
り

説
明
が
行
わ
れ
た
。

○
第
一
回
日
韓
道
路
協
力
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。

○
関
越
自
動
車
道

昭
和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
工
事
に
伴
い
、渋
川

伊
香
保
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
沼
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で

の
上
下
線

延
長
二
二
･
四
m
に
お
い
て
夜
間
通
行
止
め
が
行
わ

事

項



岩
手
県
の
早
池
峰
山

(
一
九
一
四
米
)
は
北
上
高

地
の
主
峯
で
あ
る
。
樹
相
豊
か
な
山
麓
に
は
古
く
か

ら
山
伏
神
楽
が
伝
承
さ
れ
て
来
た
。
七
月
三
一
日
夜
、

早
池
峰
神
社
例
大
祭
に
、
こ
の
神
楽
が
奉
納
さ
れ
る

と
い
う
。
今
年
の
夏
、
見
学
の
た
め
A
旅
行
会
が
企

画
し
た

一
泊
二
日
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
。
メ
ン
バ

ー
二
七
人
さ
す
が
に
年
配
者
が
多
く
、
し
か
も
こ
れ

か
ら
述
べ
る
岩
波
の
映
画
を
見
た
人
が
大
方
の
よ
う

に
思
え
た
。

｢早
池
峰
の
賦
｣が
神
田
神
保
町
岩
波
ホ
ー
ル
で
上

映
さ
れ
た
の
は
、
た
し
か
一
五
年
ほ
ど
前
の
こ
と
だ

っ
た
。
早
池
峰
山
の
山
伏
神
楽
が
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
の
を
記
念
し
た
、
三
時
間
の
記
録
映
画
だ

っ
た
。
山
の
四
季
と
神
楽
の
里
の
人
々
が
詩
情
豊
か

に
描
か
れ
て
い
た
。
特
に
全
編
の
音
楽
を
笛
、
太
鼓
、

鉦
の
神
楽
音
だ
け
と
し
た
>
め
、
そ
の
リ
ズ
ム
が
観

}
客
の
郷
愁
を
誘
っ
た
か
連
日
満
員
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
に

　〉

な
っ
た
。
私
は
映
画
を
兄
終
っ
た
あ
と
も
神
楽
音
の

こ
＼
ち
よ
い
リ
ズ
ム
と
、
熊
を
神
に
し
た
権
現
舞
の

素
朴
な
姿
に
心
を
引
か
れ
た
。
と
同
時
に
東
京
の
空

か
ら
江
戸
神
楽
の
軽
快
な
音
が
、い
つ
の
間
に
か
消
え
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
寂
し
い
と
思
っ
た
。

千
代
田
区
平
河
町
に
あ
っ
た
私
の
職
場
近
く
に
、

町
名
の
由
来
と
な
っ
た
神
社
が
あ
る
。
神
楽
殿
は
あ

る
が
年
中
閉
っ
て
い
た
。
四
年
位
前
の
夕
方
、
神
社

の
祝
い
で
も
あ
っ
た
か
、
神
楽
舞
台
が
開
け
放
た
れ

面
を
つ
け
た
踊
り
手
が
軽
や
か
に
舞

っ
て
い
た
。
偶

然
そ
の
前
を
通
り
か
･
っ
た
私
は
、
テ
ン
ツ
ク
テ
ン

と
軽
快
な
生
ま
の
神
楽
音
を
き
い
た
と
た
ん
、
自
分

の
頬
の
あ
た
り
に
な
ま
温
い
も
の
を
感
じ
た
。
神
楽

音
に
心
が
共
鳴
し
た
か
涙
が
自
然
に
あ
ふ
れ
出
た
の

で
あ
る
。
そ
の
涙
は
心
地
よ
か
っ
た
。
田
舎
の
な
い

私
だ
が
、
郷
愁
の
涙
と
は
こ
れ
か
と
思

っ
た
。

そ
し
て
も
う
一
度
、
映
画

｢早
池
峰
の
賦
｣
を
見

た
い
と
思
っ
た
。
駄
目
な
ら
せ
め
て
あ
の
神
楽
音
だ

け
で
も
と
、
音
楽
店
を
廻
っ
た
が
テ
ー
プ
は
な
か
っ

た
。
あ
き
ら
め
き
れ
ず
に
い
た
そ
ん
な
時
、
A
旅
行

会
の
広
告
が
目
に
と
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
当
日
の
午
後
六
時
、
神
社
の
森
は
も
う
薄
暗

い
。
見
物
客
お
よ
そ
一
五
〇
人
は
思
い
ノ
＼
に
社
務

所
の
中
や
木
の
根
、
或
い
は
石
に
腰
を
下
ろ
し
て
待

っ
て
い
る
。
神
事
と
そ
れ
に
続
く
神
楽
舞
で
夜
の
一

一
時
ま
で
続
く
宵
宮
の
祭
り
は
始
っ
た
。
私
は
緊
張

気
味
に
映
画
で
き
い
た
神
楽
音
の
再
現
を
期
待
し
た
。

が
間
近
で
き
く
神
楽
音
は
、
一
言
で
表
現
す
れ
ば

荒
々
し
い
素
朴
な
音
だ
っ
た
。
映
画
で
は
気
付
か
な

か
っ
た
が
、
リ
ズ
ム
を
調
え
る
太
鼓
は
と
て
も
大
き

く
そ
れ
を
打
つ
楼
も
武
骨
な
く
ら
い
太
い
。
そ
こ
か

ら
た
た
き
出
さ
れ
る
昔
は
ヘ
ビ
ー
級
の
ボ
ク
サ
ー
の

パ
ン
チ
も
か
く
や
と
思
う
よ
う
に
重
く
、
私
の
腹
に

ず
し
り
/
＼
と
響
い
た
。
小
一
時
間
も
し
た
か
急
に

気
分
が
悪
く
な
り
、
メ
ン
バ
ー
の
人
々
に
知
れ
な
い

よ
う
そ
っ
と
境
内
を
抜
け
出
し
、
真
暗
な
参
道
を
足

さ
ぐ
り
で
ツ
ア
ー
の
バ
ス
に
戻
っ
た
。
シ
ー
ト
を
倒

し
て
横
に
な
っ
た
私
を
見
て
、
運
転
手
が
気
を
き
か

せ
て
室
内
灯
を
消
し
窓
を
開
け
て
く
れ
た
。

東
北
地
方
の
厳
し
い
風
雪
に
打
ち
勝
つ
に
は
、
こ

の
よ
う
な
荒
削
り
の
音
で
な
け
れ
ば
山
の
自
然
の
猛

威
に
圧
倒
さ
れ
、
神
楽
音
も
神
楽
そ
の
も
の
も
消
え

て
し
ま
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
厳
し
い
自
然
を
持
た

け
いみょうし
ゃだ
っ

な
い
江
戸
神
楽
の
軽
妙
洒
脱
な
神
楽
音
と
、
山
伏
神

楽
の
音
が
同
根
だ
と
は
と
て
も
思
え
な
い
。
と
す
る

と
映
画
の
あ
の
音
は
江
戸
神
楽
に
郷
愁
を
感
じ
る
人

に
も
、
ま
た
他
の
神
楽
の
音
を
き
･
慣
れ
た
人
に
も

等
し
く
共
感
で
き
る
よ
う
、
編
集
の
段
階
で
音
律
のお

れ

調
整
が
行
な
わ
れ
た
と
し
か
思
え
な
く
な

っ
た
。"俺

は
一
体
、
ど
の
神
楽
音
に
郷
愁
を
感
じ
た
の
か
"
と

自
問
し
た
と
き
、
｢そ
れ
は
お
前
の
心
が
知

っ
て
い
る

よ
｣
と
私
の
耳
に
さ

>
や
い
た
と
思
っ
た
の
は
、
バ

ス
の
中
に
ま
で
入
り
込
ん
で
来
た
早
池
峰
の
夜
半
の

本誌は、執筆者が個人の責任において自由に
書く建前をとっております。したがって意見
にわたる部分は個人の見解です。また肩書は
原稿執筆及び座談会実施時のものです。
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